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「お前この俺に恥をかかせるなんて、一体どういうつもりなんだ？」

　低くて冷たいその声色と、不機嫌なその表情から彼の怒りが手に取るようにわかった。

「も、も、も……」

「桃？」

　ち、違うそんなこと今、言うはずないじゃない！

「も、申し訳ありませんでした」

　頭を勢いよく下げて相手に謝ると同時に、私は自分の迂う闊かつさと変な正義感を呪のろった。

　――今さら後悔しても遅い。

　頭上から「はぁ」という男の盛大なため息が聞こえてきた。無理もないと思う。私がもし、彼の立場なら同じ態度をとる。

「どうやって、この〝オトシマエ〟つけてくれるわけ？」

　オトシマエって、そんな物騒な。もしかして、この業界独特のオトシマエのつけ方があるってこと……？

「あの、私にできることなら頑張ります。その……具体的にはどういったことでしょうか？」

「そうだなぁ」

　シャープな顎を長い指で撫なでながら、私に背を向けて考えている。ガラス窓に映るその姿は、他人が見ればため息が出るほどの美しさだ。

　けれど死刑宣告を待つ私にとっては、それはどうでもいいことだった。

　しばらくすると「あ、いいこと思いついた」と言い、くるっとこちらを振り向いた。

　目の前にいる男の綺き麗れいな顔がニヤリと笑う。その表情に嫌な予感しかしない。

　思わず後ずさる私に、意地悪としか表現できないような顔で男が言い放つ。

「お前さぁ……俺と結婚しろよ」

　満面の笑みで言い放った男の顔が、大きな窓から差し込む夕日に照らされてキラキラとまぶしい。

「……あはは、あははっ！」

　私は声を出して笑った。正直そうすることしかできなかったのだけど……。

「楽しそうだな。よかった、俺の提案受け入れてくれて」

　彼がニンマリと笑って、私に一歩近づくと我に返った。

「……ないです！　受け入れてなんていないです！　冗談だと思って笑ってあげたのに」

「あげた？」

　男の冷たい視線が私に刺さる。

　まずい。これ以上怒らせるのはよくないってことは馬鹿な私にでもわかる。

「すみません。でも……私、最初に言いましたよね？　〝私にできることなら〟って」

　声が大きくなる。自分の人生がかかっているから仕方ない。

「お前にできることを提案したつもりだが？　なにが不満なんだ？」

　なにがっていうか、なにもかもがだけど……。そんな提案「はいわかりました」って受け入れられるわけないじゃない。

「この俺の申し出を断るつもりか？」

　上から見下すように、私を睨にらみつける。でもここは私だって引けない。

「結婚って、そんな無茶なこと言われても困ります」

　きゅっと唇を結んで相手の目をまっすぐに見つめた。

「……わかった」

　彼の短い返事を聞いて、胸を撫で下ろす。

　よかった。私の言い分を聞き入れてくれて。

「では、弁護士を通じて慰謝料の請求をさせてもらう。これがうちの弁護士の名刺だから……」

「ちょ、ちょっと待ってください！　い、慰謝料って私が払うんですか？」

「俺が払ってどうするんだよ？　後日連絡がいくと思うから……」

　そ、そんな。弁護士立てて慰謝料ってことは……少額ではないはずだ。今の私に払う余裕なんてない。

「慰謝料なんて、私そんな余裕は……」

「だったら、結婚すればいい。俺と」

　そう言って、にっこりと胡う散さん臭い笑顔を浮かべて私に手を差し出す。

　この手をつかんでいいの……？

　なかなか彼の手を取れずにいると、相手がしびれを切らした。

「嫌なら無理にとは言わない。ちゃんと慰謝料を……」

「お、お願いします」

　気づけばその大きな手を両手で握り締めていた。

　はっ……咄とっ嗟さに握ってしまった。

　離そうとしたが、相手にぎゅっと握られてそれもかなわない。

　それどころか、そのまま強く引き寄せられて彼の広い胸へと抱かれる。初めて嗅ぐフレグランスの香りにドキリとした。

「契約成立……慰謝料分はしっかり働けよ」

　そんな私の戸惑いを見透かしたような彼は、耳元で恐ろしいことを口にした。




　私、浦うら沢さわつむぎは、天の神様は私の存在など忘れてしまったのだと、この日悟ったのだった。
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　こんなことなら、祖母のところに寄るんじゃなかった。

　久しぶりに顔を見せた私を笑顔で迎えてくれた祖母。ついつい話に付き合っていて予定していた出発時間よりも大幅に遅くなってしまった。

　今の時間だとタクシーに乗らないと間に合わない。そう判断した私はタクシーが止まっている駅前まで急いだ。

　お気に入りのパンプスだったが、こんなときには役に立たない。今日は待ち合わせ相手、親友の森もり川かわ柚ゆず葉はに言われていつもより少しおしゃれをしていた。

　おしゃれには多少の我慢が必要……。私は少し痛む足を気にしながら早足で歩いた。

　新緑のまぶしい五月。

　子供の頃よく遊んだ公園を横切ると、青々とした木々の葉が風になびいているのが目に入る。普段、家と仕事の往復ばかりで周りを見る余裕がない生活をしているせいか思わず足を止めて、見入ってしまった。

　――ブーブー。

　スマホが鳴ってディスプレイを確認すると、柚葉の名前があった。

　まずい。こんなところでのんびりしていたら完全に遅刻だ。

　私は通話ボタンをタッチしながらふたたび歩き出した。

『つむぎ。ちゃんとこっちに向かってる？』

「うん。言われた通りおしゃれしてきたよ」

　ちょっと遅刻しそう……だとは言わない。

『よかった！　全然乗り気じゃなかったから心配してたんだ。遅刻しないで来てね』

「うん。わかった」

　急ぎ足で駅前にたどり着くと、そこに一台のタクシーが止まっていた。時間帯のせいなのか他のタクシーが見当たらないので「ラッキー」と思い乗り込もうとする。

　――ドンっ！

「痛いっ！」

「あ、すみません」

　右半身に鈍い痛みが走る。驚いて衝撃が与えられた方を見ると、そこには長身の男の人が私を見下ろすように立っていた。

　ぱっと見ただけでも、かっこいいことがわかる。

　きちんと整えられた少し茶色がかった髪に、涼しげで切れ長の瞳は高潔な雰囲気を醸し出している。そして高い鼻に整った薄めの唇。どこをとっても見とれてしまうほどいい男だった。

「では、急いでいますので……失礼します」

「あ、はい……ってちょっと待ってください」

　タクシーに乗り込もうとする相手を私は引き留めた。

「まだ、なにか？　見たところ怪け我がなどはないようですが」

　眉間に皺しわを寄せて不服そうに私を見ていた。

「『なにか？』じゃないですよ。そのタクシー私が乗るんですから」

　ここに来たとき、彼の姿は確認できなかった。ということはこのタクシーに乗る権利は私にあるはずだ。

　眉間に皺を寄せている長身の相手。少し怖い気もするが手荒なことをするタイプではなさそうだし、それに私は間違ったことをしているわけではない。

「チッ」

　い、今、舌打ちした！

　しかし相手は、それまで眉間に寄せていた皺を消して、にこやかな笑顔になる。

「すみません。少し急いでいますのでお譲りいただければありがたいです」

　貼り付けたような笑顔。さっきの舌打ちを聞いていなければきっと騙だまされてしまったはずだ。

「私もそうしたいのはやまやまなんですが、時間に遅れそうなんです。次のタクシーに乗ってください」

　そう言って乗り込もうとすると、さっき私がしたのと同じように引き留められた。

「次のって一体いつ来るんだ？」

　ふたりして周囲を見渡すが、一台も見当たらない。

「そんなの、私に聞かれても困ります！」

「俺だって急いでるんだ。遅れたら責任とってくれるんだろうな？」

「どうして私がっ！　そもそも……」

　口論が激しさを増していく。お互い意地になっていることもあって、一歩も引かない。

「お客さんたち、結局行き先はどこなの？」

　見かねたタクシーの運転手さんが声をかけてくれる。

「……です」

「……方面ですけど」

　お互いの声が重なり、同時に顔を見合わせた。

「だったら、一緒に乗っていきな。決まり」

　嬉うれしそうに親指を立ててニカッと笑う運転手さんに促されて、私たちはなぜか同じタクシーで目的地に向かうことになった。

「……ったく、どうして俺がこんな奴と」

　私だって同じこと思ってます！

　窓の外の景色を眺めながら心の中で毒づく。

　高潔だなんて、一瞬でも思った私が馬鹿だった。

「だいたいどうせ、デートかなんかくだらない予定だろ？　俺はこれから仕事だっていうのに」

「くだらないって……私にとっては大事な用事なんです。それに仕事だったら遅れないようにきちんと計画を立てるのも社会人として常識だと思います。困っているみたいだから、同乗ＯＫしたのに」

　言われっぱなしじゃ悔しいから、少しだけ言い返す。しかし彼は私の言葉なんてちっとも聞いていないようだ。

「結構言うな。成り行きとはいえ、知らない男とタクシーに乗るなんて、男にすぐ騙されそうな女だと思ってたけど、人は見かけによらないもんだな」

　確かに背も小さく童顔の私は、そういう風に見られがちだ。それにすぐ人に同情し、つけ込まれやすいと言うのはあながち間違いではない。

　――いわゆるお人好しなのだ。

　今回のことだって、私が先にタクシーに乗ろうとしたのだから、放っておけばいいものを、結局はこうなっている。

　これまでそれで大きな失敗をしたこともあるのだけど……それでもこの性格は直りそうになかった。

　少し辛つらい過去を思い出して気持ちが沈む。

　バッグに手を伸ばして、いつも持ち歩いている一枚のハンカチを手に取った。それは私の気持ちを落ち着かせてくれる、いわば〝お守り〟のようなものだった。

「……騙されそうですか？　やっぱりそう見えますか？」

　急に真剣に問いかけた私に、相手は驚いたようだった。

「悪い。気に障さわったんなら謝る」

「急に素直になるんですね」

　意外な態度に今度は私が驚いてしまう。

「別に俺だって謝るときはちゃんと謝るさ。それに騙されやすそうって言ったけど、それは見かけだけ。話してみるとそんなことない。だけど……」

　男は一瞬、考えて言葉を続けた。

「騙されるときはみんな騙されるんだ。だからこそ、俺みたいに女を食いモンにして生きている悪い男が世の中にいるってわけだ」

　それは私に話をしているというよりも、自じ嘲ちょうしているように聞こえた。

「女を食いモンって……？」

　ふと私の手元に目をやった男が、質問を遮さえぎる。

「そのハンカチ……」

「え？　これですか、これは……あっ。私この辺りで降ろしてください」

　男の話が気になったが、窓の外を見れば待ち合わせたカフェの近くだった。タクシーが速度を緩めて路肩に止まる。

　お財布からお金を取り出そうとすると、男がそれを止めた。

「無理矢理タクシーに乗ったのは俺だから、ここはいい」

「でも……」

「いいって言ってるんだ。運転手さん出してください」

　そう告げると、戸惑う私を残したままタクシーは走り去ってしまった。

　ちょっと強引だけど、私が思っているよりもまともな人なのかもしれない。そんなことを思いながら腕時計を確認すると、待ち合わせの時間を十分ほど過ぎていた。

「もうこんな時間！　急がなきゃ」

　私はヒールの音を響かせて、柚葉との待ち合わせ場所へと急いだのだった。




「もう、あれほど遅刻しないでって言ったのに」

「ごめん、ごめんって。今度ランチおごるから許して」

　顔の前で両手を合わせて、柚葉に許しを請う。

「絶対だよ。デザートも食べていい？」

「いいよ、いい。だからもうそろそろ機嫌直してよ、ねっ？」

　急いだものの、カフェに到着したときにはすでに、待ち合わせの時間を十五分ほど過ぎていた。そこから今日の本来の目的地であるこの場所に移動してくる間も、柚葉はずっと機嫌が悪いままだ。

「かっこいい人が他の女の子に取られてたら、どうするの!?」

「そんな……まだ始まったばかりだから大丈夫だって」

「つむぎはもっと危機感持たないと。せっかくこのプラチナチケットを手に入れたんだから有効活用しない手はないでしょ！」

　柚葉の言う〝プラチナチケット〟とは、とあるお見合いパーティのチケットだ。

　私が「たかがお見合いパーティー」と言うとすごい勢いでまくしたてられた。

「本当につむぎはなにもわかってないんだからっ！　この〝グレース〟のお見合いパーティーに参加するのは並大抵のことじゃないんだからね。私も伝つ手てをたどってやっとチケットを手に入れたのに。なんでそんなに気合が入ってないのよ」

　柚葉の言う〝グレース〟とは、この二、三年でいきなり業界トップに躍り出た結婚紹介所だ。その名の通り会員はエグゼクティブのみで、その入会基準たるやかなり厳しい。しかしそれは女性になると幾分ゆるくなるようで、こうやって時々チケットを手にした私たちのような庶民も紛れ込むことができる……らしい。

　すべて柚葉情報なので真偽のほどはわからない。

　けれど、その親会社であるサウザンドブライダル株式会社は、国内で最大手の結婚関連事業を手掛ける会社だ。

　式場やホテルをはじめ、レストランやカフェ。それに海外でもたくさんの事業を展開している。日本でも有数の優良上場企業だ。

　そこから考えても柚葉の与えてくれたグレースの情報が間違っているとは思えなかった。

「ほら、行こう。いい男ゲットー！」

　柚葉に引きずられるようにして、あとに続く。

　白亜の洋館を彷ほう彿ふつとさせる、緑に囲まれた建物は最近できたばかりの結婚式場だった。もちろんサウザンドブライダルが運営している。

　まだ一組も挙式していないその場所で、今回お見合いパーティーが開かれるのだ。受付を済ませ、準備してあったネームプレートを胸につけて会場へと一歩入る。真っ白い会場にはたくさんのオレンジ色の花が生けられていて、披露宴会場さながらだ。

「うわ～すごいね。普通のお見合いパーティーだったらこんなに会場を飾り立てたりしないよ！　さすがグレースのお見合いパーティーだわ」

「そういうものなの？」

「そういうものなのっ！　それに今日は式場のお披露目も兼ねてるから、マスコミまで来てるね。テレビに映ったらどうしよう。もっとおしゃれして来ればよかったかな？」

　前髪を直しながら興奮した様子で言う。

「大丈夫、柚葉は十分可愛いから」

「ありがとう。でもね、今日はつむぎのためにここに来たんだからね。そろそろ本気で彼氏見つけないと。あれからどれだけ経ったと思ってるの……」

「うん……そうだね」

　私は一言返すことしかできない。

「だから、今日はふたりでいい人見つけてお兄ちゃんに自慢しよう。ほら……あそこにいる人たちこっち見てる。行こう」

「えっ……ちょっと」

　柚葉は止めるのも聞かずに、さっさと歩き始めてしまう。そして男性ふたりの前に立つと得意のエンジェルスマイルをお見舞いした。

「こんにちは。今日はおふたりで参加されているんですか？」

「あ……はい。実はこういうところは不慣れで」

　男性の言葉に、柚葉は大おお袈げ裟さな態度で返事をする。

「そうなんですか。実は、私たちも初めてなんですぅ」

　柚葉は〝天然の〟ぶりっこだ。意識せずとも、こういう態度が出る。それは男の人の前だけでなく、女である私にも同じように甘えてくる。

　ミーハーで、でもちょっとしたことではへこたれない強さには、いつも助けてもらっている。

　どこか空気の読めないところもあるが、それがまた柚葉のいいところだ。

　――でもお見合いパーティー初めてじゃないよね？

　訂正しても柚葉のことだ。「そうだったっけ？」で終わるだろう。

　私は楽しそうに話をしている柚葉を、係りの人から受け取ったウーロン茶を口にしながら一歩引いた場所で見ていた。

　会場を見渡してみると、たくさんの男女が笑顔で話をしている。今日はどのくらいのカップルが誕生するのだろうか？　そしてそこから何組が夫婦として人生をともにすることになるのだろうか？

　司会者が今日のパーティーの進行について説明しているのを聞き流していると、私の目がある男を捉えた。

「あれ……あの人って」

　それまでぼんやりと時間をやり過ごそうとしていた私の脳内に、ひとりの男性が飛び込んでくる。

　やっぱりさっきの人だ。ついさっき出会ったばかりだから、見間違えるはずない。

　まさか、あの人もお見合いパーティーに来ているなんて思ってもみなかった。あんなモテそうな人でも出会いを求めてるんだ。

　遠目で見ても彼のかっこよさはわかる。しかもたくさんの人の中にいると、より際立って見える気がする。

　そしてそんな彼の周りには、綺麗な女性がたくさんいた。みんな真剣に彼に話しかけているのが見て取れる。彼も笑顔で彼女たちに答えていた。

　やっぱり、周りが放っておかないよね。

　タクシーの一件がなければ、きっと私も同じように、あの取って付けたような笑顔に騙されていたかもしれない。

　ん……騙される？

『俺みたいに女を食いモンにして生きている悪い男……』

　タクシーの中で、あの男が言っていた言葉がリフレインされる。

　早く降りなくてはと慌あわてていたので、その言葉の意味を聞かなかった。しかし今考えてみると、良からぬことしか思い浮かばない。

『女を食いモンにして生きる……』

　それと今しがた頭に浮かんだ『騙される』という言葉が強く結びつく。

　もしかして……結婚詐欺師!?

　以前テレビでやっていた、警察に密着する特番に出ていた詐欺師を思い出す。たしか結婚詐欺は〝赤詐欺〟って言うんだっけ……。いや、それは今どうでもいい。

　焦っているせいで、的外れなことが頭の中を巡る。

　最近の詐欺師はそれとはわからないような人が多いと言う。身なりもきちんとしていると聞くし、人のいいふりをしてターゲットに近づくと言っていた。

　それにあの男が最初に見せた紳士的な態度と、その後に見せたぞんざいな態度が、詐欺師の見せる表と裏のように思えてきた。

　ここに集まる女性たちは私のような庶民もいるけれど、そうでない人の方が圧倒的に多いはずだ。

　結婚詐欺師にとっては、こんなに便利な狩猟場はない。

　これって……大変なことなんじゃないの？

　純粋に相手を見つけようとしている人を陥おとしいれるなんて、絶対に許せない。

　それでもし相手の女性が結婚に夢を持てなくなってしまったら……そう思うと私の正義感がむくむくと大きくなる。

　細かいことを考える前に、体が動き出していた。

「あれ、つむぎ。どこ行くの？」

　柚葉の声が聞こえたが、私はそれに返事もせずに一目散にその男のもとへ向かっていった。




「ちょっと、いいですか？」

　相手の腕を軽く引いて、なるべく丁寧な言葉で話しかけたつもりだった。けれど思いのほか声が大きくなってしまい、男を囲んでいた女の子たちが私をジロジロと見ている。

「邪魔してごめんなさい。でもきっと私に感謝するときが来るから、今は許して」

　目の前にいる不満顔の女の子たちに、一言謝ってからもう一度男の方へ向き直る。

　軽く目を見開き、驚いた様子で私を見ていた男が口を開いた。

「あの……どうかされましたか？」

　声色も表情も優しい。でも私は彼の裏の顔をさっきのタクシー事件で知っている。

　そんな顔しても、騙されないんだから！

　それに笑顔に見えるけれど、目は全然笑っていない。私に舌打ちしたときの目と一緒だ。

「あなたこそ、どうしてこんなところにいるんですか？」

「どうしてって……」

「言えないですよね？　今ならまだ大丈夫ですから、帰った方がいいですよ」

　声を落として男を説得する。ここで諦あきらめて帰ってくれるなら私だって大ごとにするつもりはない。

「どうして、私が帰らないといけないんですか？」

　笑顔のままだったが、眉間に皺が入って、だんだんと本性が現れてきた。でもこの場を去るつもりはないようだ。

　他の人に聞こえないように、小さな声で話を続ける。

「『女を食いモンにする』なんて言ってたのは、あなたでしょ？　悪い人を見過ごすことなんてできません」

　小声で話を続ける私たちに、周りは訝いぶかしげな表情を浮かべている。

「ちょっと、あなたいきなりなんなの？　急に割って入って」

　最初は黙って聞いていた女性たちも、不満を口にし始めた。

　近くにいた取材の人たちも、私たちの様子を興味深そうに見ている。

　相手がこの場を離れない以上、みんなの前で真実を明らかにするしかない。マスコミだっているんだ、下手なことはできないだろうし、ここで公になればこの先この男は詐欺を働くことができないはずだ。

　私は意を決して、拳をぐっと握り締めた。

「だって、この人結婚詐欺……うぐっ……ふがっ！」

　私の必死の訴えが、男の大きな手のひらに飲み込まれていく。気がつけば私は後ろから口を覆おおわれていて、反対の手で腰をがっちりとホールドされていた。

「大変だ、どうやらこの方体調が悪いみたいですね。あ、熱もあるみたいだ！」

　熱は額ひたいで計るもので、口元を覆っただけではわからないはずだ。なのに周りの人はなぜか納得したような様子を見せている。

「そうなんですか、さすが千ち賀がさんだわっ！　そんな些さ細さいなことにも気がつくなんて」

　周りにいた女性のひとりが、目を輝かせながら熱い視線を注ぐ。

　騙されちゃダメだって！　そもそも私、熱なんて出てないし。

「うー!!　うぅうー!!」

　首を振って否定しようとするが、それも叶わない。

「ここで倒れたら大変ですから、どこかで休みましょう。さぁ！」

　も、もしかしてどこかに連れていかれるの!?　冗談じゃない！

　力一杯、相手の腕の中でもがいたが、より強く抱きしめられて逆効果だ。

「そんなに、遠慮しないでいいんですよ。ほら、あっちで介抱して差し上げますから。行きましょう」

　言葉は優しいが、私に「逆らうな」という視線を向けてきた。

　すると先ほど司会をしていた女性が、血相を変えて近づいてくる。

　助かった……！　これでこの人の素性を話せば一件落着だ。

　そう思った私の耳に衝撃の言葉が届く。

「私が代わりに参ります。千賀社長」

「ひゃ、ひゃひょう!?」

　しゃ、社長!?　間違いなくそう言った。自分とそう歳が変わらなそうなのに、社長だなんて!!

　それまで抵抗していたのに、驚きで力が抜ける。

「いや、君はこのパーティーの司会者だろう？　この場を離れるのはよくない。きちんと成功させて一組でも多くのカップルが幸せになれるように、頑張りなさい」

「はい」

　司会の女の人は社長と呼ばれた男からの言葉を聞き、頬が赤くなっているように見える。もしかして、この人の裏の顔知らないの？

「じゃあ、君。あっちで休もう」

　驚いてぼーっとしていた私の腕を持って、千賀と呼ばれた男が歩き始めた。

「ちょ、ちょっと待って」

　会場に留まろうとする私の耳元で男が早口でささやく。

「俺を詐欺師呼ばわりしたこと、謝らないつもりか。話はあっちでゆっくり聞く」

　その低い声に脅された私は、そのまま引きずられるようにして会場の外へと出た。

　扉が閉まる瞬間に、心配そうにこちらに駆けてくる柚葉の姿が目に入った。
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　先ほどの、人生でＴＯＰ３に入るくらいの過ちを思い出して、私は自分の浅はかさを呪った。

「じゃあ……私はこれで」

　連れてこられた先で、『俺と結婚しろ』なんて無理な提案をされ、私はそれを不本意ながらも受け入れることしかできなかった。

　いや、正確に言えば受け入れたわけではない。成り行き上、そうなってしまっているが、今ここでなにを言っても私に不利に物事が運ぶならば、黙っていた方が賢明だ。

　私は頭の中を整理したくてその場を離れようとした。しかしグイッと首根っこをつかまれてあえなく捕獲されてしまう。

「まさか逃げようとしてる？」

「そんなこと……ないです」

　ちょっとだけ思ったけど。

　でも逃げるというか現実逃避という言葉の方がしっくりくる。できれば今日一日の出来事をすべて忘れてしまいたい。

「まぁ、逃げても無駄だけどな。受付で連絡先や業種なんか色々書いたはずだ。お前みたいな真面目なタイプは、嘘の電話番号なんか書かないだろう」

　図星だ。ちゃんと本当の携帯番号を書いた。今日会ったばかりの人に、どうして行動パターンを読まれてしまったのだろう。

　じりじりと距離を詰められて壁際に追い込まれる。私の背中に壁が当たった瞬間、千賀さんが私を閉じ込めるようにして壁に手をついた。

「まだお互い自己紹介もしてないのに、逃げるのかよ。まぁこの俺が逃がすわけないけど」

　すごい至近距離で綺麗な顔が、シニカルな笑顔を浮かべている。

　ドラマや小説で出てくるこういうシーンは、甘くてキュンキュンするロマンチックな場面だ。なのに実際されてみると……悪寒しか感じない。

「お前、名前は？」

「つむぎ……浦沢つむぎです」

　こんな至近距離で自己紹介をする必要があるのだろうか。

「俺は千賀史ふみ晴はる。歳は三十二、今日からお前の偽フィアンセな」

「に、偽？」

「なに、お前マジで俺と結婚するつもりなわけ？」

　馬鹿にしたように鼻で笑われて、カッとなる。

「まさか、そんなこと思うわけないでしょ。それに最初に『結婚しろ』って言ったのはそっちじゃない」

「あぁ、期待させて悪かった」

　クスクスと笑うその顔が、憎い。

「べ、別に私は期待なんてしてませんからっ」

「だったら、よかった。期間は四ヶ月。その間だけ俺の婚約者のふりをしてくれればいい」

　四ヶ月も？　思いのほか長い期間にたじろいでしまう。

　理由を尋ねようと思ったのに、千賀さんが私のバッグからスマホを抜き取ったのが見えて聞けなかった。

「ちょっと、勝手に」

「俺と同じ機種だな。じゃあっと……」

　片手で操作して、私にその画面を見せた。

「これ、俺の連絡先な。売るなよ」

「売りません！　そんなことしたら、もっとひどい目に遭うでしょ？」

　これ以上ひどい状況がどんなものか、想像もできないけれど。

「案外利口だな。おい、これ落ちたぞ」

　ハンカチを私の前で拾う。さっきスマホを取るときに一緒に落ちてしまったんだ。

「ありがとうございます。失くしたら困る大事なものなので」

　受け取ってすぐにしまおうとする私に、彼が突っ込んで聞いてきた。

「なぁ、それ男物だろう？　どうしてそんなの持ってるんだ？」

「ある人からもらって、それ以来、私の宝物なんです」

　あの日、意地と気力だけで立っていた私に優しい言葉をかけてくれた人。そのときにもらって涙を拭ったハンカチは、私にとって大切な宝物だ。

「フィアンセの前で、男物のハンカチが大事とか言ってる時点で終わってるな。まあいい、今日はもう帰っていいぞ」

　やっと壁際から解放された私は、この空間から一秒でも早く出たいと思い足早に歩いた。

　扉に手をかけたところで、後ろから声をかけられる。

「また連絡する。つむぎ」

〝つむぎ〟と私を呼ぶその声が甘くて心臓がドキンと音を立てた。

　私を呼んだ彼の表情が見たくて思わず振り返ってしまう。

　ひらひらと手を振り私の方を見て、ニヤニヤと笑っていた。

　一瞬でも〝甘い声〟だなんて思ってしまった自分を激しく責める。

「気安く名前、呼ばないでください」

　それだけ言うと、私は扉を開けて今度こそ振り返ることなく部屋を出たのだった。
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「琉りゅう成せい、コスモポリタン！」

　カウンターに座ると、不機嫌な顔のまま私は目の前の男、森川琉成にいつものカクテルを注文した。

　琉成はこのバー『プラネット』のマスターだ。

　そしてなにを隠そう柚葉の双子の兄で、私の幼馴染みでもある。小さい頃近くに住んでいた私たちは自然と仲良くなり、そしてそれはお互いが大人になった今でもあの頃と同じ関係が続いている。

　柚葉も普段はこの店で働いていて、ここは私にとって気を許せる大切な場所になっている。

「りょーかい」

　おしぼりを差し出して、やれやれと言う顔をしている。私が愚ぐ痴ちりたくて仕方がないのがきっと態度に表れていたんだ。

　そこに息を切らした柚葉が入ってくる。

「もう、先に帰るなんてひどい！　聞きたいこと色々あったのに」

「ごめん柚葉。でも一杯飲まないと話せないくらい混乱してるから、とりあえず飲ませて」

　私の言葉を聞きながら、柚葉は隣に腰かけた。

「お兄ちゃん、私はスプモーニね」

「お前は、自分でやれよ」

　琉成はそう言いながらも、柚葉の分のコリンズグラスも準備している。

　いつだって、琉成は私や柚葉のおもりをしてくれる。そんな琉成に私たちは頼りっぱなしだ。

「やだー！　つむちゃん、なんだか大荒れじゃない？」

　カウンター席の奥の方から、甲高い声が聞こえてくる。

「あれ、正しょう二じ郎ろうさんいらしてたんですか？」

「アンタ、まだその呼び方してるっ！　何回〝ショー〟って呼びなさいって言った？絶対わざとだわ。感じ悪いったらないわ～この子」

　柚葉の言葉が気に入らなかったらしく、怖い顔で詰め寄っている。

　長身で長髪のこの男の人は常連客の〝ショー〟さんこと〝正二郎〟さんだ。

　琉成をおっかけてよくこの店に来ている、いわゆる……心は乙女の男の人だ。

「でも、ふたりで今日はイケメン漁あさりに行くって言ってたでしょ？」

「漁るって！」

　身も蓋もない言い方にちょっと笑ってしまう。

「だって、グレースのお見合いパーティでしょ？　私も行きたかったぁ～どうして誘ってくれなかったの？」

「だって、このパーティーの対象は〝独身の男女〟で〝独身のオカマ〟は対象外ですから！」

「なんですって！　柚、あんたは本当に口の利き方を知らない子ね。琉成の妹じゃなかったら許さないところよ」

「ごめんなさぁい。正二郎さんはオカマじゃなくてゲイですよね」

　また的外れな発言をした柚葉にショーさんがげんこつを作って、頭をぐりぐりしている。

「我慢の限界だわ！　お仕置きよ」

「いだだだー！　ちょっとつむぎ助けてよ」

「アタシはねオカマでもゲイでもなく〝乙女〟なのっ！　わかった!?」

　ぐりぐりから解放された柚葉は涙目だ。

「はいわかりました。以後、気をつけます」

　そんな私と柚葉の前に琉成がカクテルを差し出した。

「ほら、お待たせ。で、その男漁りはうまくいったのか？」

　クスクスと笑いながら、私が荒れている理由を聞いてくれようとする。琉成のこういうさりげないところが好きだ。

「そうよ、どんな感じだったのか教えてちょうだい。あのグレースのパーティでしょ？気になるわぁ」

　ショーさんも移動してきて、隣に座った。

　私はコスモポリタンをあおるように飲んで、すぐにおかわりを要求した。空いたグラスを差し出しただけで、すぐに新しいものを準備してくれた。

「それが、パーティーどころじゃなかったんだから。途中でつむぎったらイケメンに誘拐されて」

「ゆ、誘拐!?」

　いつもは冷静な琉成も、誘拐という単語に驚いたようだ。

「ちょっと、柚葉変な言い方……」

「誘拐って、こんなビンボーな子誘拐してもなんにもならないじゃない。あ、でもそのデカい胸が目的だとしたら、納得できるわね。じゃあ身代金の代わりにその乳でも差し出したの!?　キャー」

　ショーさんの妄想の暴走が止まらない。私の止める声なんて聞こえていないようだ。

「あの私、誘拐もされてないですし、乳も差し出してませんからっ！」

「あら、そうなの。なんだ全然面白くない」

　勝手に人のことを妄想して遊ばないでほしい。

　二杯目のコスモポリタンを、私の前に置きながらこの場所で唯一きちんと話を聞いてくれるであろう琉成が話の主導権を私に戻してくれる。

「それで、誰に誘拐されたんだ？」

「もう、琉成まで……」

　思わずため息をついてしまう。それくらいこれからの四ヶ月間を思うと憂ゆう鬱うつだ。

「ごめん。でもそれを話しにここに来たんだろ。ゆっくりでいいから話してみろ」

「うん」

　同じ歳なのに、琉成はどうしてこうも落ち着いているんだろう。いつも変わらない態度のおかげで、なにがあってもここに来れば、次の日仕事を頑張れるくらいには立ち直れる。

　今回も琉成に話をすれば、きっと明日からまたいつも通りの日常を送れるはずだ。

「あのね……」

　私は今日のタクシー乗り場からの一件をすべて三人に聞かせたのだった。




「け、結婚!?」

「え……」

　柚葉とショーさんは目を白黒させている。琉成にいたっては絶句だ。

　二、三秒その場が静まり返る。他にお客さんもいない店内には琉成お気に入りのジャズが流れているだけだ。

　沈黙をやぶったのはショーさんの金切り声だった。

「ヤダー!!　すっごーい！　それって超玉の輿じゃないの。アンタの今までの不幸を全部足してもおつりが来るわ。やっぱりその乳かしら。やっぱりそうよね！　乳のおかげだわっ！」

　それでは、私の良さが胸しかないみたいじゃない。

「もう連れていかれたときはどうしようかと思ったけど、そんなことになってるなら心配して損した。一番いい思いしてるじゃないの」

　ショーさんと柚葉がお互いのグラスを持ち上げて「カンパーイ」と大声で叫んでケラケラ笑っている。もういい感じにでき上がっているみたいだ。

「だから最後まで話を聞いてってば。〝偽フィアンセ〟になるだけだから」

「え？　違うの」

　さっきまであんなに盛り上がっていたふたりが、急に静かになる。

「私の話ちゃんと聞いてた？　あの話の流れで、どうやったら私と千賀さんが本当に結婚することになるの？」

　私のため息交じりの言葉に、柚葉が顔を覗き込んでくる。

「じゃあ、つむぎは結婚しないの？　独身のまま？　戸籍もそのまま？」

「そ・う・よ！　フィアンセのふりをするだけ」

　やっと最後まで話し終わる。

「なーんだ。ツマンナイわね」

　ツマンナイって、人の人生をなんだと思ってるの？

「でもつむぎ、いつも変なことに巻き込まれてない？」

　柚葉が思い出したように、私の過去の話を挙げていく。

「何年か前は、高校の同級生に高い壺を買わされそうになってたし。小学生の頃なんて捨て犬に家までついてこられて飼えないからって、泣きながら飼い主探してたよね？」

「人間だけじゃなくて、犬まで……呆あきれるくらいお人好しねぇ」

　ショーさんがケタケタと笑い、手に持っているグラスの中身が今にもこぼれそうだ。

「それに、今でも街頭の占い師にすぐ声かけられて話聞いちゃうし、いつかはＡＶにスカウトされてたよね？　あのとき私の登場がもう少し遅かったら、つむぎは今、立派にＡＶデビュー果たしてたんじゃない？」

「さすがに、それはないよっ！　それにそもそも柚葉が待ち合わせに遅れなければスカウトされることなんてなかったのに」

　唇を尖とがらせる私を見てショーさんは呆れた様子だ。

「ほんと、仕事以外はてんでダメね」

「だから私もお兄ちゃんもつむぎのこと放っておけないんだよね。この歳になっても」

　柚葉がまるで私の姉のような言い方をする。

「正直、琉成にはお世話になってるけど、柚葉にそんなこと言われるなんて心外だわ」

「まぁ、つむぎを放っておけないっていうのは確かだな」

　それまで笑って聞いていただけの琉成まで、柚葉の意見に同意して私の立場が危うくなった。

　すると、ショーさんが話題をもとへ戻した。

「でも、その偽フィアンセの話。どうせ、汚れかけた戸籍なんだから、一回ぐらい汚してもいいんじゃない？」

「まだまだ汚れてませんから、このまま当分は綺麗なままでいます」

　ショーさんがなんの話をしているかわかった。でももう昔の話だ。

「せっかく、つむぎの新しい恋が始まるかと思ったのになぁ……まだ引きずってるの？　あのときのこと」

「別にそういうわけじゃ」

　引きずっているわけじゃない……と思いたい。でも昔みたいに純粋に人を好きになることができなくなった気がする。それって引きずっているってことなのかな？

「あの最低男のことでしょ？　だいたい社内の女ふたりに手を出すこと自体マナー違反よ。二股にもルールがあるものよ」

　柚葉とショーさんの言葉で、あの辛い時期を思い出してしまった。
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「つむぎ……別れてほしい。彼女が妊娠した」

「え……」

　私、妊娠なんてしていないけど。と続けようとしたけれど彼――中なか田た弘ひろ樹きの表情を見てやめた。〝彼女〟が私を指していないことがわかったからだ。

　終業後、会社から離れた喫茶店で私は弘樹に別れを切り出された。

　そしてそのときまで私は、彼にとっての彼女が私だけだと思い込んでいたのだ。

　社内恋愛ということもあり、周りに気を遣わせないようにと付き合っていることは内緒にしていた。

　それは二股のうまい隠れ蓑みのになっていたみたいだ。

「悪い……」

　謝るくらいなら最初からそういうことをしないでほしい。心の中で思っても目の前の肩を落とし、思い悩んでいる相手には言えない自分の性格を恨めしく思う。

「相手は誰なの？　私にはそれくらい知る権利があるよね」

　目の前のさっきまで彼氏だった男は、目を泳がせながら言葉を選んでいる。その態度から相手は私も知っている可能性が高い。

「……常務の娘さんだ」

「常務の？　じゃあ法人事務の……」

　やっぱり知っている子……たしか今年短大を卒業したばかりの子だ。

「すまない。この結婚には俺の人生がかかってるんだ。つむぎ許してくれ」

「許すって……」

　常務の娘を妊娠させて、逃げられるわけがない。それは彼のキャリアをすべて棒に振るということだ。出世を望む男性なら彼と同じ道を選ぶだろう。

　そして許すもなにも、彼のこの先の人生から私という人間はすでにいなくなっているのだ。今さら彼の隣を笑って歩くことなど到底できない。

「……わかった」

　今はそう返事するだけで精一杯だった。目の前の男のホッとした顔を見て泣きたくなった。

　早くこの場からいなくなりたい。

　だが彼は、まだなにか言いたそうにしている。それに気がつけるくらいの期間は付き合っていた。

「あと……車の金なんだけど……」

　そうだ、それがあった。

　半年前どうしても欲しい車があると弘樹が言い出した。でもどう考えても分不相応な高級外車だ。私は国産車にするように勧めたけれど彼は頑かたくなに譲らなかった。

　そしてどうせ私も乗るんだからと、二百万ほど借してほしいと言われて貸していたのだ。

「まだ十万しか返してもらってない」

「すまん。実は急に結婚が決まって今は返せる余裕がないんだ」

「そんな。困るよ。だってあれは、おばあちゃんの家をリフォームするお金なんだから」

　別れるなら耳を揃えて返すのが筋というものだ。それに結婚してもし奥様がお金を管理するようになれば、貸しているお金が私のもとに戻ってくることはないだろう。

「あれだけは、どうしても返してほしいの！」

　それまで黙って彼の言うことを聞いていた私は、今日初めて声を荒らげた。店内の他のお客さんが私たちを見ているのに気がついていたけれど、そんなこと気にしていられない。

「ごめん。これから金がたくさんいるんだ」

「でもそれは私に関係ないでしょ？　私がどれだけおばあちゃんのこと……」

「悪い」

　さっきから悪い、すまないばかりだ。

「ひどい……」

　それまで耐えてきた色んな思いが、涙になって頬を伝った。泣き出した私を彼はバツが悪そうにして見ているだけだ。

「本当にすまないと思ってる。だけど結婚のことも金のことも、もう俺じゃどうしようもないんだ」

　そう言い残して伝票を持って立ち上がった。そして泣いている私をそのまま置いて店を出ていってしまった。

　いつかは弘樹と結婚するものだと思っていた。祖母にも紹介していたし、きっと祖母も私と彼の結婚を信じていたに違いない。

　それなのにこんなにあっけなく終わってしまうなんて。

　あの日、スカートに落ちた涙の跡が、私の心のシミになって今も残っている。




　＊　＊　＊




「おかわりは？」

「私、同じの！」

　柚葉が私の代わりに元気に答えた。

「お前には聞いてないって……」

「じゃあ、ジンバック……にしようかな」

「了解」

　柚葉とショーさんのせいで過去に意識を囚とらわれていた私を琉成が呼び戻してくれた。いつの間にかショーさんと柚葉の話題は最近できたケーキ屋さんへ変わっている。

　私はふたりの会話には加わらずに、琉成がカクテルを作るのを見ていた。

　丁寧に作られたジンバックが私のもとに差し出される。

「しかしそんな金持ちが、なんでつむぎなんか選んだんだろうな」

　琉成は腕を組んで不思議そうにつぶやいた。

「もう！　琉成までひどい」

「ごめん。でもなんか腑ふに落ちないんだよな。そんな大役、初めて会った赤の他人も同然の奴に頼むか？」

　言われてみればそれもそうだ。あのときは考える暇さえ与えてもらえなかったから深くは考えなかった。

「どうしてだろう。でもあんまり近い知り合いじゃない方がよかったんじゃないかな。それに裏の顔も知ってる私なら都合がよかったのかも」

「大丈夫なのか？　そんな変なことに巻き込まれて」

　いつにもまして、琉成は心配そうに私を見ていた。

「まぁ、相手の素性ははっきりしてるから、変なことにはならないと思う。とんだ災難だけど」

　ジンバックをあおって苦笑いを返す。

　私はふと気になってスマホを確認しようと、バッグに手を伸ばした。するとそこにすっかり忘れさられていたジャムの瓶を見つけた。

「あ、忘れてた。これおばあちゃんから琉成に。マーマレード」

　出かける前に手渡された瓶には、綺麗な黄色いマーマレードが詰まっている。琉成は昔から祖母の作るマーマレードが好きで時々こうやって私が届けているのだ。

「パーティーの間、持ち歩いてたのか」

「うん。だって今日持っていけってうるさいんだもん」

「そうか、悪かったな。ばあちゃん元気だったか？」

「うん。ますます元気になってる気がする」

　琉成がクラッカーにクリームチーズとマーマレードをのせて、出してくれた。

「ありがとう。おばあちゃんにはまだまだ元気でいてもらわないと。私のたったひとりの家族だから」

「あれからもう十四年か」

　琉成が言っているのは、私の母――浦沢裕ゆう子こが亡くなった日のことだ。あのときから私と祖母は母を亡くした悲しみをふたりで乗り越えてきた。




　そもそも私には父親がいない。戸籍にもその名前はない。

　妊娠した母は、祖母の助けを借りて私を産み育てた。古い人間の祖母としては自分の娘がシングルマザーになることに抵抗があっただろう。それでも娘の気持ちを尊重し理解しようと努力して、私を母とともに育ててくれた。

　女三人での暮らしは楽しかった。父親がいなくて心無い人の言葉で嫌な思いをしたこともあるが、もともといないものと思っていたのでそこまで思い悩むことはなかった。

　しっかり者の祖母と、その娘とは思えないほどのおっとりしている母。そのふたりに愛されて私は幸せに暮らしてきた。

　十四歳のとき、母が亡くなるその日までは。

　居眠り運転の車が、歩道を歩く帰宅途中の母に突っ込んできたのだ。

　連絡を受けて祖母と病院に駆けつけると、そこには冷たい母が横たわっていた。顔には傷のひとつもなくて、今にも「よく寝たわ」と言って目を覚ましそうだったのをよく覚えている。

「お母さん……ねぇ」

　必死で話かけるけれど、いくら待っても母が目覚めることはなかった。

　そして私は、そのとき初めて祖母の泣く姿を見たのだ。

「最後まで親不孝な子だ」

　遺体にすがりつきながら母を責め、その冷たい母の体に頬ずりする姿を。

　その時を境に強いと思っていた祖母の弱い部分を目にするようになった。そんな祖母を支えて生きることが私の日常となったのだ。泣き暮らしてなどいられなかった。

　私は祖母のためにそれまで以上に努力をして進学し、就職も収入の面を考えて仕事がキツイと言われている証券会社に営業職で入社した。

　すべては自分の大切なものを守るためだ。そしてそうすることで、私は母を亡くした痛みや寂しさを紛らわせていたのだ。

　祖母がいてくれたから、今の私がある。

　マーマレードを味わいながらぼんやりと、ひとり考えていた。

　今日は偽とは言え〝結婚〟なんて話が出たせいか色々と自分のことを振り返ってしまう。

　もう……全部千賀さんのせいだ。

　他人のせいにして私は大きなため息をひとつついた。

「今日はもうそのくらいにしておけよ」

　琉成のアルコールストップのコールはいつも的確だ。そして私はそれを守ることにしている。

「わかった」

　私はその日最後になるカクテルを、ゆっくりと味わいながら楽しんだ。







第二章　その男、俺様につき













　翌日、月曜恒例の全体朝礼に参加していた。

　現在私が在籍しているのは、ひなた証券コールセンターだ。ここはアルバイトや派遣社員を含めて約四十人程度が勤務している。

　私はそこで、正社員としてアルバイトや派遣社員の教育と管理を行っている。

　朝礼はここの部長自ら進行する。部下に朝礼を任せる人が多い中、うちのコールセンターの責任者である佐さ藤とう部長は、こういったことが好きらしい。

　割と部下と近い距離で仕事をしてくれる貴重な上司だ。

「え～と、なに話してたっけ？　歳とるとダメだね」

　朝礼の最中にこんな感じで話が終わることがよくある。派遣の女子社員はクスクスと笑っていた。

「……ではみなさん今週もミスなく頑張っていきましょう！」

「はい」

　朝礼が終わり席に戻るとき、ふと昨日のことを思い出し思わずため息をついてしまった。

「はぁ……」

「浦沢さんどうかしましたか？」

　佐藤部長が声をかけてきた。

「いえ、なんでもありません」

「そう。頑張ってね」

　私の肩をポンと叩いて、自席へと戻っていった。

　コールセンターに異動してきた初日、佐藤部長は私の事情を把握してくれていた。そして「ここ花形部署だから。決して左さ遷せんじゃないから」と私に力説したあと、缶コーヒーをおごってくれた。

　営業職からコールセンターに異動になったことに、それまでどこか不安を感じていたが、この人のおかげで今の仕事にやりがいも誇りも感じられるようになっていた。

　朝礼のあとは、各グループに分かれてミーティングが行われる。先週からの申し送りなどを終わらせると、各自席に着いてヘッドセットを装着し、オープンの時間を待つ。

　八時半になり電話が一いっ斉せいに鳴り始めると、私の一日が始まるのだった。

　午前の業務が終わりお昼の休憩時間になった。

　いつもならばすでに午後の仕事のためにデスクに戻っている時間だが、午前中の最後に受けた電話に手間取り、遅い休憩になってしまった。

「はぁ……なんとか午前中に片づいてよかった」

　ロッカーの奥でお弁当を取り出しながら、ベンチでひと休みする。

　まだ月曜日なのに、すでにこんなに疲れていて今週もつだろうか。

　立ち上がり、出口に向かおうとすると入口近くに誰かいるのが見えた。しかし向こうは私の存在には気がついていないようだ。

「浦沢さんってさ、なんか結婚を約束してたカップルに横やりを入れてここに左遷になったみたいだよ。結局捨てられちゃったんだって」

「え～なんかそんなことするような人に見えないけど……」

「同じ支店にいた私の従妹いとこから聞いたから間違いないよ」

　いいえ。間違ってますよ……。

　実際は、二年間誠実に付き合っていた相手が他の子を妊娠させて、借金も踏み倒されて、あげくここに飛ばされちゃったんだよ。

「だから今も彼氏いないのかなぁ」

「そうじゃない？　私だったら恥ずかしくて仕事辞めちゃうけどな。案外図太いよあの人」

　――図太い。そうかもしれない。でも多少の図太さがないとこの仕事はやっていけない。

　噂好きの女子社員たちがいなくなって「はぁ」と大きなため息をついてベンチに横になった。

　冷たくて気持ちいい。目をつむるとまた色々な光景が思い出された。

　たしかここに来る辞令もいきなりだったっけ。

　弘樹と付き合っていた影響が、まさか仕事でも出るとは思わなかった。彼は無事専務のお嬢さんと婚約して、私も同じ職場で彼らを見るのが辛いながらも、仕事は仕事と割り切ってやっていた。

　けれどどこからか私と弘樹についての噂が流れ始めた。人の口に戸は立てられないとはよく言ったもので、すぐに専務の耳に入ることとなったようだ。

　そこで娘可愛さからなのか不明だけれど、早々に営業職を解かれ、コールセンターへ異動となったのだ。

　正直なにか大きなミスをしたわけでもない私に、コールセンターへ異動の辞令が出たことが、みんなの好奇心を余計に煽あおったらしく、あることないこと散々噂された。

　でも私にとってはそんな噂より他に心配ごとがあった。

　営業職であればもらえていた営業手当や報奨金が、一切カットされてしまうのだ。

　給与面での待遇もさることながら、コールセンターへの異動で最も困ったことが、祖母と住んでいる家から通勤ができなくなるということだった。

　それまでふたつほど支店の異動をしたがどちらも通勤圏内だった。しかし今回のコールセンターの場所はどう考えても通勤するのが難しい距離だ。

　――辞めてしまおうか。今ならまだ他の会社への転職もできるかもしれない。

　しかし、貸した二百万円が戻る可能性が限りなくゼロに近い今、一か八かで転職するのは得策ではない。

　また転居を伴う異動であれば祖母も納得するだろうけど、転職となると会社でなにがあったのか祖母が知りたがるに違いない。

　色々と考えた結果、コールセンターへの異動を受け入れて、住み慣れた祖母と暮らした家を出ることにしたのだ。

　いけない……すっかり時間を忘れていた。時計を確認すると、もうすぐ昼休憩が終わる時間だった。

　結局、ご飯食べられなかったなぁ。

　昨日変なことに巻き込まれてから三年前のことをずっと考えてしまっていた。

　それもこれも全部千賀さんのせいだ。……ってこれも昨日から何回目だろう。

　私は沈んだ気持ちを奮い立たせるために、ベンチから立ち上がりその場で大きく伸びをした。

　午後からもきっと忙しい。考えても仕方のないことにいつまでも囚われていないで仕事に集中しよう。私は気合を入れると、自分のデスクへと戻った。




「あ、つむぎ！　お疲れ。平日に来るなんてめずらしいね」

「うん。疲れた」

　水曜の夜、仕事終わりにプラネットに寄った。

　柚葉の言う通り普段は金曜か土日に訪れることが多い。しかし今週はなんだか仕事に集中できず、ミスこそしないものの、うまく仕事が運ばずに気づけば時間だけが経っていることが多かった。

　そこで今日は、仕事を早く切り上げて、気分転換にここへ寄ったのだ。

「いつものでいいか？　飯は？」

「うん。ご飯は……食べてない」

　私の答えに琉成が顔をしかめた。

「じゃあ、まずは飯だな。言っとくけどうちバーだからな。飯食いに来るなよな」

「次からはちゃんと食べてくる」

　ここに来るときは仕事終わりに直行することが多い。だから今日も琉成はわざわざ食事をしたかどうか聞いてくれたのだ。そしていつも適当なものをお酒の前に提供してくれる。

「もう、お兄ちゃんってばつむぎには甘いんだから」

「お前にだって優しいだろ」

「だったらアタシにも優しくしてぇ～」

　入口から野太いネコナデ声が聞こえてきた。

「いらっしゃい。正二郎さん」

「アタシはショーよ！　何度言ったらわかるのおバカ！」

　柚葉とショーさんのお決まりのやり取りを後しり目めに、私はスマホの画面を眺めていた。

「なぁに？　もしかして例の男から連絡あったの？」

　ショーさんがスマホの画面を覗き込む。

「ち、違いますよ。ちょっと仕事がらみです」

「あっそ。ツマンナイわ～。早く話題の提供してちょうだいよ」

「頑張ります……」

　本当はショーさんの言う通り、千賀さんから夕方にメールが入っていた。内容は【今日会えるか？】それだけ。

　すぐに気がついたけど、どうやって返そうか悩んでいるうちにこの時間になってしまった。

　無視……してしまいたい。けれどそんなことすれば、約束を破ったとかなんとか言ってまた弁護士の影をチラつかせそうだ。

　私は【予定があるので無理です】と短く返した。そうだ今日はプラネットで、ストレスを発散させるという大事な予定があるのだ。

　余計なストレスを与えてくる相手と会うなんてもってのほか。

　返信を終えた私は、今日の仕事をやり切ったような感じがしてスマホを鞄の奥にしまったのだった。

「おまたせ。よく噛んで食えよ」

「もう子供じゃないんだから。いただきます」

　琉成が作ってくれたホットサンドをほおばる。

「でかい口だな」

　背後から声をかけられて、大きな口を開けたまま振り向く。

「へ？　なんでこんなところにいるんですか？」

　私はホットサンドをつかんだまま、間抜けな声を出した。

「なんでって……お前に会うためだろう？」

　甘い声が耳に届いた瞬間、私の顔が赤くなる。

　ニヤリと笑ったその人は、この場にいるはずのない人――千賀さんだった。




「いや～ん。本当にいい男ねぇ～。あ、ここに座ってください」

　ショーさんはカウンターの私と自分の間の席をトントンと叩いて座るように促した。

　なぜ店員でもなんでもない人がこの場を取り仕切るのか甚はなはだ疑問だが、この際そんな小さなことはどうでもよかった。

「いらっしゃいませ。ご注文は」

　それまでこちらを見ていただけの琉成が、千賀さんに声をかけた。

「ではギムレットを」

「かしこまりました」

　私はまだホットサンドを手に持ったまま、ポカンと彼の顔を見ていた。

「それ、食わないのか？　美味そうだな」

　彼の手が伸びてきて私の手をつかむと、そのまま私の手の中にあるホットサンドを一口かじった。

「な……なにやってっ」

「美味いな」

　彼は自分の唇についたトマトソースを親指で拭った。なんだかその唇をじっと見つめてしまって、私は焦って視線を外した。

　手を握られただけで私がかじられたわけでもないのに、ドキドキしてしまう。

　どうしたんだろう私……。

　きっと最近男の人と接近することがなかったから、このくらいのことでドギマギしちゃったんだ。

　でも相手は千賀さんだ。きっと私のこの態度に気がついたら、からかってくるに違いない。

　私は必死で平静を装った。

「ギムレットです」

　琉成は私たちの会話に割って入るように、カクテルを差し出した。

「ありがとうございます」

　誰もが騙されそうな笑顔でカクテルを受け取ると、私へと視線を戻す。

「つむぎ、飲まないのか？」

「の、飲むけど。……琉成いつものお願い」

　ここで名前呼ぶのとか反則。柚葉とショーさんの好奇心が全力で私に向かっているのがわかる。

「じゃあ、それまでにそれちゃんと食えよ。なにも食わずに酒は飲むな」

「そんなこと……わかってる」

　琉成も千賀さんも私を子供扱いしすぎだ。

　もそもそとホットサンドを口にする。

　いつもは美味しい琉成のご飯が今日はなんの味もしない。一緒にもらったミネラルウォーターで一気に胃に流し込んだ。

　ちょうどそれと同時に、目の前にコスモポリタンが差し出された。私がグラスを持つと、千賀さんもグラスを持ち寄せてきた。

「俺たちの再会に乾杯」

　カチンとグラスが音を立てた。

「ヒュー」というショーさんの口笛に煽られて余計に恥ずかしくなった。私は手にしたグラスを一気に半分ほど飲む。

「そんな飲み方するなよ。心配だろ。つむぎ」

「ぐっ……ごほっ」

　アルコールが気管に入ってしまい、私は激しくむせた。千賀さんは、ニヤニヤと笑いながら私の背中をさすった。

　絶対わざとだ。私をからかって楽しんでる。

　これ以上おもちゃにされ続けると、柚葉やショーさんにもからかわれることになる。早く話題を変えないと。

「ごほん……そういえば千賀さん。どうして私がここにいるってわかったんですか？」

「婚約者の居場所ぐらいすぐにわかるよ」

　カウンターに肘をついて、私に甘い視線を投げかけた。

　また私がたじろぐ姿を見て遊ぶつもりだろうけど、そうはいかない。

「そんなはずないじゃないですか!!　本当はどうやって知ったんですか？」

「ＧＰＳ」

「えっ！　も、もしかして、あの日スマホいじったときに？」

　いくらなんでもやりすぎじゃないの？　だったらあの日から今日までずっと居場所を知られてたってこと？　それって一歩間違えばストーカーじゃないの？

「あれ、自分の婚約者のこと、詐欺師の次はストーカー扱いするつもり？」

　ど、どうして考えてることがばれちゃうの？

「だって、勝手にＧＰＳで追跡するなんて」

「冗談だろ。そんなに驚くなよ、信用ないな」

　ハハハッと笑っているが、私にしてみれば全然面白くない。どうやって私の居場所を突き止めたんだろう？

「これ、この間落としていっただろう」

　丸いコースターを差し出す。それはこの店のもので店のアドレスも記載されていた。

「あ。これ」

　確か以前ここに来たときに、仕事関係の連絡があって急いでコースターの裏にメモをとったことを思い出した。

「これを渡そうと思ってたのに、つれなくされてさ。困ってるといけないからここに届けにきたわけ。常連だったら連絡もつくかと思って」

「すみません」

　まさかそんなこととは知らずに、勝手に警戒してそっけなくしてしまった。もしかしたら私が思うよりも悪い人じゃないのかもしれない。

「そういうときは、〝ありがとう〟でいい」

「はい。ありがとうごさいます」

　私が素直にそう言うと、彼が笑顔になる。それはいつもの作り笑顔ではなくどこか無防備な笑顔だった。

　この顔どこかで見た？　でも千賀さん、この間会ったときはずっとしかめっ面だったはずだし。

「そうだ、今度の土曜、仕事休みだよな？」

「まぁ、そうですけど」

　コールセンター勤務になって、ローテーションで土日の出勤もある。けれど今週末の土曜は休みの予定だった。

「じゃあデートな。行き先はお前に任せるし」

「で、デートって……そんなの必要ですか？」

　婚約者のふりをするとは言ったけれど、デートに付き合う義務なんてないはずだ。

「婚約してるふたりがデートを一度もしてない方が問題だろ？」

「でもそれは普通のカップルの場合で……」

　反論しようとする私の唇に人差し指をあてて、それ以上なにも言えなくする。

　そして周りに聞こえないように私に近づいて脅してきた。

「こういうこときちんとしておかないと、お前はきっとボロを出す。そのとき困るのはこの俺だ。これも契約のうちだと思って諦めろ」

「でも……」

「それ以上ごねるなら、マジでＧＰＳ使ってお前のこと、追跡するぞ。それでお前の行動パターンを分析して俺たちふたりの馴れ初めをでっち上げる。それか慰謝料払ってチャラにするか？」

「そんなっ……」

　残りのギムレットを飲み干した彼が、立ち上がる。

「ごちそうさまでした。じゃあ土曜に会えるの楽しみにしてる。つむぎ」

　お得意の甘い声を出して私の頭を撫でると、カウンターにお金を置いて出ていこうとする。

「ちょっと待ってください。これ多過ぎます」

　カウンターの一万円札を持って琉成が声をかけた。

「彼女の分もそれで支払ってください。では失礼します」

　優雅な仕草で出口へと向かう。カウンターにいた四人全員、千賀さんがドアの向こうに消えるまで見守っていた。

「ちょっとー！　なにをどうしたらいきなりあんなに甘い雰囲気になるわけー？」

　カウンターから出てきた柚葉が興奮した様子で私の肩をバンバンと叩く。

「い、痛いし。甘くないし……」

　彼の登場でどっと疲れた私は、ここに来た本来の目的であるリフレッシュとは程遠い表情をしていた。

「聞いた～？　『俺たちの再会に乾杯』ですって～。隣で聞いてて胸がキュンキュンしちゃったわ～。それにね。ふふふ」

「なに、笑ってるんですかぁ。教えてくださいよ」

「彼ものすんごくいい匂いがしたわ。いい男の匂いよ」

　そんな匂い世の中にあるの？　初めて知った。

「やだー！　私も次、会ったらクンクンしちゃおうかなぁ」

　柚葉までショーさんにつられて変態発言して。

「いいこと思いついた。いい男の匂いのアロマオイルとか売り出したらどうかしら？絶対売れるわよ。私、琉成の香りならいくら出してもいいわ」

「マジでやめてください」

　本当に嫌みたいで、真顔で返していた。

「あぁ、でも琉成の香りだと興奮して眠れなくなっちゃう。どうしよ～」

「あはは！　アロマの意味ないですねぇ」

　相変わらずのふたりを見ても、今日はとても笑えそうになかった。

　そんな私におかわりのグラスを差し出しながら、琉成が心配そうに顔を覗き込んできた。

「なんかすごそうな人だけど、大丈夫なのか？」

　振り回されている私を見たのだ。そう聞かれても無理はない。

「うん。たぶん」

　一生懸命笑顔を作ったけれど、苦笑いになってしまう。

「でもお前……」

「前にも言ったけど大丈夫だから。そもそも最初に迷惑をかけたの私だし」

　マスコミもいる大勢の前で、結婚相談所も経営する社長を結婚詐欺師呼ばわりしそうになったのだ。もしあのときあのまま突っ走っていたら会社のイメージダウンとなり多額の損害を与えていたかもしれない。

　そう思えばこれくらいのこと、我慢しなくては。

　四ヶ月間の辛抱だ。それまで我慢すれば済むこと。

「本当に無理になったら、俺に言えよ。どうにかしてやるから」

「どうにかって……でもありがとう。心強いよ」

　琉成にどうにかできる話ではない。けれどそう言ってもらえることが嬉しかった。

「千賀さん少し強引だけど、悪い人ではないと思うんだよね。なにか理由があるみたいだし、頑張れるところまで、頑張ってみる」

　私の言葉に琉成は「そうか」と短く答えるだけだった。

　とにかく四ヶ月だ。迷惑かけた分はきちんと彼の役に立とう。

　自分の生真面目な性格を恨んだけれど、これまでこうしてやってきた。今さらこの性格は変えられない。

　私は目の前のコスモポリタンを飲みながら、さっき千賀さんが触れた手首にそっと触れた。

　あのときの感覚がよみがえってきて、ドキンと胸が小さく音を立てる。

　なんだろうこの感覚。自分でも説明がつかない。

　ここ最近プライベートでかかわった男の人は琉成と（中身は乙女の）ショーさんくらいだ。もしかして男の人への免疫がなくなっちゃったのかもしれない。

　私はそんなことを考えながら残りのカクテルを一気に飲み干したのだった。




　――その週の土曜日。前日にメールで一方的に告げられた待ち合わせ時間の五分前にきっちりと準備をして待っていた。

　一方的に言われたのに、準備している私も私だ。

　外に出ると、アパートの前に高級車が止まっている。それにもたれるようにして千賀さんが腕時計を確認していた。

「遅刻は……しなかったみたいだな。車に乗って」

　私を見つけると笑みを浮かべた。

　彼は助手席のドアを開けると、座るように促した。有無を言わせぬ態度だ。

　結局なにもかも彼の言いなりになっている。自分が文句を言える立場ではないとわかってはいるものの、なんとなく面白くない。

「で、行き先は？」

　そういえば、水曜に行き先は私に任せると言っていた。そこでちょっとした悪戯心が顔を出す。

「お天気もいいし、動物園に行きましょう」

　にっこりと笑顔で提案して、千賀さんの顔色を窺うかがう。

　どうせ文句を言って嫌がるはずだ。これまでの小さな仕返しのつもりだった……のだけれど。

「わかった、どこの動物園へ行くんだ？　たしかホワイトタイガーの赤ちゃんが生まれたところがあったよな？」

「へ？」

　思わぬ反応に間抜けな声が出てしまう。

「なんだそれ、お前が行きたいって言ったんだろーが」

「た、たしかにそうですけど。……その恰かっ好こうで行くんですか？」

　運転席に座っている彼は、今日もびしっとスリーピースのスーツを着こなしている。ピンストライプの細身で上品なスーツは彼にフィットしていて、おそらくオーダーメイドだろう。足元はピカピカの焦げ茶色の革靴だ。とても動物園に行く服装ではない。

「なにか問題でも？」

「いいえ……」

　本人がいいと言っているのだから、これ以上私が言うことはない。

「じゃあ、車出すぞ」

「お願いします」

　ゆっくりと車が走り出す。私たちの初めてのデート（？）がスタートした。

「運転ご自分でされるんですね」

　高級車だからということもあるだろうけど彼の運転はとてもスマートで、ブレーキの踏み方も優しく乗り心地は抜群だった。

「仕事のときは基本運転手か秘書が運転する。でも監視されてるみたいであんまり好きじゃない」

　たしか、初めて出会ったときもタクシーに乗ろうとしているところだった。

「社長なのに監視されるんですか？」

　おかしくて思わず笑ってしまう。

「あぁ、隙すきあらばサボろうとするから、秘書っていうよりはお目付け役だ。口うるさくて仕方ない」

　眉間に皺をよせて本当に嫌そうな顔をしている。私の前では不ふ遜そんな態度の彼が見せる表情がおかしくて私はクスクスと笑った。

「千賀さんにそんな顔をさせるなんて、その秘書さんすごいんですね」

　完璧に見える彼でも苦手なものがあると知って、なんだかそれまで遠かった距離が少し近づいた気がした。

　そこで私は、今日まで温めていた疑問をぶつけてみる。

「色々聞きたいことがあるんですけど、いいですか？」

　運転中の千賀さんは、チラッと私の方を見ると「どうぞ」と答えた。

「どうして、こんなこと……私を偽フィアンセに仕立てるんですか？」

「あぁ、そのことか……」

　赤信号で止まると、ため息をひとつついて私の方を見た。

「お前もうちのお見合いパーティーに参加したならわかってると思うが、グレースは俺が代表を務めている会社のひとつだ。その母体がサウザンドブライダルだってことも、職業柄わかってるよな？」

「はい。御社が上場企業ですので、一いっ介かいの証券会社社員でもそれくらいは知っています」

「うちの事業が〝結婚〟に関することだってこともわかるよな？」

「はい、でもそれとは関係が……」

「あるんだよ」

　信号が青に変わりアクセルがゆっくりと踏まれた。前を向いたままの千賀さんが話を続ける。

「ブライダル業界を牛耳るサウザンドブライダルの跡継ぎが結婚はおろか、その予定もない……自分の結婚さえもまともにできない奴の会社は信用できない……なんて言われてみろ。そんなくだらないことで、両親や俺が築き上げてきたものや従業員が一生懸命働いた功績に傷がつくなんてこと、あってはならないんだ」

　ちょっと意外だった。自分の都合だけでこんな馬鹿げたことをしているわけじゃなかったんだ。会社や従業員のことも考えてのことだったとは、予想外だった。

　でもなんだか腑に落ちない。

「あの、そもそもの疑問なんですけど。結婚しちゃえば済む話なんじゃないですか？」

　疑問をストレートにぶつけた私を、千賀さんがチラッと睨む。

「それができれば苦労しない。正直俺と結婚したい女は山ほどいるがな」

　相変わらずの俺様っぷりに一瞬口がポカンとなる。

「じゃあ、その中から選べばいいじゃないですか」

「だからそれができれば苦労しないんだ！　俺の話を聞いていたのか？」

　馬鹿にしたように言われてカチンときたけれど、ひとつの可能性が思い浮かび、聞いてみたくなる。

　この理由だと、私に話をするのにも勇気がいるんじゃ……。でも偽フィアンセになるんだから、ちゃんと事情くらいは把握しておきたい。

「……あの言いにくいことかもしれないですけど、私はその、身近にそういう人がいるので正直に言ってもらってもいいですよ」

「なにをだ？」

　やっぱり言いにくいのだろうか。私ははっきりと彼に聞くことにした。

「千賀さん……ゲイ……ですよね？」

「アホか……真剣に聞いて損した。しかもなんで決めつけてるんだよ」

　ため息とともに、呆れた声が返ってきた。

「私、ショーさんで免疫があるから大丈夫です。自由恋愛ですから」

「だーかーら、決めつけるなって！」

「ま、前見て運転してくださいっ！」

　私の方を見て声を荒らげるのを、慌てて注意する。

「ったく、どうしたらそんな話になるんだ。パーティーのときも思ったけど思い込みが激しすぎだろ」

「すみません……」

　確かにそうだ。それは森川兄妹にも散々言われ続けてきたことで否定はできない。

　少し渋滞しているのか、車が停車した。

　すると千賀さんの綺麗で長い指が伸びてきて私の顎を捉え、上を向かせた。

「俺がゲイじゃないって、今ここで証明してやろうか？」

　どんどん近づいてくる唇から私は首を振って逃げた。

　免疫不足の私に、これは刺激が強い！

「け、結構です。証明はいりませんから！」

　千賀さんは私の慌てた様子を見て、満足したのかニヤリと口角を上げた。

　そして前の動き出した車に続いてアクセルを緩やかに踏んだ。

　ドキドキしている心臓の音を落ち着けてから、もう一度聞いてみる。

「……じゃあ、どうして結婚しないんですか」

　私の問いかけにすぐに千賀さんは答えなかった。まっすぐに前を見つめたまま運転する彼をじっと見つめて、彼の言葉を待つ。

「仕事柄、結婚に夢が持てないって言うのが理由だ。結婚紹介所なんてやってると条件がいい人からどんどん成約していく。別に悪いことじゃないが、数年後同じ人がまた登録することも多いんだ」

　それはもう一度結婚を望む立場になるということ……離婚だ。

「何度もそういうのを目の当たりにしてると、自分の仕事が本当にその人たちにとって最善のものだったのか悩むようになってきた。そもそも結婚の意義さえも誰かに問いたいぐらいだ」

　サウザンドブライダルの従業員は確か一万人。その頂点に立つ人がこんなことを考えているとは思ってもみなかった。

　外から見ているだけなら、カリスマ性もあって常に自信に満ち溢れているように見える。そんな彼からこんな言葉が出るとは。

　私がなにか言ったところで、鼻で笑われるかもしれないけれど、私は彼に今自分の思ったことを伝えたかった。

「でも、グレースで出会い幸せになって、一生ともに添い遂げる人だっていますよね。その人たちはグレースがなければ出会わなかったわけで、そっちにもっと目を向けるべきです」

　思わず声が大きくなってしまう。力説するあまり拳をギュッと握っていた。

　千賀さんは一瞬私の方を見て、ポカンとした間抜けな顔をした。

　こんな顔もするんだ……。

「……ははは、あははは！」

　するといきなり千賀さんが大きな声で笑い出した。

「お前どんだけ、前向きなんだよ。変わらねーな」

「笑うことないのに。私は思ったことを言っただけで……」

　彼の指が伸びてきて、私の前髪をクシャっと撫でた。

「ありがとう」

　柔らかい笑顔がまぶしい。いつもとは違うこの笑顔が彼の本当の笑顔のような気がする。

　――でも『変わらねーな』ってどういうことだろう。

「あの……」

「着いたぞ」

　そう言われて前を見ると、目的地である動物園に到着していた。




「アレ、見てください。ちょうど餌食べてますよ」

　目の前には大きなアフリカゾウがいた。飼育員の人が餌を与えたところで、器用に鼻を使って餌を食べている。

「ゾウもかわいそうだな。食事中にあんなに見られて」

　はしゃぐ私とは反対に千賀さんは腕組みをしながら、ゾウに対して同情の表情を浮かべている。

「そんな、元も子もないようなこと言わないでください。可愛いじゃないですか、ゾウ」

「そうか？　ゾウだぞ。俺たちの何倍もあるアレのどこが可愛いんだ。ポケットサイズならまだしも」

「ポケットサイズ!?　ゾウの？　……ぷっ、あははっは」

　千賀さんが小さなゾウを手に乗せて撫でているのを想像してしまう。完璧な男の突飛な想像が私のツボに入った。

「なにがそんなに面白いんだ」

　不満をあらわにして私の顔を睨みつけるけれど、私の笑いは止まることはなかった。

「ははは……すみません。ツボに入っちゃって、手乗りゾウ……あはは」

　笑いの止まらない私を睨んでいた千賀さんだったが、あまりに私が笑うので「ぷっ」と吹き出して、一緒に笑い始めた。

「お前、笑いすぎだろ。ほら次に行くぞ」

　笑いの止まらない私の背中をそっと押して、順路通りの道を千賀さんが歩き始めた。

　お決まりのカバやキリン、ホワイトタイガーの赤ちゃんを見ながらゆっくりと歩いた。

　その間も他愛のない会話が続く。

　お互いのことをよく知らないはずなのに、会話は途切れることがなかった。

　そして私はそこに気まずさなんてまったく感じることもなく、逆に心地よさを感じていた。

　こんなに話しやすいって不思議。お互いの会話のテンポが合うからかな？

「サル団子、見たかったなぁ……」

　サル山で足を止めた私の第一声がこれだった。サルたちが体を寄せ合って暖を取る姿は可愛らしいが、すでに五月も半ばを過ぎている。そんな光景は見られなかった。

「また冬に連れてきてやる。ほら、あそこで蚤のみ取りしてる奴らがいるぞ」

『連れてきてやる』なんてあたりまえに言ってるけど、そもそも四ヶ月だけ一緒にいる約束なんだから、その頃にはそんな義務もなくなってるのに……。

　少し寂しい気持ちがしたのはきっと気のせいだ。柚葉でも誘ってサル団子を見に来ればいい。

　そんなことを考えながらサルを眺める私の後ろから、子供の声が聞こえた。

「見えないよぉ。ママぁ」

「ケンちゃん、今日は我慢して。今度パパと来たときに見よう！」

「嫌だ！　おサルさん見るの！　どうして今日はパパいないの？」

　振り返ると三歳ぐらいの男の子が、赤ちゃんを抱えたお母さんと一緒にいた。

　私が邪魔になっているのかと思い場所を譲る。しかしサルの飼育されているところは、ずいぶん下の方なので彼の身長ではなかなか見づらいようだ。

「おサルさーん……見たい！」

　とうとう男の子が泣き出してしまう。お母さんも困った様子で「あっちにゾウさんがいるよ」などと促してみても彼は頑なにサルを見たいと言って譲らなかった。

　すると千賀さんが子供の前で屈んでから、母親に聞いた。

「お母さん、ちょっとお子さんお借りしてもいいですか？」

「あ……はい」

　営業スマイルの千賀さんにお母さんはあっけにとられて、深く考える間もなく返事をしたように見えた。さすがイケメンの笑顔は人妻にも有効だ。

「ほら、しっかりつかまってろよ」

「えっ！　わぁすごい!!」

　一瞬、男の子の驚いた声が聞こえたあと、すぐにそれは感激の声に変わった。

　そこには千賀さんが男の子を肩車している姿があった。彼のその姿があまりにも意外で、私は驚いてじっと見つめてしまう。

「よく見えるか？　ほらあそこにいるのはきっと家族だろうな。お母さんと妹とお前だ」

「パパは？」

「仕事だろう。お前んちと一緒で一生懸命働くパパの帰りを待ってるんだ」

「そっか、僕もパパの帰りをいい子で待つよ」

「偉いな。ほら向こうにも連れていってやる」

　千賀さんは子供を肩車したまま、別の場所でサルを見せていた。

「あの……本当にありがとうございます」

　母親が私にお礼を言ってきた。

「あの……私は」

「主人が仕事の都合で急に来られなくなってしまって。下の子が生まれて色々我慢させているので連れて来てみたんです。でも結局、今日も我慢ばかりさせていたので助かりました。素敵な彼氏さんですね」

　一応デートはしてるけど、彼氏じゃない。

「あの、彼ではないんですけど……」

「あ、失礼しました。旦那様でしたか？　さっき少しおふたりを見ていたら、主人と付き合っていたときのことを思い出しまして」

「あの……そうですか」

　ここで頑なに旦那でもないデス！と突っ込んでも仕方ない。私はそのまま流すことに決めた。

「ママー！　次あっちでキリンさん見たい」

「はいはい。あの、本当にありがとうございました。デート楽しんでください」

　千賀さんと私にそう声をかけると親子は「ばいばーい」と大きく手を振って去っていった。

「ったく、髪の毛ぐちゃぐちゃにしやがって」

　肩車をしたときに、子供に髪をいじられたのだろう。手で髪をかき上げながら、ぶつぶつと言っているけれど本気で怒っているわけではなかった。

　子供にあんなに優しいなんて意外だな。

「俺たちも次に行くぞ」

「はい」

　私は元気に返事をして彼のあとに続いた。その足取りは軽い。

　しばらくして、オレンジ、ピンク、白色のフラミンゴの群れの前で千賀さんが足を止めた。

「わぁ……こんなにたくさんいると、圧巻ですね」

「あぁ、すごい数だな」

　ポケットに手を入れたままの彼の横に立つ。

「フラミンゴってたしか、ダンスしてプロポーズするんですよね」

　首を交差させて、ハート形を作っているフラミンゴを写真でもよく見る。

「知ってるか？　フラミンゴは夫婦の仲がとてもいいんだ。一度結ばれると生涯を通して寄り添う」

　目の前には二匹のフラミンゴが連れだって歩いている。ツガイなのかもしれない。

「理想の形ですね」

　私が一言漏らすと「そうだな」とだけ短い返事が聞こえてきた。

　ふたりで、言葉も交わさずにただフラミンゴの群れを眺めていた。彼がなにを思い考えているのか、私にはわからない。

　けれど今日彼と過ごした短い時間で私の彼に対する気持ちが変わったのは事実だ。

　思っていたよりも悪い人じゃない。

　急に千賀さんが隣から、私を見下ろしてきた。百八十センチを超える身長の彼からだと、どうしても百五十三センチの私は見下ろされることになる。

「そろそろ出るぞ」

「え？　でもまだあっち見てないですよね？」

「それは次だ。さぁ、お前のお望み通り動物園なんぞに付き合ったんだ。次は俺の行きたいとこへついてこい」

「はぁ？」

　行き先を決めろと言われたから決めただけなのに、どうして千賀さんに付き合わないといけないの？　もしかして……。

「もともと、最初からそのつもりだったんですか？　だからはじめに私の行きたいところって……」

「なんだ、お前自分の行きたいところに連れ回しておいて、俺には付き合えないって言うのか？」

　全身から不機嫌オーラが醸し出され、鋭く私を睨んでいる。

　さっきちょっと見直したのに、なんなのこの態度？

「そ、そういうわけじゃないんですけど……」

「じゃあ、ついてこい」

　さっさと歩き始めた千賀さんが「早くこい」と振り向く。私は急いで彼を追いかけた。

　そして彼の策略にまんまとはまった私は、そのまま行き先も教えてもらえずに車に乗せられた。




　着いた先は私もよく知っている高級ブランドの店だ。冷やかしで入ったことはあるけれど、いつも目の保養だけで、購入にいたったことはない。庶民の私にはなかなか手の届かないブランドだ。

　店内に入ると、すぐに従業員が駆け寄ってきた。

「千賀様、いらっしゃいませ。こちらへどうぞ」

「あぁ。ほら、早くこい」

　ポケットに手を入れたまま、私を肩越しに見る。

「あ、はい」

　自分と店の雰囲気があまりにもミスマッチで挙動不審になる。千賀さんに促されてついていくけれど、従業員や店内のお客さんに見られているような気がしていたたまれない。

　そして彼と一緒に店内の奥にあるエレベーターに乗せられ、到着したのは四階だった。先ほどのフロアも十分豪華だったがここはその比にならないくらいの豪華さだ。

　天井からは大きなシャンデリアがつるされており、足元にはフワフワの絨じゅう毯たんが敷かれていて、歩くたびに足が沈む。私の安いパンプスが沈む様はなんだか少しみじめだった。

　ますます場違いだ。一体なにをするつもりなんだろ。

「あの千賀さん、服買われるんなら邪魔しても悪いので、私、外で待っていますね」

　この場の雰囲気で気苦労するよりは外の空気を吸っている方が何倍も精神衛生上いい。私は今降りたばかりのエレベーターに乗り込もうと踵を返した。

「ぎゃっ……！　な、なにするんですか!!」

　歩き出した私の首根っこを、千賀さんがつかんでいる。

「誰が、外で待てと言ったんだ」

「だって、邪魔になるから……」

「誰が邪魔になると言った？」

　誰も言ってませんけど……。

「はぁ……お前の服を買うのに、お前が外に出てどうするんだ……」

　ため息交じりの千賀さんと、意味がよくわかっていない私はお店の人にどう映っているのだろうか。

「あの、差し出がましいようですがお時間があまり御座いません。ですので、早速こちらへどうぞ。なにかご要望はございますでしょうか？」

　フロアの責任者だろうか、私をスタッフの方にやんわりと促しながら千賀さんの注文を聞く。

「白は避けてくれ、そうだな彼女の肌の白さを生かせるものを……あとはこういう感じの色がいい」

「かしこまりました。何点かご準備させていただきます」

　私の服を決めるのに、私の意見は無視なんだ。

　お店の人が手早く服の上からサイズを計っている。私は諦めて、されるがままになっていた。

　フィッティングルームで、ドレスを着せられる。「ひとりで大丈夫です」と言う私に、店員さんは「お手伝いするのが私共の仕事ですから」と言い半ば強引に私の服を脱がせて、ドレスを着るためのコルセットを身に着けさせ、それを締め上げた。

「あの、苦しいんでもう少し……」

「ドレスを美しく着ていただくためには必要なことですから」

「いだだだー！」

　思い切り締め上げられて、悲鳴があがる。

　外からは「なんだあの声」という千賀さんの声が聞こえた。

　誰のせいでこんなことになってると思ってるのー！

　部屋の外にいるだろう千賀さんを恨みながら、私は用意されたドレスに袖を通した。締めつけられたおかげですんなりとファスナーが引き上げられた。「できました」と言われた私はここにきてようやく鏡を見る。

「……綺麗」

　ベアトップのドレスは下手するといやらしく見えそうだが、計算された形なのだろう、シンプルだけど上品に見える。そしてウエストラインにあるリボンがベルトのようになっていて、私の残念な体系をカバーしてくれていた。そこから広がるオーガンジーを重ねたデザインは女心をくすぐった。

　そして私がなによりも気に入ったのが、その色だった。それは先ほど見たフラミンゴの綺麗なオレンジとピンクの中間のような色。たまたまかもしれないが、彼がこれを選んでくれたのだと思うとなんだか胸がくすぐったくなる。

　スタッフの人がフィッティングルームの扉を開けると、ちょうど目の前の椅子に千賀さんが長い脚を組んで座っていた。

「いかがでしょうか？」

　係りの人に前へ出るように言われて、一歩足を踏み出した。

「ふーん。まぁ悪くないな」

　腕を組んだまま、口角を上げるだけの笑みを浮かべた。

「なに？　史晴は私のデザインに文句があるわけ？」

　すらりと背の高い女性が、千賀さんの肩に手を置いた。

「そうは言ってない。馬子にも衣装を実感していただけだ」

「まぁ私にかかれば、誰でもプリンセスだからね」

「相変わらずの少女趣味だな」

「どうとでも言いなさい」

　ポンポンとふたりで言い合う様子は、嫌でもふたりの仲が親密だということに気づかされる。

　ひとり取り残された私は、さっきまでドレスが与えてくれていた高揚感もどこかにいってしまい、その場で気まずい思いをしながら立っていた。

　私だけ別の世界にいるみたいだ。今の見かけだけならこの場所にふさわしいけれど、どんなに着飾ったところで私は私なのだ。

「あら、ごめんなさいね。ちょっと裾を直すわ」

　それまで千賀さんと話をしていた美女が私の周りを一周すると、スカートの裾やベアトップの位置を直してくれる。

「これで完璧ね。よく似合ってるわ」

「ありがとうございます……」

　一言お礼を言って、その人の顔を改めて見る。

　切れ長の意志の強そうな目に、長い睫まつげ。鼻筋もスーッと通っていて羨ましい限りだ。顔も私のひと回りは小さいのに、身長は千賀さんと並んでも見劣りしないから百七十センチ近くありそうだ。

　この歳になったら、神様が不公平なことくらい知っているけれど、こうやって現実を突きつけられるとやっぱり自分の劣等感がふつふつと湧いてくる。

「これ、私の名刺ね。これからもよろしくお願いします」

　渡された名刺には、チーフデザイナー小こ西にし史ふみ香かと書かれていた。だから『私のデザイン』ってさっき言っていたんだ。

「ここは、うちの系列の店だ。洋服からウェディングドレスまで手掛けている」

　この店もサウザンドブライダルのものだったの!?　事業の手広さに改めて驚く。

「じゃあ、あっちで軽くヘアセットとメイクしましょ。肌が綺麗だからそう作り込まなくてもいいわね」

　部屋の隅にある、鏡の前に座らされた。

　呼ばれたスタッフの人が、ケープをかけると素早く私を綺麗にしてくれる。

　しかし私は鏡の中の自分の変化を見るよりも、鏡に映っている千賀さんと小西さんに視線を奪われた。

「史晴、なにそのネクタイ。あんたのセンスだけはホントいただけないわ」

「別に俺のネクタイなんて誰も見てないだろ？」

「なに言ってるの？　私のセンスが疑われるわ。あ、そのネクタイ取ってちょうだい」

　小西さんに言われたスタッフが、一本のネクタイを手渡すと彼女自身が千賀さんのネクタイを結び始めた。その様子を見ているのが嫌で私は視線を自分の手元に向けた。

「あのおふたり、いつも仲がよろしいんですよ。羨ましいですよね」

「そうなんですか……」

　周りから、羨ましがられるほど仲がいいなんて、一体どういう関係なんだろう。

　なぜだかふたりが抱き合うシーンを想像してしまい、目をギュッとつむる。

「どこか、痛かったですか？」

「いいえ。大丈夫です」

　私の様子で誤解を与えてしまったようだ。申し訳ないと思いながら笑顔を作ると、最後の仕上げにチークをふんわりと入れてくれた。

「とても可愛らしいですよ」

　年齢的に〝可愛い〟と言われる機会が少なくなってきている。だからこそお世辞とわかっていても嬉しいものだ。

　鏡を見てみるといつもの私よりも数段綺麗になっていた。プロの手にかかると私も少しはマシになるみたいだ。

「できたみたいだな」

　背後から近づいてきていた千賀さんが、私の肩に手を置いて鏡越しに私をチェックしてきた。満足そうな表情に見えるのは気のせいだろうか。

「あの、こんな綺麗な恰好して、これからどこに行くんですか？」

「あぁ、俺たちの婚約披露をしようと思ってな。行くぞ」

「はぁあああ？」

　今日何度も言われた〝行くぞ〟だったけれど、私は今回もすぐに〝はい〟とは言えなかった。

「そ、そんな急に！　誰に披露するんですか？」

「いいから、黙ってついてこい。悪いようにしないから」

　どう考えても悪いようにしかならない状況でしょうが！

　引きずられるようにして腕を引かれる私に、小西さんが「いってらっしゃい」とヒラヒラと手を振る。

　私はそのままエレベーターへと引きずり込まれた。私のドレスと同じ色のネクタイをした千賀さんに……。




　散歩を嫌がる犬と飼い主みたいにして、連れてこられたところは高級ホテルだった。もちろんサウザンドブライダルの系列のホテルだ。私も一度友達の結婚式で来たことがあるがその絢けん爛らん豪華な様に度肝を抜かれたのを思い出す。

「ちょ、ちょっとだけ待ってください。ちょっと落ち着いてください！」

「ちょっと、ちょっとうるさいぞ」

　うるさくもなるだろう。だっていきなり婚約披露なんて、芸能人でもあるまいし。

「あの私、金きん屏びょう風ぶの前でにっこりなんてできませんよ」

「なんだそんなことか。安心しろ金屏風はない。ただうちの親類関係と系列会社の代表が集まってるだけだ」

〝集まってるだけ〟って、私にしてみたら十分恐ろしい会場なんですけど……。

　私の腕をつかんで歩き始めた千賀さんを振りはらう。

「なんだよ。まだあるのか？」

「どうしてそんないちいち披露なんてしないといけないんですか？」

　なんとか会場に足を踏み入れないように必死になる。

「なに言ってるんだよ。披露しないと意味がないだろうが」

　今日、何度この千賀さんの呆れ顔を目の当たりにしただろうか。

「なんのために、お前を婚約者に仕立て上げたと思うんだ？　俺たちふたりだけで婚約ごっこするためじゃない」

　確かにそうだ。〝周りを黙らせるため〟車の中でそう説明された。

「それにお前だって、さっきの動物園で俺のこと〝旦那〟だって言ってただろ？」

「私が言ったんじゃなくて、相手が勝手に誤解して……」

「それでもお前は否定しなかった」

　ニヤリと嫌味な笑みを浮かべる千賀さんに勝てそうにない。

「でもそんな急に……心の準備が」

「そんなもの待ってたら、四ヶ月なんてあっと言う間だ。とりあえず笑え」

　両頬をグイッとつままれて、無理やり口角を上げられた。

「いひゃいれす」

「お前と俺は、愛し合って結婚するんだ。わかったか」

　頬をつままれて私は、コクコクと頷くことしかできなかった。




　会場の扉の前で一旦止まる。

「緊張しすぎだろ。大丈夫だ。全部俺の言う通りにしてればいい」

「はい。でもあの……」

　往生際の悪い私は、まだ会場に入るのを渋っていた。だいいち学芸会でも村人その一しかやっていない私が、こんな主役級の演技をすることになるなんて今の今まで思ってもみなかった。婚約者のふりを引き受けたときにこうなることはわかっていたはずなのに。

　やっぱり私は浅はかだ。

　ため息をつく私に、千賀さんが耳元で低い声でささやく。

「ここでキスしたら、俺のことだけ考えられるか？」

「はぁ？」

　素すっ頓とん狂きょうな声をあげた瞬間、扉が開く。中から出てきた綺麗な婦人が驚愕の表情を見せた。

「史晴！　あなたこんなところでっ！」

　女性から見れば私に顔を寄せて密着している。もしかしたらキスのひとつでもしたと誤解されたのかもしれない。

　千賀さんの名前を呼んだことから、おそらく近い親族の方だろう。

「ち、違うんですこれは……」

　弁明しようとする私の言葉を目の前の女性が遮った。

「まぁ、火遊び相手のことはどうでもいいわ。中で東とう西ざい銀行の頭とう取どりの娘さんがお待ちなの。その女をどこかに片づけてご挨拶なさい」

　火遊びの相手。早速の言われように少なからず傷つく。

　受け入れてもらえるとは思っていなかったが、ここまでとは……。

　しかしそんな私の腰を千賀さんが引き寄せた。

「母さん、ちょうどよかった。こちら俺の大切な人で浦沢つむぎさん」

「か、母さん！」

　チラッと私を見て目で「話を合わせろ」と訴えかけてくる。

「大切な人？」

　千賀さんのお母様が私の方を向いた。鋭い眼で品定めするように上から下まで舐めるように見られた。

「あ、あの。浦沢つむぎと申します。千賀さんにはお世話になっていて……」

「こら、つむぎ。いつになったら〝史晴〟って呼んでくれるんだ」

　覗きこむようにして甘い声で話しかけられる。周囲からはカップルがじゃれ合っているようにしか見えないだろう。

　けれど私の目の前にある千賀さんの顔は眉間に皺が寄って、「失敗は許さん！」と言っていた。

「ごめんなさい。まだ慣れなくて。それに緊張してて……すみません」

　私は千賀さんのお母様に向かって頭を下げた。

「史晴、これはどういうことかしら？　今日は大切なお客様をエスコートするように伝えておいたはずですよ」

　咎とがめるお母様に対して、千賀さんも皮肉たっぷりの言い方で返す。

「純粋なエスコートならば、俺じゃなくても構わないのでは？」

「だからって、こんな子を連れてくるなんて」

　ジロジロと見られて肩身が狭い。そんな私を気遣ってか、千賀さんが私に触れる手に力を込めた。

「俺の大切な人だ。失礼なもの言いはやめていただきたい」

　お母様に向かってピシャリと言う。

「会長にも紹介しなくては、では失礼します」

　他人行儀な挨拶をした千賀さんは私の手を引いた。私は慌ててお母様に頭を下げたが、相手はじっとこちらを見ているだけだった。

　人混みをかき分けて歩いている最中も、会場にいる人たちが千賀さんと私を見て色々と話をしているのがわかった。

　いたたまれない気持ちのまま、ひとりの男性の前まで連れてこられた。

「会長。紹介します……浦沢つむぎさんです。俺はこの人と一生をともにします」

　背中に回された手に力が入る。千賀さんの真剣な言葉にそれが偽りの言葉であるとわかっていても、心が震えた。

　私もいつか誰かとこうやって、生涯を誓い合うことがあるんだろうか。

「浦沢つむぎと申します。千賀さん……史晴さんと結婚を前提にお付き合いをさせていただいております」

　自分の役目を思い出して、私は背筋を伸ばして挨拶をした。

　ここまで来たらやるしかない。

　身代わりのフィアンセが必要なほど彼は困っているのだ。乗りかかった船、私は少しでもボロが出ないように気を張った。

「史晴、ずいぶん急な話だな。降って湧いたような婚約者ねぇ。まぁいい」

　それまで千賀さんに向いていた視線が私に移る。

「つむぎさんと言いましたか？　史晴がずいぶんお世話になっているようで」

「いえ……」

　言葉は丁寧だけれど、なんだかその裏に色々含まれていることが私にもわかる。不ぶ躾しつけな視線に耐えるのに必死だ。

「史晴はサウザンドブライダルグループ全体を担う男です。あなたと結婚したことで史晴の人生がダメになれば、その下で働く社員の人生も狂わせることになることを、しっかりとその頭に刻んでおきなさい。まぁ、その程度の覚悟もないまま、今日のこの場に来たとは思ってませんがね」

　お父様の言葉に背筋が冷たくなる。千賀さんと結婚することはただ彼とともに歩くだけではないと釘を刺された。

　彼の背負うものの大きさを改めて知り、本当に結婚するわけではないけれど足のすくむ思いだ。

「はい。精進してまいります」

「私は、挨拶がありますので、これで。史晴、明日の朝私のところに来なさい」

　チラリと千賀さんを見たお父様と、目を合わせようとせずに「はい。会長」とだけ答えた。

　その声がなんとなく力がないような気がした。

　いつしか私の腰に添えられていた手が外されている。彼のその手は今、なにかに耐えるようにギュッと強く握り締められていた。

　お父様が人混みに紛れるまで私たちは黙ってその姿を見ていた。

　正直彼の両親の反応があまりにも辛しん辣らつで驚いていた。突然息子がどこの馬の骨だかわからない子を連れてきたのだから驚いても無理はないが、あそこまで冷たくするものだろうか？

「すまないが、もう少し付き合ってくれ。今日である程度の面倒なことは終わらせる」

　私は千賀さんが差し出した腕に、手を置いて彼に言われるまま見知らぬ人たちに挨拶をしていく。

　誰もかれも、私が気になるようでジロジロと見る人もいた。その態度が失礼だと思うけれど、私はここにいるみんなを笑顔で騙しているんだ。これくらいのことは我慢しなければならない。

「……ご指導のほどよろしくお願いします」

　千賀さんの締めの言葉に、合わせてお辞儀をする。このタイミングだけはずいぶん上手になったはずだ。

　だいたいの人との挨拶を終えて一息つく。そこに千賀さんのお母様が近づいてきた。

「史晴、ちょっとこちらへ」

　千賀さんの名前を呼びながら目で私を牽けん制せいする。

　私はお呼びでないことが一目瞭然だ。千賀さんもそれがわかったようだ。

「悪い。少しここで待ってろ」

　そう言い残すと、お母様に連れられていく。

　ふたりが向かった方に目をやると、そこには立派な振袖を着た綺麗な黒髪の女の人が立っていた。しっとりとした美しさが目を引く。

　その女性は千賀さんを見ると、頬を少し染めて笑顔になった。

　千賀さんがかっこいいのは認める。だから彼女の反応もあたりまえだ。

　しかしそれに応える千賀さんの笑顔を見て、胸がチクリと痛んだ。

　柔らかく、人好きのする笑顔。

　私にはそんな顔してくれたことあっただろうか……。

　――なに言ってるんだろう。別に千賀さんが誰にどんな顔をしようと私には関係ないのに。

　心の中に変な痛みを感じながら、しばらく壁際で彼をじっと見ていた。

　なんだか今まで彼の横にいたのが信じられなくなってきた。

　みんなの中にいるあの華やかな人は、いずれこの会場の中にいる人たちのトップに立つ人だ。

　彼のその責任の重さを考えると、他人の私でも気が重くなり、千賀さんのお父様が言った言葉がよみがえった。

『あなたと結婚したことで史晴の人生がダメになれば、その下で働く社員の人生も狂わせることになることを、しっかりとその頭に刻んでおきなさい』

　偽フィアンセの私が、気にすることではない。

　しかし多くの人の人生を背負う、彼の孤独を思うと胸が締めつけられた。

「待たせたな。家まで送る」

　急に声をかけられて、顔を上げると千賀さんがいた。

　時計はすでに二十三時を指している。私は好意に甘えてアパートまで送ってもらうことにした。明日は仕事だ、少しでも早く家に帰りたかった。

　千賀さんが運転する車で送ってもらう間に、疲れ切った私は助手席でそのまま眠りこけてしまった。

「……たぞ」

「んっ……」

　なかなか開かないまぶたを無理矢理こじ開けると、見慣れた風景があった。

「私、寝ちゃったんですか」

「あぁ、すごいイビキかいてたぞ」

「絶対嘘です！」

　反論しようと体を起こすと、私にかけられていたジャケットがパラリと膝に落ちた。

「これ、千賀さんがかけてくれたんですか」

　手渡しながら尋ねると「俺以外誰がいるんだ」とあたりまえのことを言われた。

「ありがとうございます。慣れないことで疲れたみたいで」

「礼を言うのは俺の方だ。助かった」

　素直なお礼の言葉に、驚いてきょとんとしてしまう。

「なんだ、その顔は」

「だって、千賀さんがお礼を言うなんて」

　私の言葉に眉間に皺を寄せた。

「俺だって、礼ぐらい言う。一体どんな奴だと思ってるんだ」

「わがままな俺様です」

「はぁ？　この減らず口」

　私の頬を軽くつねった。

「痛いです！　それ地味に痛いですからっ！」

「いいだろ。お前のそこ、柔らかくて気持ちいいんだから」

　ニヤリと笑われて、ドキリとする。

「な、勝手に触らないでください。セクハラですセクハラ。訴えますから」

「あぁ、好きにすればいい。フィアンセに触ったところでセクハラ認定されるとは思えないけどな」

　私の両頬をぐいっとつねって、「わははは」と声をあげて笑い始めた。

　この人には勝てる気がしない。そもそも出会ってからずっと負けっぱなしなことをそろそろ私は学習しないといけないだろう。

「ほら、早く帰って寝ろよ」

「はい。言われなくてもそうします」

　ドアを開けて外に出る。千賀さんが外していたシートベルトを締めたとき、私はウィンドウをコンコンと叩いた。

　ゆっくりと下がるウィンドウから、不思議そうな顔の彼が見えた。

「私、結構タフですから。ちょっとくらいキツイことも耐えられます。……だから困ったことがあったら、私に言ってください。できる限りのことはします」

　言ったあと、自分でもなにを言ってるんだと思った。わざわざ苦労するようなこと言わなくてもいいのに。

　でも今日の千賀さんのご両親の態度や周りにいる人たちを見て、今までひとりでその人たちと戦ってきたのかと思うと、言わずにはいられなかった。

　馬鹿にされるかもしれない……そう思ったけれど、彼は驚いた顔をしたあと、ふわりと優しい笑顔を私に向けた。

「サンキュー。お前こそ、その言葉ちゃんと覚えておけよ。おやすみ」

「おやすみなさい」

　パワーウィンドウが上がるのを見て、さっきの発言をちょっと後悔したけれど……最後のあの笑顔が、色々あって悶もん々もんとしていた私の心を軽くしてくれた。

　私は大きく伸びをして、アパートの階段を駆け上ったのだった。







第三章　その男、エゴイスティックにつき













　仕事が終わり、疲れた重い足を引きずってアパートの階段を上る。

　築年数が十一年。正直部屋を探すときここよりも綺麗なアパートはたくさんあったけれど、私の予算の範囲ではここがベストだった。オートロックもないけれど、今まで危ない目にあったことはない。

　三階建ての二階にある自分の部屋へたどり着くと、鍵を開けて誰もいない部屋に「ただいま」と声をかけた。

　パンプスを脱ぎ、真っ先にお風呂のスイッチを入れる。そしてそのままソファへとダイブした。

　お風呂のお湯が溜まるまで……私はそう思い目を閉じた。

　やばいなぁ……このまま眠っちゃいそう。そしたら明日の朝の顔ひどいんだろうな。

　わかっていても迫りくる睡魔に勝てそうにない。諦めて意識を手放そうとした瞬間、バッグの中でスマホが鳴り響いた。

　誰だろう、明日でもいいかな。今日はもう遅いし。

　でも電話は途切れることなく鳴り続けている。留守電にしていない自分を恨みながら、のそのそと起き上がってバッグからスマホを取り出した。

「……もしもし」

　まだ覚醒していない頭で電話に出る。もちろん着信相手なんて確認をしていない。

『寝てたのか？』

「はい……」

　だから切ってもいいか聞きたくなった。千賀さんの声だとわかったからだ。

　今なにか言われてもまともに覚えていられない気がする。

『まぁ、どうでもいいけど。お前指輪のサイズは？』

　どうでもいいなら、このまま寝かせてほしい。

「九号ですけど……」

『普通だな』

　はいはい。私はなにをしても普通ですよ。

「もう、それだけですか？」

　電話を切ろうとして、ふと疑問に思う。

「どうして私の指輪のサイズなんて？」

『そりゃ指輪を買うからだ。婚約指輪』

「ふーん。え？　婚約指輪!?」

　驚いて目が覚めた。

『お前ティハニーとカリー・ウィンストンどっちがいい？』

　芸能人が金屏風の前で会見するときによく聞くブランドの名前だ。もちろん私でも知っている。そしてその値段がとてつもないことも。

「い、いらない」

『あ？　なんだ他のブランドがいいならそっちにしてやるから言えよ。めんどくせー奴だな』

「だから、いらないってば」

　思わず声を荒らげてしまう。

『どうしてだよ。俺が買うって言ってるんだから、受け取っておけばいいだろう。第一、俺の婚約者が指輪のひとつもしてないなんて周囲がどう思うか』

　結局自分のためなんだ……あたりまえだけど。

「千賀さんのために、私が指輪をはめるんですか？」

『それも契約の一環だからな』

　なんでも契約で片づけようとする千賀さんにカチンとくる。

「そんな高価なもの〝はい。ありがとうございます〟なんてもらえないです。それに指輪は特別な意味を持つものです。そんな簡単に受け取れません」

『はぁ。ホントお前真面目だな。そんな……』

　そのとき、お風呂の準備ができたことを知らせるメロディーが流れた。

「あ、お風呂が沸いたみたいです。とにかく私、指輪はいりませんから。本当に好きな人と結婚するときまで取っておいてください」

　私は自分の言いたいことを伝えると、一方的に電話を切った。

　その後もスマホが震えていたけれど、私は無視してお風呂へと向かった。




「はぁ」

　冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出すと、ペットボトルのまま飲む。

　結果的に千賀さんのおかげで目が覚めたのはよかった。干しっぱなしの洗濯物もたたまなければならないし、明日の仕事の準備もしなくてはならない。

　持ち帰った社内勉強会の資料をバッグから取り出そうとしたとき、またスマホが震え出した。

　もう、千賀さんしつこい。また電話かけてきたの？

　あれから一時間も経っていないのに……。さすがエゴイストな性分だ。

「もう、千賀さんしつこいですよ」

　お風呂上がりでコンタクトを外していたのでまたしてもディスプレイを確認せずに通話ボタンを押してしまった。

『千賀さんって誰だい？』

「へ？　おばあちゃん」

　予期せぬ相手の声で驚く。てっきり千賀さんだと思ったのに、勘違いで恥ずかしくなった。

「どうかした？　まだ起きてたの？」

　気を取り直して、祖母に尋ねる。

『人を年寄扱いして。もうすぐ誕生日だろう。今年はなにが食べたいんだい？』

　誕生日前になるとこうやってリクエストを聞いてくれて、当日はテーブルの上にご馳走が並んだ。

「炊き込みご飯と、からあげ」

　小さい頃から毎年頼むものは同じだ。それでも祖母はこの時期になると同じ質問をしてくる。

『わかったよ。たくさん準備しておく』

「当日は無理だから、週末にそっちに行くね」

　私がそう伝えると、祖母が嬉しそうな声をあげた。

『そうかい！　今年はとうとう彼氏ができたんだね！』

　まるで飛び上がらんばかりの口調に、こっちが焦ってしまう。

「違うから、誤解しないで。ただ仕事だからそっちに戻るのは難しいってことだよ」

　今年の誕生日、六月二十五日は平日だ。仕事を終えて祖母の家まで行くのは厳しい。

『そうなのかい。なんだ、つまんないねぇ』

　わかりやすい落胆の声が電話口から聞こえてきた。

『お前もとうに適齢期が過ぎてるんだ。早くいい人を捕まえて花嫁姿を見せてくれないと、私は死んでも死にきれないよ』

「いつの時代の適齢期よ？　今はこの歳でも結婚してない人なんてたくさんいるのよ。それに私が心配だったら、長生きすればいいじゃない」

　母がシングルマザーだったことから、祖母は私に幸せな結婚を望んでいる。きっと娘と同じ道を孫である私には歩んでほしくないはずだ。

　ことあるごとに、いい人がいないのか聞かれる。それは誕生日前になると顕著になった。ここ何年か毎年恒例のやり取りである。

　元彼のことで祖母には期待をさせた上に落胆させた。そこから私の結婚に対する祖母の期待は高まるばかりだ。

「今年も残念ながらお祝いをしてくれるような人はいませんから。おばあちゃんがお祝いしてね」

　ふと千賀さんの顔が浮かんできて、頭を左右に振って彼を追い出した。

　彼は私の誕生日なんて知るわけないし、知っていても祝ってくれるような仲じゃない。

『わかったよ。じゃあ明日も仕事だろ、早く寝るんだよ』

　電話を終えて私はスマホを見つめた。目の前には明日の仕事の資料があったが、なんだか頭の中が雑然としていて、今日は集中できそうになかった。




　それから数日後、私は有名な会員制のレストランにいた。この辺りでは知らない人はいないほどの人気店で、たとえ会員であろうとも予約するのは至難の業らしい。

　営業時代、担当していたお客様は富裕層の方が多かった。その方たちでもなかなかここの門をくぐることはできないと耳にしていた。

　そんなレストランで、私はただひとり眉間に皺を寄せて座っている――すでに二時間も。

　千賀さんに呼び出された今日は、私の誕生日だった。

　仕事中、何度も時計を気にして急いで業務を終わらせて駆けつけた。

　普段着ないようなワンピースを着て、このお店にも、千賀さんにも釣り合うようにしてきたつもりだ。

　いつもはすぐに終わらせる化粧だって、マスカラを三回も塗った。

　人のために着飾るのが久しぶりに楽しいと思えたし、いつもとは違う自分を見た千賀さんがどう思うのか想像した。

　しかし待ち合わせの時間直前に、千賀さんから遅れるとメールが入った。

　そしてそれから二時間。一時間ごとにこちらから連絡を入れてみるが「もう少しかかる」という返事だけで待たされている。

　正直、元彼と別れて初めて男性と過ごす誕生日だった。

　相手が千賀さんだとしても、特別な日を素敵なレストランで過ごせると思っていた私はがっくりと肩を落としていた。

　もちろん千賀さんは今日が私の誕生日だなんて知らないだろう。勝手に私が期待して、がっかりしているだけだ。

　こういうときは、周囲の人たちがいつもよりも幸せそうに見える。

　二杯目の水を飲み干すと、私はお店の人を呼んで伝言を頼み、そしてそのまま席を立ち、出口に向かった。

　――最悪の誕生日だ。




「琉成、いつものねー！」

　私はできるだけ元気にプラネットの扉を開けた。

「あ、つむぎ。誕生日おめでとう。あれ、今日のワンピース可愛いね」

　すぐに柚葉が笑顔で誕生日を祝ってくれた。

　やっぱりここに来てよかった。あんな最悪の気持ちのまま誕生日を終えるなんて、なんだかやるせない。

　千賀さんは深く考えずに誘ってきたはずだ。たまたま今日が私の誕生日だったのだ。そうは思うけれど、やっぱりこのすさんだ気持ちは自分ひとりでは消化できそうになかった。

　私がカウンターに座ると柚葉がおしぼりを渡してくれ、その横から琉成が小さな紙袋をすっと差し出した。

「誕生日おめでとう」

「ありがとう！　開けてもいい？」

　頷いた琉成はすぐに私のカクテルを作り始めた。

　綺麗なラッピングを開くとそれは、ちょうどいいサイズの水色のマグカップだった。

「ありがとう。大事に使うね」

「あぁ」

　カクテルを作りながらの素っ気ない返事だったけど、私の喜びに満足しているのが声色でわかる。

　さっきまで沈んでいた気持ちが一気に浮上した。この調子で家に帰りたい。

「やっぱり琉成のセンス最高ねぇ。ちなみにアタシの誕生日は来月だから。期待してるわ」

　いつからそこにいたのか、ぬっとショーさんが現れた。

「ショーさんいつからいたんですか？」

　驚いて素っ頓狂な声が出る。

「あら、私は琉成のいるところなら、どこへでも顔を出すわよ」

　そう言って琉成にウィンクをしたが、彼はそれに気づかないふりをしてシェイカーを振っている。

　しかしそんな態度の琉成にも、ショーさんはへこたれない。

「あん、もう！　あのつれない態度がたまんないのよ」

　体をくねくねさせて身もだえている。

「で、アンタ誕生日なんですって？　おめでとうって、もうめでたくない歳でしょ？」

「そうですね……」

　今日で二十九歳だ。子供のときのような嬉しさはない。

「そんなことないだろう」

　カウンター越しに琉成がコスモポリタンを差し出してきた。

「お前が一年元気で過ごせたんだ。それだけでも〝おめでとう〟に値するだろう」

　カウンターに手をついて、私を温かい目で見つめる琉成。手元にあったジントニックを持って私に掲げた。

「つむぎが今年も幸せに過ごせますように。乾杯」

　私も琉成の動きに合わせてグラスを掲げ、カクテルを飲む。

　おいしいカクテルが喉を通ると、こんな誕生日も悪くないように思えてきた。

「おめでとう。つむぎ」

　改めて、お祝いの言葉をもらう。

　なんだか、今年は琉成の言葉がやけに胸に響く。千賀さんのことでモヤモヤしていたからかな？

　いつもの日常と変わらないけれど、その日常を支えてくれる大切な人と過ごす誕生日。

　それが私を笑顔にしてくれた。

「しかし、アンタ誕生日まで残業してここに来るなんて、色気の欠片かけらもないわね」

「そうですね」

　残業をしていたわけじゃないが、色気がないのは本当のことなので苦笑いで返す。

「つむぎ、千賀さんは？」

　天然のくせに勘の鋭い柚葉が、今最も聞きたくない名前を口にした。

「誰、だっけそれ？」

「もう、そうやって誤ご魔ま化かすってことは、なにかあったんでしょ？　聞きたーい！」

「聞きたーい!!」

　ショーさんまで……このふたり普段は言い合いばかりなのに、こういうときは息がぴったりだ。

「別になにもないってば。それに私はただの協力者だし」

　考えてみれば私たちはビジネスパートナーみたいなものだ。それなのに、いちいち心をかき乱される私が悪いのだ。

「ふーん。あんなにいい男なのにもったいないわぁ」

「せっかくだから、色仕掛けしてみればいいのに。そのおっぱいで」

　柚葉が私の胸をつついてきた。

「色仕掛けかぁ。そんな器用なことができてれば今頃彼氏のひとりもいただろうなぁ」

　柚葉の指をはたいていると、カウンターの上に置いてあったスマホが着信を知らせた。ディスプレイには千賀さんの名前だ。手に取って通話ボタンを押すかどうか悩んでいると電話が切れた。

　ちょっとほっとしているとすぐにまた手の中で震え始める。そんな私のスマホをショーさんが横から取り上げた。

「もしもしぃ、あ～千賀さぁん。お久しぶりです。ショーでぇす」

「ちょっと、勝手にやめてください」

　スマホを奪い返そうとするがショーさんは巧みによけて、私はスマホに触れることさえできない。

「今、先日いらっしゃったプラネットで飲んでるんです。千賀さんもいらっしゃいませんか？」

　さっきのレストランにも来なかったのに、ここに来るはずないのに。

「そうですかぁ。残念です。また近いうちにこちらにいらしてくださいね」

　そう言うと、電話を切ってしまう。

「あら、ヤダ！　切っちゃった！」

　舌をちょろっと出しているその姿は絶対反省などしていない。

「別にいいですよ。特に話すこともないし」

　本当は私に対してなにか言っていなかったか気になったが、ショーさんに確認することができない。

　私はちゃんとお店の人に伝言を頼んだのだ。別に悪いことはしていないのだから罪悪感を持つ必要なんてない。

　目の前のコスモポリタンを飲み干して、おかわりを要求した。

「と、その前に。つむぎ、ハッピーバースデー」

　ロウソクの炎がゆらめく、小さめのホールケーキが目の前に置かれた。

「これ並んで買ったんだよ。ほら、ロウソク消して食べよう」

「今日来るかどうかもわからないのに、準備してくれてたの？」

「まぁ、来なければ私が食べるつもりだったし。あ、ちゃんと願い事しながら消してね」

　ケーキのロウソクの火を私が勢いよく吹き消すと、店内にいたお客さんからも「おめでとう」という声が次々に聞こえてきた。

　千賀さんに振り回されて悩んだって仕方ない。

　私は目の前のケーキを頬ばりながら今日の出来事を忘れようとしていた。




　楽しい時間はあっと言う間に過ぎて、そろそろ終電の時間になる。

　帰り際、店が落ち着いていたからか、めずらしく琉成が店の外まで送ってくれた。

「俺たちが出会ってから、もう何年経つんだ？」

「たしか幼稚園の年中さんで一緒のクラスになったのがきっかけだったよね？」

「あぁ……長いな」

　思い返してみれば出会ってから毎年こうやって琉成は、私の誕生日を祝ってくれている。いつもそばにいてくれる人に恵まれたことを神様に感謝しないといけない。

「来年もお祝いしような。つむぎ」

「うん。次は琉成と柚葉の誕生日だね。なにか欲しいものある？」

　柚葉は物欲の塊だから、欲しいものをすぐねだってくるので簡単なのだけど、琉成には毎年〝なんでもいい〟なんて言われて直前までなにを渡すか悩むのだ。

「別にものは欲しくない。ただ、俺今年は、お前と……」

「え、もうこんな時間……終電がやばいから行くね。またあとで欲しいものメールしておいて」

　ふと目にした時計は、すでに終電ギリギリの時間だ。私は駅へと早足で歩き出した。

「気をつけて帰れよ」

　背中から琉成の声が聞こえてきて、私は振り向いて手を上げる。琉成も私に応えるように大きく手を振ってくれていた。




　最寄り駅から、家までゆっくりと歩く。六月の梅雨の時季だが、今日は一日お天気がよかったので、この時間も歩いていて気持ちがいい。

　プラネットでいい気分になった私は、足取りも軽い。私の住むアパートは、築年数は経っているが駅から近いのがいいところだ。

　アパートの前まで来ると、見たことのある高級車が目に入る。そしてそれにもたれてどこかに電話をしている千賀さんを見つけて足が止まった。

「どうして……」

　自分で呼び出しておいて来ることができないほど忙しい人が、こんなところになんの用事だろうか。

　ふと振り向いた千賀さんが、私を見つけて電話を切った。

　どうせなら今日はもう顔を合わせたくなかったけれど、見つかってしまったなら仕方ない。それに彼の前を通過しないことには部屋へたどり着けない。

　ゆっくりと近づくと、彼はもたれていた車から体を起こした。

「遅い」

「それをあなたが言うんですか？」

　最初に待たせたのは彼だ。それに私はここで会う約束をしていたわけじゃない。

「長い時間待たせてすまなかった」

　素直に謝られて少し驚いたけれど、今日の私は千賀さんに突っかかってしまう。

「用事はそれだけですか？　こんなところでフィアンセごっこしても誰も見てないと思いますけ――」

「誕生日おめでとう」

　私の言葉を遮るようにして言われたセリフに、胸がドクンと音を立てた。

「知……ってたんですか？」

「あぁ、だから食事でもと思ったんだが、どうしても外せない仕事とトラブルでこんな時間になってしまった……悪かったな」

「別に気にしないでください。そもそも祝ってもらう間柄でもないのに」

　彼が誕生日を知っていてくれたこと、レストランを予約して祝ってくれようとしたことが嬉しかったのに、素直になれない。

「なに言ってるんだ。今は俺たち婚約してるんだ。十分に誕生日を祝う間柄だろ？」

　そういう言い方やめてほしい。本当に婚約しているわけじゃないんだから。

　なにかが胸の中でざわめく。説明のつかない感情が自分の中に渦巻くのを感じた。

「まぁ、もとはと言えばお前が指輪が嫌だとか言うから、余計に時間がかかったんだ」

「なっ!?　私のせいだって言うんですか？」

　それまで真しん摯しに謝っていたのに、急に態度が変わり、いつもの千賀さんになる。

　もしかして、指輪って誕生日プレゼントのつもりだったの？

　それならば最初から言ってくれればよかったのに。婚約指輪なんていうから話がややこしくなってしまったのだ。

「そうだろ、お前が素直に指輪を受け取ればよかったんだ」

「だからどうしてそういう話になるんですか？」

　いきなり私が悪いなんて、話が見えないにもほどがある。千賀さんは、膨れっ面の私の顔の前に小さな紙袋を差し出した。

「なんですか、これ」

「開けてみればわかる」

　受け取ってラッピングされた包みを開ける。

「時計……ですか？」

「あぁ。特別に作らせたんだ」

　よく見てみれば、老舗の有名時計ブランドのものだ。

　文字盤は丸いフォルムで、六月の誕生石のパールのチャームがついている。

「ベルトの色。特別に変えてもらった」

　それはオレンジともピンクとも取れる色で、あの日私が身に着けたドレスと同じ色だ。

「今日の昼間にできる予定だったんだが、あっちのミスでこんな時間だ」

　むしろこんな時間まで、対応させたことに驚いた。

「千賀さんがわざわざ自分で？　秘書の方に頼まなかったんですか？」

「お前の誕生日プレゼントを他人に頼んでどうするんだ」

　さもあたりまえのように言うけれど、分刻みのスケジュールで動いているはずの彼が自ら準備してくれたのだ。

「あの、これ私に？」

　千賀さんの眉間に皺が寄る。

「お前の誕生日だろう。……気に入らないのか？」

「そんなわけないじゃないですか！　嬉しいです。ありがとうございます」

　さっきまでのモヤモヤなどすっきり忘れて笑顔になる。

　そんな私を見て千賀さんも歯を見せて笑った。

　ふと彼を見ると、いつもきちんとしているネクタイが少し緩んでいた。それに髪の毛もいつもに比べて乱れている。

　その様子から時間のない中で、プレゼントを準備してくれたことがわかった。

　でも、それをわかったうえで伝えておきたいことがある。

「こんな時間までプレゼントのために時間を割いてくれたこと、とても嬉しいです。でも会って〝おめでとう〟って言ってもらえるだけで私、十分だったんですよ」

　それが素直な気持ちだ。もちろん大変な思いをして今日に間に合わせてくれたプレゼントも嬉しい。

　でもなによりも嬉しいのは、私の誕生日を祝おうと思ってくれていたことだ。

「この俺が誕生日を祝うのに、プレゼントがないとかありえないだろう。でも……次からはちゃんと〝おめでとう〟を伝えることを優先する」

　次なんてないのに……。

　そう思っても、あえて私はなにも言わなかった。

　千賀さんの指が伸びてきて、私の頬にかかっていた髪を撫でつけてくれる。

　そしてそのまま頬を優しく撫でた。

「その服似合ってるな」

　彼のために選んだ服をほめられて嬉しくなる。

　彼はまっすぐに私を見つめていた。

「誕生日おめでとう。つむぎ」

　今まで耳にしたどんな〝おめでとう〟よりも甘く聞こえた。

　そのまま千賀さんの顔が近づいてくる。

　私が目を閉じかけて、彼の熱い吐息を肌に感じたそのとき……。

　車のヘッドライトがふたりを照らし、私はびくっとして目を開けた。

　目の前にいる千賀さんはまぶしそうに通過していくタクシーを見ていた。

　ふと、冷静になり恥ずかしくなる。

　私、一体なにしようとしてたんだろう。雰囲気に流されるなんて。

　顔が赤くなり鼓動も速くなった私は、その場にいられなくなって「おやすみなさい」と声をかけると、全速力でアパートの階段を駆け上った。

「おい！」

　背後から呼びかけてくる千賀さんの声には聞こえないふりをした。




　水曜日の昼休みランチを食べ終えた私は、休憩ブースでひとりコーヒーを飲んでいた。自動販売機の前では派遣の女の子たちが、週末の合コンの打ち合わせをしているようだった。

「あの……」

　その中のひとりが、ぼーっとコーヒーを飲んでいた私に声をかけてきた。

「よかったら、浦沢さんも合コン一緒に行きませんか？」

「そうですよ。ちょうどひとり人数が足りなくて、ご迷惑でなければぜひ」

　要は人数合わせだな。

「でも……私そういうのは」

　正直苦手だ。お見合いパーティでさえあんな状態だったのに合コンなんてもっとハードルが高い。

「私たち、浦沢さんともう少し仲良くしたいんですよ。でもなかなかゆっくり話す機会がないじゃないですか」

　シフト制のこの職場では、全員で飲み会をすることはほとんどない。派遣社員やアルバイト同士だと、一週間顔を合わさないなんてこともよくあることだ。

　断るつもりだったのに、彼女たちの話が盛り上がってなかなか会話に加われない。

　機会をうかがっていると、バッグでスマホが震えているのに気がついた。着信の相手は千賀さんだ。

　少し距離を取って電話に出る。

「もしも……」

『土曜、朝迎えに行く。予定があるなら今からキャンセルしておけ』

　相変わらず私のことなど、微み塵じんも考えていない。

「急に言われても困ります。私にだって予定があるんですよ」

『なんの予定だ？』

　声色で不機嫌になったのがわかる。

　そのとき離れた場所から女の子たちが話しかけてきた。私が電話をしていることに気がついていないみたいだ。

「じゃあ土曜日は浦沢さんも合コンに参加ってことでいいですかぁ？　あ、電話中でしたか。すみません」

〝シー〟っという私のジェスチャーを見て慌てて両手を口にあてている。千賀さんに聞こえてないといいんだけど。

『予定って、合コンか？　浦沢サン』

　しっかり聞こえていたんですね……。

「あ……」

『婚約者がいながら合コンに行くとは、不誠実だな。そっちでも訴えられたいのか？』

「な、なんでそんなこと」

　そもそも、偽フィアンセなんだから法律もなにもないと思う。

『契約不履行……』

「あ、あの。土曜日は何時に準備して待っていればいいですか？」

　私が慌てて返事をすると、電話の向こうで千賀さんが笑うのがわかった。

『わかればいいんだ』

　その満足そうな物言いに、イラッとする。

　電話が終わったら、土曜日の合コンの件は断りを入れよう。

　今の私は千賀さんの相手をするだけで、精一杯だった。




　その週の土曜日。

　私は拉致されるように車に乗せられた。そして、千賀さんと契約を結んだお見合いパーティーの会場に連れてこられた。

「あの……ちょっと。どういうことですか？」

　車内で行き先を聞いても、黙ってついてこいと言われ、会場の結婚式場に到着しても「早くしろ」と急かされて、なにがなんだかさっぱりわからない。

「ここで一体なにするんですか。そろそろ教えてください」

　足がもつれそうになるのを、なんとか持ちこたえてついていく。すると急に足を止めた千賀さんの背中にドンッとぶつかる。

「挙式だ。俺とお前が式を挙げる」

「はぁあああ？」

　間抜けな声をあげた私を、ジロリと睨み千賀さんは歩き出した。そして逃げようと踵を返した私の腕をがっちりつかみ「逃げるな」と低い声で一喝した。

「ちょっとー！　史晴遅いわよ。つむぎちゃん、こっちに来て」

　声のした方を見るとそこには、腰に手をあてた仁王立ちの小西さんの姿があった。

　駆け寄ってきた小西さんは私の手をつかんで歩き出した。それと同時に千賀さんの手が離されて私はバトンのように受け渡された。

　そしてあれよあれよという間に大きな鏡の前に立たされる。

「さぁ、今から魔法をかけるわよ。覚悟してね」

「あの、でも私……」

「いいから、いいから。ワクワクするわぁ」

　まったく私の話を聞いていない。最近私の周りこんな人多すぎない？

「え、え、ちょっと！」

「ごめんね。時間ないからどんどんいくわよ」

　そういうと、お気に入りのワンピースのファスナーが下ろされた。

「きゃぁ！」

「うふふ」

　胸元を押さえて小西さんの方を振り返ると、ドレスを持ってニヤリと笑っていた。




　立派なステンドグラスから差し込む光は幻想的でロマンチックだ。女の子が夢見る挙式風景……私だってこんな状況じゃなければきっと、胸ときめかせていたはず。

　ベールの中で膨れっ面の私は、小さな声で千賀さんを責めた。

「どうして最初に言ってくれなかったんですか？」

　私は今、千賀さんの腕に手を置いて。花びらがまかれたバージンロードを歩いている。

　小西さんに無理矢理ドレスを着せられている間に、大まかな事情を聞いた。

　水曜日に私に電話してきた直前の話だ。小西さんのスタッフの手違いで、イベント当日にモデルが準備できないというトラブルがあった。

　そこで、話題性もあるし千賀さんが代役を務めるということになり……なぜか私まで呼び出されたのだ。

　挙式は挙式でも〝模擬挙式〟だ。

　結婚式を検討しているカップルに、先日できたばかりの式場での実際の式の雰囲気を味わってもらうためだった。

　今回は話題の式場ということで、マスコミも取材に来ることから小西さんの作った新作ドレスの発表も行われることになっていた。

「正直に話をしたら、お前来なかっただろう？」

　神父さんが待つ祭壇をまっすぐに見たまま、小さな声で話す。

「あたりまえです。こんなこと……」

　サウザンドブライダルが総力を結集して作り上げたという式場は、結婚情報誌でも特集が組まれるほどで、それだけに注目度もすごかった。

　本日も予定人数を大幅に超えて式場は満員だ。そんな中堂々としていられるほど私の心臓は強くない。

「マスコミの前で俺を〝結婚詐欺師〟扱いしたんだ。これくらい平気だろうが」

　思い出したくないことを言われて、思わず彼を睨む。

　もう一度前を向いて、歩き始めると司会者の横にいた小西さんが、人差し指で口角を上げて「スマイル」と口パクで伝えてきた。

　私は背筋を伸ばして、ゆっくりと一歩一歩踏み出した。

　模擬挙式というだけあって、賛美歌を歌いお決まりのセリフで神に愛を誓う。

　朝起きた時点で自分がこんなところに立っているなんて想像もしていなかったのに。

　なんとか覚えた式の流れを忘れないようにして緊張の中、式が進んでいく。

「では、誓いの口づけを」

「え……」

　小西さんから受けた説明では、誓いのキスはないって話だったのに。

　チラッと彼女の方を盗み見ると、私の方に手を合わせて「ごめんね」と口を動かしていた。

　は……はめられた。

　きっと千賀さんとグルだ。私が嫌がると思って、最初から説明しなかったんだ。

「ほら、こっち向け。ベール上げるぞ」

　それまで私の視界を遮っていたベールが持ち上げられた。私が屈まなくても背の高い千賀さんには苦にならないみたいだ。

「誓いのキスなんて……私聞いてませんよ」

「言ってないからな。ふりだけだ、安心しろ」

　目の前の男の顔を睨む。しかし彼はどこ吹く風という顔で、なぜかとても楽しそうだ。

「そんな顔してたら、マジでここでキスするぞ。ほら、目をつむれ」

　私は観念して、目を閉じた。

　ふりって言っていた。だからキスされることはないのに、私の心臓はドキドキと大きな音を立てていた。

　チュ……。

「へ？」

　頬になにかが触れた感じがする。いや、それは紛れもなく唇だ。

「ち、千賀さ……な、なに」

　驚きと恥ずかしさで顔が赤くなる。

「なんだ、唇がよかったのか？」

　からかうように私の耳元でささやいた。吐息が耳にかかり余計に頬が赤くなる。

「そ、そんなこと。こんなみんなの前でっ！」

「しっ。声がでかい。誓いのキスもしたことだし、俺たち晴れて夫婦だな」

　ニヤリと意地悪そうに笑う千賀さん。私はドレスの裾に隠れたヒールで彼の足を思い切り踏んづけた。




　模擬挙式が終わって、一息つく暇もないまま披露宴会場へと移動しなくてはならない。ドレスの新作発表のためマスコミに会見を行うことになっていた。

　一度フィッティングルームに戻って、小西さんが私のベールを外してティアラに変更する。

「もう少しだから頑張ってね」

「はい」

　ここまでくればあと少しだ。いまさら嫌だとごねるつもりもない。

「でもよかったわ～。このドレスつむぎちゃんにぴったりね。あのときちゃんとサイズ控えてたから、バストの辺りは少し補正しておいたの」

「あのときって、以前ドレスを着せてもらったときですか？」

　驚いて尋ねた私を、小西さんは不思議そうな顔で見ている。

「え？　もう本当になにも話してないのね。史晴ったら……」

　――仕方のない人。

　なんて言葉が続きそうだ。その言い回しが妙に引っかかる。以前から気になってはいたけれど、まだふたりがどういう関係なのか聞けていない。

　ただならぬ関係であることはわかる。もし私が思っているような関係ならば、お互い結婚を望まないふたりだから、私のような〝都合のいい人〟が必要なのかもしれない。

　今が聞くチャンスだ。そう思って口を開きかけたとき、外からノックの音がした。

「……そろそろ会見の時間だ。準備できたか？」

　扉の向こうから千賀さんが声をかけてきた。

「さぁ、つむぎちゃん行きましょう。私のドレスを目いっぱいアピールしてちょうだいね」

　介添えをしてくれる小西さんとゆっくり部屋を出た。そしてその場にいた千賀さんと一緒にマスコミの待つ披露宴会場へと移動した。




　会場にはいくつものドレスが展示されていた。どれも今回私が着ているドレスとともに発表する新作だ。

「今回のコンセプトは大人の女性に洗練された可愛さを提供したいと思いデザインいたしました」

　小西さんはただでさえ人目を引くほどの容姿をしている。それに加えて堂々とした仕事ぶりは、女の私から見てもまぶしくて魅力的だ。

　彼女が解説をしている間、私と千賀さんは雑誌のカメラマンのリクエストに応えて、色々とポーズを取っていた。緊張する私に千賀さんが「ドレスしか撮ってないから大丈夫だ」と言い、それもそうかと思うと少しリラックスできた。

　ひと通り撮影も終わり、まもなく解放されると思っていたとき、ひとりの記者が近づいてきた。千賀さんの顔が一瞬曇ったあと、営業用の笑顔を浮かべた。

「模擬挙式に、社長さん自らモデルを務めるとは驚きました」

「それぐらいのことで話題に取り上げてもらえるなら、なんでもないことです。経費の削減にもなりますしね。そのおかげかあなた方のようなブライダル業界とは関係のない方にもお越しいただけて大変感謝しております」

　にこやかに返す姿は、私の知っている千賀さんとは程遠い。いつもは気に入らないことがあるとすべて顔に出ちゃうのに。

「そりゃ、婚約者の方が一緒だって聞いたら、来ないわけにはいきませんよ」

　急に視線を向けられてドキッとする。

「そちらまで、もうお話が回ってるんですね。模擬とはいえ、婚約者がいるのに他の人と結婚式をするわけにもいきませんから、彼女にお願いしました」

　肩に手を回して抱き寄せられた。それまで記者の不躾な視線にいたたまれない気持ちだったのが、少し和らいだ。

「お見受けしたところ、今まで噂になられた方とはずいぶん違って、地味な方で驚きました」

　地味って……。そりゃ派手ではないことは認めるけど。それよりも千賀さんが今まで噂になった人ってどんな人だったんだろう。

「勝手にそちらが噂をしていただけでしょう？　それにあなたには彼女が地味に見えますか？」

「まぁ、華やかとは言えないかと」

　チラッと見て鼻で笑われた。

「それはよかった。彼女の良さは私だけが知っていれば十分ですから。その魅力は他の誰も知らなくていいんです」

　自分でさえも記者の言葉が正しいとわかっている。それでも他人に言われるとそれなりに傷つくのだ。

　でも、千賀さんの言葉に救われた。たとえそれが、その場しのぎの言葉だったとしても。

　すると私たちの間に、小西さんが割って入る。

「花嫁を美しくさせるのは、花婿と私たちデザイナーです。ね？」

　私にウィンクをして見せた。

「ですから、社長ばかりに興味を示さないで私のドレスもたくさん写真撮ってくださいね。さぁ。あっちがお勧めなんですよ」

　小西さんは強引に記者をドレスのブースに連れ去ってくれた。

「はぁ……」

　正直助かった。色々突っ込まれるときっとボロが出てしまう。

　ふと千賀さんを見ると、小西さんと目で合図を交わしていた。言葉がなくても気持ちを伝えることができる関係。私はふたりの態度からひとつの結果を導き出す。

　やっぱりふたりは特別な関係なんだ。

　仕事のパートナーとしても、そしてプライベートのパートナーとしてもかなり深いところで繋がっているように見える。

　千賀さんと小西さんが寄り添って立っている姿が目に浮かんだ。それは私と千賀さんが並んでいるよりもずっと絵になっている。

　自分で結論づけたのになぜか、モヤモヤする。私の肩に回されている千賀さんの手をやんわりと外す。

「どうかしたか？」

「いえ、なんでもないです」

　彼の顔を見ると、モヤモヤがチクチクに変わる。どうしたんだろう……。ここのところ自分の気持ちがうまく整理できない。言いようのない胸のざわめきは会場を出てもおさまることはなかった。

　急に元気のなくなった私を千賀さんが「大丈夫か？」と聞いてきた。こんなときだけ優しい。「平気です」と答えたけれど私にだって理由がわからないから、それ以上なにも言うことができなかった。

　着替えを済ませて帰る準備をする。

　途中で小西さんが「今日の打ち上げしよう！　これからの話もあるし」と千賀さんに嬉しそうに言っていたのを聞いて、私はそっと式場をあとにした。

　メールで先に帰ると連絡だけ入れた。〝これからの話〟に私は関係ないのだから。あと二ヶ月、私が千賀さんといる時間はそれだけだ。




　ここ最近、もっぱらプラネットに入りびたりだ。

　ショーさんのこと、とやかく言えないな。

　そんなふうに思いながら今日もプラネットの扉を開けた。

「あ、つむぎ。いらっしゃい」

　声をかける前に柚葉がこちらに気がついた。カウンターを見ると今日もショーさんがいて、琉成に必死になにか話しかけている。

「こんばんは。琉成いつものお願いね」

「あぁ……つむぎ」

　一度そこで言葉を区切り私の顔をじっと見つめた。

「なにかあったのか？」

　必死に話しかけているショーさんを無視して、私を心配してくれる。

　どうして……なにかあったってわかっちゃうんだろう。

　週末はいつもこの時間に店に来る。だから普段となんら変わらないはずなのに。

　昔から琉成には隠し事ができなかった。母や祖母に怒られたときも、テストの点数が悪かったときも……ボーイフレンドとうまくいかなかったときも、他の誰も気がつかなくても琉成だけはすべてお見通しだった。

　そして今日もその千里眼は遺憾なく発揮されているというわけだ。

　でも自分でも説明できないことを琉成に話ができるはずがない。

　私は「ちょっとね……」とだけ答えると、ショーさんの横の席に座った。

　――それからたった一時間。

　私はカウンターに突っ伏してしまうほど、酔っていた。お酒は結構いけると思っていたけれど、気持ちの乱れているときはお酒の回りが早いということをすっかり忘れていた。

「いつもこのぐらい平気で飲むのに。つむぎ……大丈夫？」

　柚葉がお水の入ったグラスを持ってカウンターから出てきた。私にグラスを渡して飲むように促す。

　一口水を飲むと、胃まで流れていくのがわかった。隣では柚葉が心配そうに背中をさすってくれている。

　こんな歳になってまで、酔い潰れるなんて。せっかく気持ちを切り替えようと思ってここにきたのに、まったく逆効果だ。

　千賀さんが悪い……。

　彼の近くにいると自分のペースを保てなくなってしまう。いつも私を振り回して自分は、涼しい顔をして。

　なんだか、ムカつく。

　八つ当たりだとわかっている。彼は出会ってからなにも変わらない。彼との距離をうまく取れずに勝手に戸惑っているのは私だ。

　それでも今日は誰かのせいにしないといられないほど、気持ちが乱れていた。

　バッグからあのハンカチを取り出し、握り締めて気持ちを落ち着けようとした。

　そのとき、スマホが着信を知らせる。

　ディスプレイに表示された名前を見たとき、普段なら無視していたであろうけれど私は通話ボタンをタッチしていた。酔っているときの勢いとは怖いものだ。

「はい。あなたの大事なフィアンセですよ」

『酔っているのか？』

　冷静な声が脳内に響く。やっぱり電話を無視するべきだった。

「少し飲んでいただけです。それよりなにか用ですか？」

　突っかかるような物言いに、電話の向こうから小さくため息が聞こえた。

『どうして黙って帰ったんだ？』

「メールはしましたよ。今日の役目は十分果たしたはずです。まだなにかありましたか？　だとしたら失礼しました。最初になにも教えてくれないので知りませんでした。許してください」

『……なにがそんなに気に入らないんだ』

「なにがって……なにもかもです。用事がないなら切ります。明日以降のことならメールで連絡してください」

　私は一方的にまくしたてると通話を終了した。

「千賀さん？」

「ん……」

　横から柚葉が心配そうに尋ねてくる。そんな彼女の気持ちに感謝しつつも、小さく頷くことしかできなかった。

「なんだかアンタが不機嫌を表に出すなんてめずらしいわね。いつもはニヤニヤ笑って誤魔化すくせに。あの笑い気持ち悪くて嫌なのよねぇ。この機会にやめてちょうだい」

　ちょっと、気持ち悪いって失礼じゃない？　周りを不快にさせないための努力を。

　ショーさんの言葉にムッとしてしまう。

「つむぎはいつも我慢しちゃうからね。いいんじゃない。たまには怒りを爆発させたほ――」

　柚葉が急に黙り、視線が私の背後へと移る。

「怒りを爆発させるのも結構だが、理由ははっきりさせてもらわないと困る」

　それまでそこにいなかったはずの人の声が聞こえてきて、お酒でけだるいはずの体がビクッと反応する。

　振り返るとそこには、不機嫌な様子で私を睨みつけている千賀さんが立っていた。

「いや～ん。怒ってる姿もかっこいいわぁ」

　横からショーさんの甲高い声が聞こえてきたけれど、私は千賀さんから目が離せない。

「ど、うしてここに？」

　掠かすれてしまって声がうまく出せなかった。

「誰かがいきなり電話を切ったからだろうが」

　よく見ると彼の肩が上下している。そして息もわずかに上がっているようだった。

　……もしかして走ってきたの？

　この辺りには駅前と言うこともあってあまり駐車場がない。あったとしても常に満車だ。だとすれば離れた駐車場から走ってきたのだろうか。

「用事があるならメールでって……」

　今にも言い合いを始めそうな私たちを見かねて琉成が声をかけてきた。

「千賀さん、そんなところで立ってないで座ってください。他のお客様もいらっしゃいますから」

　そう言われて初めて周りを見渡した彼は、渋々私の横の椅子に座った。

「なにか召し上がりますか？」

「車なので、ペリエを」

「かしこまりました」

　返事をした琉成が手際よく用意し始めた。

　もうこれ以上なにも考えたくなかったのに。なんだか頭まで痛くなってきた。

　私はテーブルの上でお守り代わりのハンカチを握り締めながら俯うつむいていた。

　千賀さんは目の前にレモン入りのペリエを差し出されると同時に口を開く。

「どうして急に帰ったんだ」

「疲れてたんです。それとも帰宅の許可も必要だったんですか？」

　俯いたままつっけんどんに返す。

「それに、美人の小西さんと打ち上げするって言ってましたよね。だったら私が帰っても問題なかったはずです」

「なんだそんなこと……やきもちか？」

「なんで私がっ！」

　自分でも思っている。そんな些細なことで……。

「お前も一緒にって話だったんだ。そのあと記者につかまって対応してたらこの時間になった」

　満足か？　とでも言いたそうな彼の表情が余計にイライラさせる。

「私なんか放っておいてくれてもよかったんですよ。別にそんな義理立てする必要なんてないんですから」

「なにが気に入らないんだ。はっきり言え」

　私の態度が軟化しないことに千賀さんも苛立ち始めた。しかしなにが気に入らないのか説明しろって言われても……ただムカつくだなんて言葉で納得してくれるはずがない。

「別に気に入らないことなんてありません。千賀さんこそ小西さん放っておいていいんですか？」

「俺は今、お前と話しているんだ。アイツは関係ない」

　押し問答を繰り返している私たちを見かねて琉成が話に加わる。

「他の方と約束してるのに、どうしてここに来たんですか？」

　私をかばう琉成の言葉に千賀さんが顔を歪ゆがめた。

「俺がどこへ行こうがあなたには関係ないですよね。それともこの店は客を選ぶんですか？」

「時と場合によっては、そうします」

　なんだか雲行きが怪しい。いつもは温和な琉成のいつもとは違う態度に私を含め柚葉やショーさんも驚いている。

「ちょっと、お兄ちゃん」

　柚葉が止めるのも無視して琉成が話を続ける。

「仮とはいえ婚約者なんだ。つむぎにもう少し優しくしてもいいでしょう？」

「コイツから話を聞いてるんですね？　とはいえあなたにはまったく関係のない話です」

　ふたりの間に火花が散ったように見えた。

　少し離れたところで、柚葉とショーさんが私たちを見て盛り上がっている。

「なんか、話が予期せぬ方向にいってない？　これじゃまるでふたりともつむぎを取り合ってるみたいじゃない？」

「キーっ！　ふたりともアタシというものがありながらっ！」

　そんな周りを無視して、千賀さんと琉成は睨み合ったままだ。

「つむぎがこのハンカチを握り締めてるときは、なにかにひどく傷ついているときなんです。どうしてこうなったのか、思い当たることはないんですか？」

「わからないから、わかろうと思ってここまで来た。この答えで満足ですか？」

　目の前で言い合いをしているふたりを止めなければと思う。けれども頭は全然働いてくれなくて、ハンカチを握り締めることしかできなかった。

「ももういい加減に……」

　睨み合っているふたりを止めようと、立ち上がって声をかけたのだけど……。

　あ……ダメだ。酔いが本格的に回ってきた。目の前がぐにゃぐにゃと歪んで、膝がガクッとなる。

「おい、大丈夫か!?」

　千賀さんが咄嗟に私を支えてくれる。「大丈夫」と答えようと思ったけれど、私は首を縦に振ることしかできない。

「ったく、どこが大丈夫なんだよ。意地張るのもいい加減にしろよ」

　迷惑そうな口ぶりとは違って、しっかりと支えてくれている。その手の熱が私を余計に混乱させた。

「コイツの分もこれで」

　柚葉にお金を渡したのが、俯いていて垂れ下がっている私の髪の間から見えた。自分の分くらい払わないと……とは思うものの、立っているのがやっとの私には無理なことだった。

「ほら、少し歩けるか？」

　支えられてゆっくりと歩き出した私の腕を、誰かがつかんだ。

「千賀さん、つむぎは俺が送っていきますから。部屋にも入ったことあるし、あなたがわざわざ手を煩わずらわせることはない。そうですよね？」

　琉成、一体どうしたんだろう。まだお店閉める時間じゃないのに。

「いや、コイツは今、俺のだから……ほら行くぞ」

　俺の？　どういう意味だろう。偽フィアンセにまでそんなに独占欲をむき出しにしなくてもいいのに。しかも相手は琉成だし。

「ハンカチ……」

　彼に寄りかかって歩きながら店を出たところでつぶやく。

「ちゃんとお前のバッグにしまった」

　千賀さんから大切なハンカチのありかを聞いて、安心してしまったのかそこで意識を手放してしまった。




「痛いっ！」

　頭がガンガンと音を立てている。ここまでひどい二日酔いは久しぶりだ。

　時間を確認しようと、私は手探りでいつもベッドサイドに置いてある目覚ましに手を伸ばす。

　――あれ、ない。酔っぱらって別のところに置いたかな？

　いつもと反対側に手を伸ばすと、なにかに触れた。あまり覚えのない感触でそれがなにか確かめようと、手を往復させる。

　あったかくてすべすべしてる……。なんだろう。あれっ動いた？

「朝からひどいセクハラだな」

　聞こえてくるはずのない声を聞いて、驚きでビクッとなる。

　目を開けて肘をつき体を起こした。かすんでいた視界がはっきりしてくると、違和感を覚えた。

「どこ……ここ」

　見覚えのない天井に壁紙。そしてなによりも目の前にいる男の人。

「な、なんでー！」

「朝からうるさい」

　千賀さんは横たわったまま肘をついた姿勢で私の方を見ていた。いつも通り眉間に皺を寄せて。

　かっこいい人は朝からかっこいいんだ……。いつもと違うところと言ったら、裸ってことだけで……裸……!?

　急いでシーツの下の自分の体を確認する。キャミソールと、下着はかろうじてつけているこの状態では昨日の夜になにが起こったのか知ることはできない。

「……ヤッた？」

　もう恥も外聞もかなぐり捨てて単刀直入に聞く。

「はっ……ヤッてねーよ。バーカ」

　呆れた様子だったけれど、その答えを聞いて安心した。

「はぁ」と安堵した様子の私を見て、千賀さんが顔を歪ませる。

「言っとくけど、俺が脱がせたわけじゃねーからな。部屋に着くなり俺が止めるのも聞かずに、勝手に脱ぎ始めてそのまま電池が切れたみたいに眠りこけたんだからな、お前」

「面目ないデス……」

　布団に隠れながら彼の怒りの度合いを確認する。

「目が覚めたと思ったら、いきなり俺の体まさぐり始めるし。痴漢女」

「ち、痴漢って！　だいたい千賀さんが裸で寝てるから」

「裸じゃない」

　そう言って布団をめくる。思わずその下を想像してしまい私は悲鳴をあげた。

「キャー！」

　両手で目を覆う。しかしその隙間から怖いもの見たさで目の前の光景を確認した。

「あれ……？」

　そこにはきちんとスウェットを身に着けている千賀さんがいた。

「期待に応えられなくて悪いな。なんなら今から脱いでもいいけど」

「いいですからっ！　脱がないでいいです!!」

　手をスウェットにかけて今にも脱ぎ出しそうな彼を必死に止める。

「だいたいなんで上半身裸なんですか？　誤解を招くようなことやめてください」

「俺はいつもこのスタイルで寝るんだ。俺の家なんだから俺のルールでなにが悪い」

「千賀さんの家？」

　そういえばここがどこなのかも、裸のショックで忘れていた。

　寝室は、ダークブラウンで統一されている。シックでシンプルな作りだ。キョロキョロと周りを見渡している私に千賀さんが声をかけた。

「お前大丈夫なのか？」

「なにがですか？」

　もしかして心配するほどひどい顔だろうか？　考えてみれば昨日しこたまお酒を飲んだあと、メイクも落とさずに寝てしまった。

「時間だよ。そろそろ準備しないと、仕事遅れるんじゃないのか？」

　壁にかかっていた時計を確認する。するといつもならまもなく家を出ている時間だ。

「やばーい！」

　私は慌てて布団をめくりベッドから出ようとする。しかし自分の下着姿が目に入って急いでもう一度布団に戻る。

「ははは。服持ってきてやるから、ちょっと待ってろ」

　ベッドから降り、私の衣類を持ってきてくれた。

「ありがとうございます」

　私は服を受け取ると、部屋を出ていく千賀さんを見つめた。

「はぁ……一体なにやってるんだろう」

　昨日と同じワンピースに手を通しながらため息をつく。

　すると扉の向こうから、千賀さんが声をかけてきた。

「早く準備しろよ。車で送っていってやる」

「はい。ありがとうございます」

　千賀さんのド派手な高級車で出勤するのは気が引ける。しかし電車で行けば確実に遅刻してしまうだろう。

　私は静かに返事をすると、今は仕事に遅れないことだけに集中することにした。







第四章　その男、秘密主義につき













　あれから三週間……私はいつも通り業務に追われていた。

　実はあのあと、千賀さんがニューヨークへと出張になったので呼び出されることもない。

　酔っぱらって醜しゅう態たいをさらしたことや寝顔を見られてしまったことが恥ずかしかったので、千賀さんの出張には感謝した。

　そして今日も仕事を終えて、プラネットへと向かった。

「つむぎ、お疲れ～。週末なのに千賀さんと会わないの？」

　カウンターを拭きながら、柚葉が話しかけてきた。

「ニューヨークに出張してるみたい。おかげでフィアンセ業から解放されて天国みたい」

「本当は、そろそろ寂しくなってるんじゃないのぉ？」

　柚葉のツッコミに動揺してしまう。

　ほんの少し心の片隅で思っていたことを言い当てられてしまった。

「まったくそんなことないし。自由って素晴らしいね！　琉成、コスモポリタン」

　これ以上、変に勘のいい柚葉に付き合っていたくないと、オーダーをして一息ついていると、スマホが着信を知らせた。

「あ……」

「噂をすれば……ね」

「ひっ！」

　背後から急に声がかかって驚く。振り返るとそこにはショーさんが立っていた。

「千賀さんからの電話じゃないの？　また代わりにアタシが出ましょうか？」

「い、いいえ。大丈夫です」

　ややこしいことになったら困る。

　私は液晶の通話ボタンをタッチして、電話に出た。

『おせーよ』

　不機嫌な第一声が聞こえた。

「時差のせいじゃないんですか？」

『あ？　なにバカなこと言ってんだ。それに今、日本に着いたところだ。最初に電話してやったんだ。ありがたく思え』

　どうしてそこで喜ばなくちゃいけないんだろう。私の自由な時間が終わったというのに。

『ところでお前、来週夏休みだって言ってたよな？』

「はい、そうですけど……」

　どんなに忙しくても、有給休暇を取得しなくてはいけないうちの会社は、全社員交代で夏休みを取ることになっている。

『沖縄に行くぞ。二泊三日だ』

「は？　なに言ってるんですか？　どうして急に沖縄なんて、私にも予定ってものが……」

『全部キャンセルだ』

　有無を言わさない言い方にさすがにカチンとくる。

「休みの予定ぐらい自分で決めます！　それに休みは友達と一緒に過ごすんです。ね、柚葉！」

「へ？　私？」

　まったく約束などしていないのだから、柚葉が驚くのも無理はない。

『友達も全員連れてこい。費用は気にしなくていい。全部うちの施設を使うからな。それにこれは契約の一環だ。お前に断る権利はない』

　それを言われたら言い返せない。

「……わかりました」

　しぶしぶ了承した私に、千賀さんは勝ったとでも思ったのか電話口で『あはは』と笑う。小学生みたいだ。

『今回は本当に仕事だ。史香のドレスの新作ラインが出るからそれのポスター撮影』

「え～またですか！　あれっきりだと思ってたのに」

『史香からのリクエストだ。文句があるならアイツに言え』

　また小西さんに会わないといけないのか……。

　彼女に会うとなんだか胸がモヤモヤする。だからなるべく会いたくないのに。

『二日目だけは撮影で一日潰れる。でもそれ以外は自由時間だ。好きにすればいい』

「わかりました。準備しておきます。では、失礼します」

　通話を終えようとしたところで、千賀さんが最後に言い残す。

『俺、水着はビキニ派だから』

「そんなこと、知りませんっ！」

　そう叫んで電話を切った私を、柚葉とショーさんがニヤニヤして見ている。

「沖縄に行くのね、千賀さんと？」

　なぜだか嬉しそうな柚葉の質問に頷いた。

「いや～んラブラブじゃない。いつの間にふたりで旅行するような仲になったのよ」

　ショーさんが肘でつついてくる。心は乙女でも体は男だ。結構痛い。

「ふたりじゃないですよ。撮影で行くんですから。あ、そうだ柚葉も行かない？　友達連れてきてもいいって」

「本当に？　行きたいっ！　絶対行きたい！」

　仕事中にもかかわらず、カウンターの中で飛び跳ねている。

「俺も行く」

「え？」

　琉成が私をまっすぐ見ながらはっきりと言い放った。

「別に構わないと思うけど、お店は大丈夫なの？」

「今までまとまった休みなしでやってきたんだ。たまにはいいだろう」

　琉成が店を休むなんて、この店を開店してから初めてじゃないだろうか。

「琉成が行くなら、アタシも行くわ～。だって一心同体だものぉ」

　くねくねしながら、私におねだりをするショーさん。

　その気持ち悪さに耐えかねて、仕方なくＯＫの返事をした。

「ちなみに千賀さんはビキニ派らしいですよ。ショーさん」

　千賀さんファンのショーさんにとっておきの情報を教えてあげる。

「うそー！　明日すごい水着買いに行かなきゃ」

「私も新しい水着買おうっと。つむぎ一緒に買いに行こう！」

「うん……」

　はしゃぐふたりとは裏腹に、難しい顔の琉成が気になった。

「琉成、せっかく行くんだから、楽しもうね。私も撮影以外は自由だし」

「つむぎ、ビキニ着るのか？」

　口を開いたと思ったら、ビキニの話？

「琉成までなに言ってるの？　着ないよそんなの」

「そうか。それならいいんだ」

　そう言い残すと、バックヤードに消えていった。

「でも、お兄ちゃんが一緒に行くって言うなんて思わなかったなぁ」

　私も柚葉と同意見だ。

「理由なんてどうでもいいわ。琉成と千賀さんとのアツアツ夏のバカンスよ～」

　すでに気持ちは沖縄まで飛んでいっているショーさんをよそに、私はいつもと違う様子の琉成が気になっていた。




　そして、沖縄出発当日。

　私たちは飛行機で十席しかないファーストクラスに興奮していた。

「いや～ん。すごいわぁ～。フカフカ。アタシの華きゃ奢しゃな体が沈んじゃう！」

「百八十三センチは、華奢とは言えませんよ。あはは……痛いっ！」

　声をあげて笑う柚葉の頬をショーさんがつねった。

「アンタ〝口は災いのもと〟っていうことわざ知らないのかしら？」

「ご、ごめんなさい。謝りますから、その怖い顔どうにかしてください」

　相変わらずのふたりのやりとりを目にして、少しほっとする。

「お客様のお席はこちらです」

　さすがファーストクラス、こちらからなにも言わなくてもキャビンアテンダントが案内してくれる。

　しかし彼女が教えてくれた座席は……千賀さんの隣だった。しかもみんなとは距離をとった場所だ。足を組んだまま新聞を読んでいる千賀さんは私の方をチラリと見ると、また視線を新聞に戻した。

「あの、私はあっちの席に座ります」

「困りますお客様……」

　困りますって言われても私も困る。どうしてフライトの間、千賀さんの隣で気まずい思いをしなくちゃいけないのだろうか。

「あ、ショーさん席代わって……」

「ごちゃごちゃ言わずに、さっさと座れ」

　背後から首根っこをつかまれた。振り向くとそこには不機嫌を隠そうともしない千賀さんの姿があった。

「ちょ、ちょっと待ってください。私は柚葉の隣に……」

　バタバタと手足を動かして抵抗する私の耳元で、地底から響くような声で話す。

「お前が、席に着かないことで他の乗客に迷惑がかかるんだ。それにお前、俺をあのオカマとふたりっきりにするつもりか？」

　私の返事など待たずに、そのまま座席へズルズルと私を引きずっていった。

「ほら、座れ」

　窓際の席に座らされて、通路側に彼が座る。

　そしてそこから出られないように、長い足を組むとまた新聞を読み始めた。

　まさか飛行機の中で軟禁されるなんて思ってもみなかった。

　しばらく雑誌をおとなしく見ていると離陸のアナウンスが入り、私は慌ててベルトを締めようとする。

「あれっ……？　これで合ってるはずなんだけど」

　なかなかベルトがはまらずに焦る。

「お前は、なにをやってるんだ」

　千賀さんの大きな体が覆いかぶさるようにして私のベルトを手に取った。

　急に距離が近くなり、いつも彼がつけている香水の匂いが私の鼻をくすぐる。

　ドキンと胸が大きく鳴った。

「あれ、なんだこれ。あ、こうか。ほらできたぞ」

「ありがとうございます」

　彼は離れていったけれど、ドキドキ鳴る胸の音と彼の匂いだけがわずかに残された。

「いちいち世話をかけるな」

　ジロリと睨んで、また新聞を読み始める。

　なんだかんだいって面倒見がいいんだよね。まぁだから、あんな大きな会社の社長が務まるんだろうけど。

　機内誌に飽きた私は、離陸の間ずっと小さくなる街並みを窓から眺めていた。




　時間を持て余すかと思っていたけれど、空の旅は快適で私はどんどん楽しくなってきた。機内サービスが始まるといつものとは違う料理についつい興奮してしまう。

「これって、あの有名な料亭のですよね！」

　機内誌に案内が載っていたので、楽しみにしていたのだ。

「そうだな。今月はここか。まあ店で食うよりは味が劣るだろうけどな」

「よく行くんですか？」

「まぁな。一部屋はうちで常に押さえてある」

　スケールの大きな話に返事をすることもできずに、おとなしくキャビンアテンダントが食事を持ってきてくれるのを待つ。

　他のみんなはどうしているのかと、大きな千賀さんの間から、様子を窺う。

　柚葉とショーさんはガイドブックを見て、修学旅行生のようにはしゃいで楽しそうにしていたが、琉成はひとり静かに本を読んでいた。

　せっかくだから琉成も楽しんでくれるといいんだけど。

「千賀さん、私ちょっと出てもいいですか？」

「なんだ、トイレか？」

「ち、違います。ちょっと琉成のところに行こうと思って、きゃっ……」

　立ち上がった私の腕を千賀さんが引っ張ってもう一度座らせた。

「すぐに飯が来るぞ。お前が不在だと、キャビンアテンダントが二度手間になる。おとなしく座っておけ」

　私が出られないように、長い足を座席前に放り出した。

　少し遊びに行くだけなのに。新聞で見えていない千賀さんに向かって、私は舌を出してちょっとした抵抗を見せた。

　軟禁状態でも食事は美味しく、デザートの烏う骨こっ鶏けいの卵を使ったカステラは、千賀さんの分までお腹に収めた。

「あ～美味しかった。あとどれくらいで沖縄ですか？」

「一時間弱ってところだな」

　二時間半、千賀さんの隣でどうやって過ごそうかと悩んでいたが、案外楽しく時間が過ぎそうだ。

「ニューヨークはどうでしたか？」

　食後に運ばれてきたコーヒーを飲みながら話しかけた。

「忙しくて、死にそうだった」

　思い出したのか、眉間に皺が寄る。いつもパワフルに働いているイメージの千賀さんがそんな顔をするなんて、よほどハードスケジュールだったに違いない。

「そうだ、これ」

　千賀さんは座席のポケットから、なにかを取り出し私に手渡した。それは小さなクマのぬいぐるみがついているキャンディーだった。

「あの、これって？」

「土産。時間なくてそんなもんしか買えなかった」

　バツの悪そうな顔が新鮮で思わず笑ってしまう。

「ありがとうございます。これ千賀さんが選んだんですか？」

「なんだ、悪いのか？」

　店先で真剣にクマのぬいぐるみを手に取っている彼を想像してまた笑ってしまう。

　そんな私に不満なのか、千賀さんはアイマスクをつけると腕を組んで寝る体勢をとった。

「俺は、寝るから起こすな」

　寝ちゃうのか。なんかちょっと寂しい。

　私は、早速もらったキャンディーを口にした。甘酸っぱいレモンの味が口の中に広がる。

「あの、せっかくなので、このキャンディー一緒に食べませんか？」

　断られるのを承知で声をかけてみる。

　すると、なんの返事もなかったけれど彼の口が大きく開いた。

　ちょっと、可愛い。

　私は急いで包みを開けて、そのキャンディーを千賀さんの口に放り込んだ。パクンと閉じた口の中でキャンディーを転がしているのがわかる。

　いつも威張っている千賀さんがキャンディーを舐める姿がなんとも言えず、思わず笑ってしまった。

　千賀さんとふたりも結構楽しいかも。

「明日の撮影はハードだぞ。お前もここで寝ておけ」

「はい。そうします」

　私は彼にもらった小さなクマの頭を優しく撫でて、眠る彼の横で目を閉じたのだった。




　翌日、撮影は日差しの緩やかな早朝から始まった。

　私は準備のために四時に起床し、私たちより先に来ていた小西さんのスタッフに囲まれて、着付けとメイクアップをして撮影に臨んだ。

「おい、いつまでこのままでいればいいんだ？」

「もう少しだから、待ってよ」

　千賀さんと小西さんは相変わらず仲がいいようで、スタッフの中で千賀さんとあんなふうに会話するのは小西さんだけだった。

　それを見るたびに、懸念していた胸のモヤモヤが湧き上がってきて、私は上手に笑顔を作ることができない。

「つむぎちゃん、どうしたの？　体調でも悪い？」

　あまりにもぎこちない私を見て、小西さんが声をかけてくれる。

「あの、大丈夫です。ちょっと寝不足だからかもしれません」

「だから早く寝ろって言っただろ」

　鋭い視線が刺さる。

　私だって、早くぐっすり寝たかった。けれど、沖縄に到着したあと千賀さんと小西さんの親密ぶりを改めて見せつけられ、モヤモヤしたままベッドに入ったからか、なかなか寝つけなかったのだ。

　半分は千賀さんのせいなのに……。

　いや、千賀さんが誰と仲良くしようと関係ない。私は契約で千賀さんのフィアンセになっているだけなんだから。

　自分に言い聞かせて、撮影に取り組んだ。

　しかし、ぎこちなさが抜け切れずにカメラマンから休憩するように言われた。スケジュールがかなり押しているからか、周りのスタッフからため息が聞こえる。

　どうしよう。私のせいだ。

「すみません」

「ちょっと、休憩したら再開しよう」

　カメラマンが気にしないようにと声をかけてくれた。

　引き受けたからにはきちんとこなしたい。けれど素人の私がプロのように感情をコントロールするなんてできない。

　椅子に座ってため息をついている私に、千賀さんが声をかけてきた。

「ちょっと、こっち来いよ」

「えっ……」

　そっとしておいてほしい。もうすぐ撮影も再開されるんだから、それまでに気持ちを落ち着けたい。

「いいから、ほら」

　手を引かれて連れてこられたのは、撮影場所から目と鼻の先にある砂浜だった。

「ここはウチが所有しているビーチだ。誰も来ない」

　そう言うと、いきなり私の足をつかんだ。当然私は砂浜に尻もちをつくことになり、着せられたドレスは砂まみれだ。

「ちょ、ちょっとなにするんですか。ドレスが……えっ。やだ！」

　千賀さんは慌てる私など意に介さず、履いていたヒールを脱がせた。そしてドレスのスカートの中に手を突っ込む。

「ち、痴漢！　変態っ！」

「黙ってろ」

　黙ってろと言われてハイと言える状態ではない。

　ガーターベルトが外されて、ストッキングに手がかかる。

　足をいくらバタバタさせても無駄だった。

　スルスルとストッキングが脱がされると、千賀さんは急に立ち上がり、次は自分のズボンの裾をまくり始めた。

「いつまでもあんなつまらない撮影に付き合ってられるか」

　ふて腐れたように言い放つと、私を立ち上がらせて波打ち際まで手を引いていった。

「え、でもこんなことしてたらドレスが」

　慌ててドレスの裾を片手でたくし上げた。

「もう十分写真撮っただろ。だいたい素人相手なんだ。完璧にできるはずがないだろ」

　乾いた砂の上から湿った砂の上へと移動する。すぐに私たちの足元に、白いしぶきを上げながら波が押し寄せてきた。

「冷たいっ！」

「あたりまえだろう。あー気持ちいい。どうせならこのまま泳ぐか？」

「バカ言わないでください。小西さんに怒られますよ」

　心配する私の顔を見て、千賀さんがニヤッと笑った。

　嫌な予感がする。しかし気づいたときにはすでに遅く、彼は屈むと両手いっぱいの水を私に向かってかけてきた。

「ちょ、ちょっとやめてください」

「くやしかったら、お前もやり返してこいよ」

　まるで小学生の言い草だ。本来ならば撮影前にこんなことするなんてどうかしてる。けれど千賀さんのはしゃぎっぷりに私も、だんだん感化されてしまう。

「では、お言葉に甘えて！」

　片手にはブーケとドレスの裾を持ったままだ。だから反対の手でできるだけたくさん水をすくい、思いっきり千賀さんにかけた。

　太陽の光を受けてキラキラ輝く水しぶきの向こうに、千賀さんの笑顔が見える。

「やったな。次は俺の番だな」

　意地の悪い笑みを浮かべる千賀さんから、逃げようと波打ち際を走る。しかし、足の長さが格段に違うせいで千賀さんにあっと言う間に追いつかれてしまう。

「ほら、逃げてみろよ」

　後ろから抱きしめられるようにしてかかえられた。

「ずるい。ちょっとぐらい手加減してくれてもいいのに」

「手加減とか、俺の嫌いな言葉だな。ほら、覚悟しろ」

　千賀さんの手が私の脇腹をくすぐり始めた。

「きゃははは！　やめてくださいっ。くすぐったい」

「ほら、もっと笑え。思いっきり」

　背後に感じる彼の熱と、冷たい足元。太陽の光がまぶしくてなんだか最高の気分になってきた。

「はい、オッケーです。お疲れ様でした！」

「へ？」

　遠くから声がかかる。よく見ると、カメラマンが満面の笑みを浮かべていた。

「いい写真が撮れました。ふたりともお疲れ様です！」

　大きく手を振るカメラマンを見て、後ろにいる千賀さんを見た。

　ニヤリと笑う彼の顔から、私をリラックスさせて撮影をするためだったということに、このとき初めて気がついた。

「これで面倒なことは終わりだ。あとは自由時間だぞ」

　私の手を引きながら、海から上がる。そしてスタッフの方へと歩いていった。

「史晴、こんな無茶なことして！」

　早速小西さんからのお叱りが入る。

「いい写真が撮れたんだから、いいだろ」

「まぁ、そうだけど。つむぎちゃん素敵な笑顔だったわ」

　私の頭についた、花冠を取りながら小西さんが嬉しそうな声をあげた。

「これで、今季の売上も大幅アップね！　あ、史晴。あとで話があるから私の部屋へ来てちょうだい」

「はいはい。俺、シャワー浴びてくるから」

　適当に返事をした千賀さんは、ホテルへと歩いていった。

「相変わらず、千賀さんとは仲がいいんですね」

　自分で口にして少し嫌味っぽいと思ったが、小西さんはなにも気にしていないようだ。

「そうね、仕事でも私生活でもお互い支え合っているわ。こんな歳になっても一緒にいるとは、昔は思わなかったけど」

　その口ぶりから千賀さんとの付き合いが相当長いということがわかった。

「さぁ、つむぎちゃんもホテルに戻ってシャワー浴びて。海水でべとべとだわ。お疲れ様。本当に素敵だったわよ、ふたり」

　どういうつもりで、私にその言葉をかけてきてるの？

　聞きたいけれど、聞いてどうなるというのだ。私が首を突っ込む話ではない。もしかしたら千賀さんは私たちの関係を小西さんだけには話しているのかもしれない。

　私はホテルに帰って、シャワーを浴びた。海水と砂、そして心の中のモヤモヤとしたやるせない気持ちを洗い流すように。

　ひと休みしたあと、柚葉たちに誘われてプールへとやってきた。ショーさんはさすがにビキニではなかったけれど、蛍光ピンクのすごい水着を身に着けていた。

「ちょっと、柚。あの人たちの腹筋見て！　きっちり六個に割れてるわ。頬ずりしたい！」

「それ、完全に痴漢ですから！　犯罪ですから！　正二郎さんっ！」

「アンタまたアタシの名前を……！　キー！」

　ざぶざぶと水しぶきを上げながら追いかけっこをしている。

「あのふたりは、沖縄に来ても相変わらずだね。琉成」

「そうだな。まぁ、逆にあのふたりがおとなしいと心配になる」

　私たちはプールサイドのチェアに座って、のんびりと会話を楽しんでいた。

「こんな風に、店以外で琉成に会うのって、久しぶり」

「そうだな。今回のことで思ったんだけど、もう少し外に出かけてもいいかもな」

　気持ちよさそうに伸びをしながら、はしゃいでいるふたりを見ていた。

「そうだよ。昔みたいにテント張ってキャンプしたい」

「いいな、今度計画立てよう。つむぎは海はあんまりだよな。山にするか」

　付き合いの長い琉成はちゃんと覚えてくれていた。私は昔海で溺れて以来、泳ぐことができない。だから今もこうやって、プールサイドに座っているのだ。

「どうして、海があんまりなんだ？」

　振り返るとそこには、千賀さんが立っていた。

「千賀さんはご存じないかと思いますが、つむぎは小さい頃に溺れてから泳げないんです。だから海やプールは正直好きじゃないんですよ」

　私の代わりに琉成が答えた。

　しかし千賀さんはそれが不満みたいで、顔を一瞬にしてしかめた。

「それって、お前がもう一度好きになれるようにしてやればよかったんじゃないのか？　長い間一緒にいたなら、なおさら」

　お互い刺々しい言葉をぶつけ合う。

　いつからこのふたり、こんなに仲が悪くなったんだろう。最初から？

「泳がないなら、コイツ借りていってもいいよな？　行くぞ」

　いきなり手を引かれて、立つように促された。

「ちょっと、でも……」

　抵抗する私の耳元で、低い声を出す。

「いいから来い。まだ契約期間中だってこと、忘れるなよ」

　それを言われると、弱い。

「琉成ごめん。ちょっと行ってくるね。夕飯はみんなで先に食べていて」

「つむぎっ！」

　千賀さんに腕を引きずられるようにして歩き始めた私は、両手を顔の前で合わせて琉成に「ごめんね」と伝えた。




「ちょ、ちょっとこんなところまで連れてきて、なにするつもりなんですか？」

　連れてこられたのは、クルーザーやヨットがたくさん係けい留りゅうされている港だった。その中でも一番立派なクルーザーの前で千賀さんはやっと足を止めた。

「乗るぞ」

「へ？」

　千賀さんは間抜けな返事をした私をひょいっと持ち上げた。

「きゃぁ！　いきなりなにするんですかっ」

「逃げられても、海に落ちても困るからな」

　私を米俵のように担ぎ上げると、そのままクルーザーに乗り込んだ。

「降ろしてください！」

「うるさい、少しは黙ってないと、うっかり海に落とすかもしれないぞ」

　そう言われるとおとなしくするしかない。だって私は泳げないんだから。

「やっと静かになったな。降ろすぞ」

　ゆっくりとデッキに降ろされた。ゆらゆらと揺れて足元がおぼつかない。

　私たちが乗り込むと、真っ黒に日焼けした四十代ぐらいの男性が乗り込んできた。

「すぐに出港しますか？」

「はい。お願いします」

　どうやら運転は彼がしてくれるらしい。私に白い歯を見せて会え釈しゃくをしたので慌てて私も頭を下げた。

　ガタンと音がして、船が動き出す。

　最初はゆっくりだった船がどんどんスピードを上げた。どんなに手で押さえても風が私の髪を盛大に巻き上げた。

「どうだ、気持ちいいだろ」

　だんだんと遠くなっていく港を見ながら千賀さんが言った。

「はい。けっこうスピードが出るんですね」

「そうだな、あっと言う間に沖に出られる」

　カモメがまるで私たちの乗った船を追いかけてきているみたいだ。青い空と白い波のしぶきが綺麗で、手すりにつかまったまま、私は景色を満喫していた。

「冷たいっ！」

　振り返ると、悪戯が成功したのが嬉しいのかケタケタと声をあげて笑う千賀さんがいた。手にはワインボトルを持っている。

「飲もうぜ、せっかくだし。このために運転、頼んだようなもんだからな」

「っていうことは、千賀さん運転できるんですか!?」

「船持ってるんだ。運転できなくてなにが楽しいんだ」

　あたりまえのように言われて「そうですか」と答えることしかできない。

「今度は俺の運転で連れてきてやる」

　コルクを抜きながら、なにげなく言われた言葉だったが〝今度〟という言葉を意識してしまう。

　今度なんてないのに、いつかもそう思った。でもわかっていてもなんだか嬉しくなる。

　なんだかんだ言って、彼といる時間は嫌いじゃない。いつも新しい彼を発見して、そのたびに彼への想いが大きくなるような気がする。

「ほら、これ」

　ワイングラスを差し出されて、受け取ると白ワインを注いでくれた。

　同じように自分のグラスにワインを注ぐと私の方を見た。

「今日は、お疲れ様。乾杯」

「乾杯」

　ふたりでグラスを掲げてワインを飲んだ。

「冷たくて、美味しい」

　ちょうど喉が渇いていた。冷えたワインが心地よく喉を通る。

「外で飲むと、余計に美味く感じる」

　千賀さんもいつもとは違って柔らかい自然な笑顔を見せている。出会った頃は彼のこんな顔を見ることができるなんて、思ってもみなかった。

「あっちが、港ですよね。あ、あれが泊まっているホテルですか？」

　私が指差すと、千賀さんが頷く。

「そうだ。ずいぶん小さく見えるようになったな」

　クルーザーは沖合まで来て止まった。

「けっこう沖まで来ましたね」

「あぁ、怖いのか？」

　私を気遣うような表情にトクンと心臓が音を立てた。

「船は……できれば乗りたくないって思ってました。今日までは」

　千賀さんを見ると、口を挟むことなく私の言葉を待っているようだった。

「でも、こんなに気持ちが良くて綺麗な景色を見られるなら、もっと早く乗っておくんだったって、今までもったいないことしてたなぁって思います」

「そうか……」

　一言だけだったけれど、彼の表情は満足そうだった。

「お前の幼馴染みみたいに、嫌なものから遠ざけるのも悪くないのかもしれない。でも俺は、一歩でも前に一緒に進む道を選ぶ。必ずそばにいて助けてやるから、少しずつ乗り越えていく方がいい。ほら、アレ見てみろよ……」

　千賀さんが指差した方向を見る。

　空がオレンジ色に輝いて、水面を同じ色に染めている。

　夕陽がまさに今沈もうとしていた。

「綺麗」

　思わず見とれてしまう。

「綺麗だな。怖がってばかりじゃ、この景色は一生見られなかったんだ。だから俺は、大切な相手には手を差し伸べて、一緒に乗り越える方を選ぶ」

　――大切な相手。偽フィアンセでも私のことを少しは大切だと思ってくれているってこと？

　聞いてみようと思った瞬間、背後から千賀さんの手が回ってきた。優しく抱きしめられる。

　腕のぬくもりに、身を預けた。

　なにも考えずに、そうしていることが今は正しいと思えたから。

「夕陽って、こんなに綺麗なんですね」

「あぁ、そうだな。この景色ちゃんと覚えておけよ」

　後ろを向いて頷いた。顔を上げると彼と私の視線が絡む。

　夕陽に染まった彼の顔が近づいてくる。私はそれを受け入れるようにそっと目を閉じた。

　唇が重なる――。

　想像していよりも柔らかい唇が、優しく私に触れた。

　ただ触れただけなのに、それだけで私の心臓がドキドキと鼓動を速くし、大きな音を立てた。

　唇が離れたと同時に目を開けると、そこには今までにないほど甘さをたたえた彼の顔があった。

「……もう一回」

　甘く掠れた声でささやくように言われた。その誘惑に私は逆らえない。

　いや、逆らいたくなかった。

　目を閉じて彼の唇を待つ。

「んっ……ふ」

　今度はさっきの重なるだけのキスとは違う。私を丸ごと奪うような激しいキス。

　彼の情熱が唇を伝って私に流れ込んでくるみたいだ。

　彼の大きな手が私の頬を包み、より上を向かせる。息をしようと思い唇を開くと、そこから彼の舌が滑り込んできた。

「はっ……ふ」

　息をするのもやっとだ。体中溶けてしまいそう。

　私はその場に崩れ落ちまいと、彼の背中に回した手に力を込めることしかできなかった。

　長いキスのあと、千賀さんは私を抱きしめていた。普段の強引な彼からは想像できないほど優しく。

　そして私もその腕の中で彼の胸の温度に心地よさを感じていた。

「つむぎ……、言っておきたいことがある……」

「なんですか？」

　腕の中、見上げるように彼を見る。

「実は……」

　話し始めた千賀さんの言葉を電話の着信音が遮った。

「チッ……」

　舌打ちをひとつして、電話に出た。

「あぁ、俺だ……それは確認できてるのか？　……あぁ」

　その声色からよくない知らせだとわかる。

　私も心配して彼の顔を覗き込んだ。

「悪い。すぐに戻らないといけない」

「仕事でトラブルですか？」

「あぁ」

　船を出すように指示をしたあと、すぐにどこかへ電話していた。

「今日の那覇からの便を押さえろ。ニューヨークへ一番早く着ける方法でチケットを取ってくれ。ああ、そうだ」

　まさか、行ってきたばかりのニューヨークに戻るのだろうか？

　そのあとも千賀さんは、ホテルに着くまで色々なところへと電話をかけていた。

　ホテルに着くと、ちょうど一階にあるガーデンレストランで琉成たちが食事をしていた。小西さんも一緒だ。

「史香、悪いが俺は先に帰る」

「え、どうしてよ。これからみんなでご飯なのに」

　残念そうに、千賀さんの腕に手を添えた。その光景を見てチクリと胸が痛む。

　私と千賀さんがキスしたからといって、小西さんとの関係がなくなるわけじゃない。

　さっきまで、ふわふわしていた気持ちが急にしぼんでいくのを感じた。

　ギュッと胸が締めつけられる。私は助けを求めるように、バッグの中にあるハンカチを出して握り締めた。

「仕事でトラブルだ。つむぎのこと頼む。姉貴」

　――え？

「千賀さん心配しないでください。つむちゃんには、アタシたちもついてますから」

　ショーさんが笑顔で千賀さんに話しかけた。

「あぁ、そうだったな」

　みんなの会話がどこか遠くに聞こえる。

「姉貴って、言った？」

「は？　姉貴……だけど？」

　不思議そうに私を見ている千賀さんにもう一度尋ねた。

「姉貴って、小西さんのこと？　だって苗字が違いますよね？」

　答えてくれたのは、千賀さんではなくて小西さんだった。

「こう見えても、私人妻なのよ。もう三年目」

「だって、ゆ、指輪だってしてないし」

「あははは、金属アレルギーなのよ」

　豪快に笑う小西さんの横で私はへなへなとその場に座り込んだ。

「どうした？」

「大丈夫か？」

　千賀さんと琉成の声が、同時に聞こえてきた。

「はい。平気です」

　私は琉成が引いてくれた椅子に座ると、目の前にあった水を飲み干した。

　お姉さんだったなんて、私ひとりで勘違いして空回りしてたの？

　そんな自分が恥ずかしくなって、頭を抱えた。

「おい、マジで平気か？　船酔いだったら横になった方がいいぞ」

　心配した千賀さんが背中をさすってくれる。

　しかし、到底言えそうにない。千賀さんと小西さんが恋人同士だと疑っていたなんて。

　手に持っていたハンカチで口元を覆う。

　しかし、そのハンカチを見た小西さんが声をあげた。

「あらっ？　このハンカチって史晴のじゃない？　失くしたって言ってたけど見つかったの？」

　嬉しそうに言う小西さんの言葉で私はまたパニックになる。

　このハンカチが千賀さんの？　どういうことか理解できない。

「そのハンカチ私が作ったのよ。だからどこかにイニシャルのＦ・Ｃって刺し繍しゅうがあるでしょ？」

　確かに小西さんの言う通り右下にある。私は千賀さんの顔を見た。

　すると、すっと視線をそらしてバツが悪そうな表情をうかべた。

「どういうことなんですか？　千賀さん」

「……それは」

　話し始めようとしたけれど、背後から走ってきた男性社員が焦った様子で千賀さんに話しかける。

「飛行機の便取れました。時間がありませんので今すぐ出発してください」

　汗だくの社員からどれほど急いでいるのかが伝わってくる。

「わかった。あと三分だけ待って」

　千賀さんは私の真ん前まで来て、屈んだ。

「この話は今すぐにできる話じゃない。中途半端に話してもモヤモヤするだけだろうし、きちんと俺の口から話をしたいと思っている。俺がニューヨークから帰ってくるまで待てるか？」

　本当はすぐに聞きたくてウズウズしている。けれどこんなふうに真剣に言われたら断ることなんてできない。

「わかった。ひとつだけ教えてください。このハンカチは千賀さんのなんですか？」

「……そうだ」

　まっすぐに目を見て言い切った。

「悪い、もう行かないと。最後まで旅行楽しんで。なにか困ったことがあったら、史香になんでも言えばいいから」

　そう言い残すと、千賀さんは男性社員とともに走り去った。

「ちょっと、つむぎどういうこと？　そのハンカチってあのときのハンカチでしょ？それってあのときの人が千賀さんだったってこと？」

「そうみたい……だね」

　私だってよくわからない。だから話を聞かれても困る。

「とにかく、みんな座って。お料理注文しましょう」

　その場を小西さんが仕切ってくれた。正直食欲なんてないけど、小西さんに聞きたいこともある。

　私はできるだけ落ち着くようにして、みんなと食事をとることにした。

　オーダーしたビールが全員の手に渡る。形ばかりの乾杯までは我慢したけれど、私は耐え切れなくて小西さんに尋ねた。

「あのハンカチ……本当に千賀さんのものなんですか？」

「間違いないわ……だけどこれ以上は私の口からはなにも言わない。その話は史晴から聞くべきだと思うから」

　確かにそうだ。ここで聞いてもあとで千賀さんから聞いても、事実は変わらない。ただ千賀さんの気持ちは千賀さんからしか聞けないのだ。

　おとなしく次に彼と会うときまで待つべきだ。

「わかりました。私、彼と話ができるまで待っています」

「そう。でも違う話ならしてあげるわ。史晴今日のスケジュール空けるために、前回のニューヨークでの仕事かなり詰めたらしいわよ。本当は沖縄も日帰りの予定だったのよ」

　ニコニコと嬉しそうに話す。小西さんが千賀さんを大切に思っていることがわかった。

「それを、絶対この日にしてほしいって頼んできたのよ。きっとつむぎちゃんの夏季休暇に合わせたのね。可愛いところあるでしょ？」

「きゃー。いつもはオラオラ言ってる感じなのに、そんなに優しくされたらキュンキュンしちゃう～」

　ショーさんが顔を赤くして、身をよじっている。

「つむぎったら、なんだかんだ言って、大事にされてて羨ましい」

　柚葉は唇を尖らせて頬ほお杖づえをついている。

「大事にされてるのかな……？」

「そうよ～。見えない優しさほど、心がこもっているものよ」

「正二郎さん、たまにはいいこと言いますね」

　柚葉の言葉にショーさんが睨みをきかせた。

　それから、みんなで食事をとった。沖縄の食材をアレンジした創作料理はどれも美味しくて、それまで色々あって食べ物を口にしていなかった私は、お腹が苦しくなるほど食べた。

　ふと、琉成を見るとなにも食べずにビールばかり飲んでいる。

「琉成……ちゃんと食べてる？」

　いつもは私にお酒の前に、必ずなにか食べるように言うのにどうしたんだろう。

「あぁ、さっきちょっと軽く食べたから」

「そっか、それならいいんだけど」

　いつもと違う様子の琉成が気になった。

　旅行で疲れたのかも。そういえば私も早朝からの撮影で眠くなってきた。

「あの、私すごく疲れたので先に休みます。柚葉、先に部屋に行ってるね」

「うん、わかった。私はもうちょっと飲んでいく」

　席を立ち、みんなに「お先に」と告げてエレベーターへと向かった。

　ボタンを押して、エレベーターを待つ。階数表示が間もなく一階を示そうかというとき、後ろから手をぐっとつかまれた。

「えっ？」

　振り向くとそこには、琉成がいた。

「つむぎ、俺も部屋に戻るから一緒に行こう」

「あ、うん。琉成も疲れてるみたいだから早く寝るといいよ」

　エレベーターにふたりで乗り込む。扉が閉まり、部屋のある階のボタンを押した。

「なぁ、つむぎ。お前千賀さんのことどう思ってるんだ？」

「え……どうしたのいきなり」

　柚葉やショーさんからはいつも根掘り葉掘り聞かれるから慣れてはいるけれど、まさか琉成がそんなことを聞いてくるなんて思ってもみなかった。

「どう思ってるんだ？」

　真剣に聞かれて、私は戸惑った。

　そのとき、さっきのクルーザーでのキスが脳裏に浮かんだ。

「嫌いじゃないよ……」

　幼馴染みの琉成に話すのはなんだか恥ずかしい。予期せずにされたキスだったが、嫌じゃなかった。

「それって、千賀さんがつむぎの〝ハンカチ〟の持ち主だからか？」

　確かに、あのハンカチは私の支えだった。それが千賀さんのものだとわかり、嬉しかった。

　けれどそれだけが理由かと聞かれれば違う気がする。

「どうだろう。まだよくわからない……」

　正直に答えた。

　エレベーターが到着して扉が開く。たしか琉成はもうひとつ上の階だ。

「おやすみ、琉成。また明日ね」

　振り返って手を振る私を、琉成はなにも言わずに見つめていた。扉が閉まるまでその視線は私に向けられたままだった。

　どうしたんだろう。もしかして酔っぱらった？

　仕事柄お酒には強いはずなのに、旅先で少し飲み過ぎたのかも。

　いつもと違う琉成が気になる。けれど私の疲れもピークにきていた。

　部屋へ帰ると、シャワーを浴びてすぐにベッドに入った。

　目をつむると、夕陽の海が思い浮かぶ。それと同時に千賀さんの腕のぬくもりが思い出された。

　それだけで胸が音を立てて苦しくなる。

　だけど、私は彼の偽フィアンセだ。育ってきた環境や今置かれている彼の立場が、私のそれとは違い過ぎることくらいわかっている。

　たとえ、ハンカチをくれたのが彼であっても、たとえ情熱のこもったキスをされても彼の横に立ち続けることはできない。

　――私は期間限定の彼の婚約者だ。

　自分の気持ちに気づいたと同時に、それが叶わないことにも気がついてしまった。

　翌日、私は切なさをお土産に沖縄をあとにした。

　千賀さんの一日も早い帰国を心待ちにして。




　あれから柚葉やショーさんは、電話で早く話を聞くようにと急かしてきたけれど、私は彼が会って話したいというのであれば、待つべきだと思った。

　よって今も、モヤモヤとしたすっきりしない気持ちのまま日々を過ごしている。

　千賀さんは明日の昼のフライトで日本へ戻ってくる予定だ。そのあと、時間をとってくれることになっている。

　今日は、通常業務の間に新しく派遣されてくる人の面談をした。派遣される本人と人材派遣会社の人が一緒に来て、私と佐藤部長が対応した。

　面談はつつがなく終わり、派遣会社の担当の人とともに今後のスケジュールについて話を進めた。

「では、よろしくお願いします」

　今度の人は、証券会社での勤務経験もあるから即戦力になる。比較的新しい金融商品や、システムについての説明は行わなければならないだろうが、それでも未経験者相手よりは教えやすい。

「あ……そうそう。俺これ見てびっくりしました。浦沢さん、ご結婚されるんですか？」

「え？」

「そうなの浦沢さん？」

　どうして、顔見知り程度の人に自分の結婚話を聞かされないといけないのだろうか？　不思議に思っていると、一冊の結婚情報誌が広げられた。

　そこにはあの日の模擬挙式の様子と一緒に、サウザンドブライダルの社長と婚約者という紹介文が書かれていた。

「いや～実は俺、今年結婚しようと思って色々準備しているんですよ。で、彼女と雑誌を見てたら、浦沢さんが載ってるじゃないですか。驚いちゃって」

　嬉しそうに雑誌を見せる派遣会社の担当さんと、それを興味深そうに見る佐藤部長。まさかこんな形で会社の人にばれるだなんて思ってもみなかった。

「完全なる玉の輿ですよね？　あれ、仕事はどうするんですか？　そうだ……浦沢さんに相談したら式場少しは安くなります……」

　嬉しそうに話をしていた担当さんだったが、私の顔が曇っているのを見て話を止めた。

「結婚って本当なの……浦沢さん。よかったなぁ」

　佐藤部長が私に尋ねる。私の過去のいきさつを知ってる部長は単純に私の結婚を喜んでくれているようだ。

　どう答えればいいんだろうか？　「本当は結婚しません、フィアンセのふりしてるだけです」と真実を言えばそれで済むかもしれない。でも他人が到底理解できる話ではない。

　それに千賀さんの会社も我が社で株式を運用していると言っていた。下手にここで真実を話してしまうと、そこから話がご両親に漏れてしまうかもしれない。

「あの……その話は後日、正式に決まりましたらご相談します。それまではおふたりとも、知らないふりをしてください」

　私はどうにか誤魔化して、その場を乗り切ることにした。しかし、ここで口止めしたところで、どこかから必ず漏れるはずだ。少しの時間稼ぎにしかならないだろう。

　佐藤部長は過去の私の辛い出来事を知ったうえで、この部署にやってきた私を歓迎して可愛がってくれている。営業職からコールセンターに異動になり腐りそうになっていた私が、今の仕事に誇りを持っていられるのも、良い上司に巡り合えたおかげだ。

　なのに、嘘をつかないといけないなんて。罪悪感で胸が痛んだ。

　チクチクと傷む胸をなんとか笑顔で隠して、通常の業務に戻った。けれど、雑誌の威力はすごく、思わぬ人物にまで知られてしまうことになる。




　私はその日、プラネットへと久しぶりに足を運んでいた。

　昼間の騒動が明日以降、尾を引かないように気分転換のつもりだった。

「あら、いいところに来たわぁ～。ご本人登場！」

　扉を開けると、声をかけるよりも先にショーさんの声に出迎えられる。

「こんばんは。なにかあったんですか？」

「あったもなにも、これすごいじゃないの!?　こんなに大きく写ってるなんて。ドレスも素敵だし馬子にも衣裳って本当に素晴らしいことわざだと思うわ」

　私の前に差し出されたのは、派遣会社の担当の人が持っていた雑誌と同じものだった。

「これ、誰のですか？」

　まさか、こんなところでその雑誌を手にすることになるとは思っていなかった。

「アタシのよ～いいわね。こんなドレス、アタシも着てみたいわ」

「オカマ用のドレスなんてあるんですか？」

　柚葉の言葉にショーさんが怒りを爆発させた。

「アンタ、オカマに失礼よ。オカマがドレス着ちゃいけないわけ？　あん？　全国のオカマに土下座して謝んなさい!!」

「いやーん。怖い。素朴な疑問をぶつけただけなのに」

　柚葉はカウンターの奥の琉成の後ろに隠れた。

「お兄ちゃんも、このつむぎ綺麗だと思うでしょ？」

「あぁ……そうだな」

　ちらっと見た琉成は、そっけない態度だ。嘘でも「綺麗だな」くらい言ってくれてもいいのに。

「あんまり綺麗だから、私つむぎのおばあちゃんに写メ撮って送ってあげたんだ！」

　ルンルン気分で、ピースをした柚葉が私にスマホを見せてきた。その画像には【サウザンドブライダルの社長　千賀史晴さんと、婚約者の浦沢つむぎさん】としっかり書かれている。

「柚葉、こればあちゃんに送ったのか？」

　私よりも先に琉成が声をあげた。

「え？　だって喜ぶと思って」

　琉成が、はぁ～とため息をついて頭を抱える。

「お前、なにやってるんだよ。ばあちゃんがこの記事鵜う呑のみにしたらどうするんだ？それでもしこれが嘘だってわかったら、またあのときみたいに落ち込むだろう」

　その言葉に柚葉の顔が一瞬で泣きそうになった。

「……どうしよう。つむぎ、ごめん。あんまり素敵だったからおばあちゃん喜ぶと思って。私どうしたらいい？」

　今にも泣き出しそうな柚葉を見て、責めることなんてできない。

　私はスマホを急いで確認すると、そこには着信履歴とメールの受信マークがあった。どちらも祖母からだ。

【相手がいるなら、紹介しなさい。それともこそこそ隠れて挨拶もできないような人なのかい？】

　この日初めて、祖母にメールの使い方を教えたことを後悔した。

　どうやって説明しようか。写真を見て私と千賀さんが婚約していると思っている祖母に〝婚約者のふり〟をしているなんてこと話せるわけがなかった。誰よりも私が結婚することを強く望んでいる祖母だ。本当のことを話せば卒倒してしまうだろう。

　次から次へとひとりで解決できないことが、湧いて出てくる。自分で蒔まいた種とはいえ、後悔が体中に渦巻く。嘘はこうやってどこからか破たんしていくのだと身をもって体験した。

　私、個人で判断できる話ではない。まだニューヨークにいる――もしくはすでに飛行機の中にいる――千賀さんに今、連絡はできない。

　すべては、明日だ。見かけによらず真面目な千賀さんのことだ。きっと戻ったらすぐに連絡をくれるだろう。

　そもそもあのハンカチのことも、まだ話を聞けていないのだ。

　あのハンカチを私に渡してくれたのが千賀さんだったら……私の支えになった言葉が彼の言葉だったのなら……私はハンカチを見つめて、自分の心の中と向き合った。

　とにかく彼に会わないといけない。

　私はごちゃごちゃした頭にいったん蓋をして、いつもよりもキツイお酒を琉成にオーダーした。

「あんたも、色々苦労するわね」

　ショーさんの言葉がこれほど身に染みた日はなかった。




　翌日、私は千賀さんと会うために待ち合わせ場所に向かった。最初は千賀さんの会社の近くでということだったが、無理を言って祖母の家の近くで待ち合わせをした。

　千賀さんと対策を話したあと、遅くなっても祖母にきちんと説明しておかなくてはいけない。場合によっては嘘をつくことになるかもしれず心苦しいけれど、引き受けたのは自分だ。せめて祖母に対する誠意だけは見せようと思って、直接顔を見て話をしようと思ったのだ。

　嘘つくのに、誠意もなにもないんだけど。

　心の中で自分を責める。

　待ち合わせの店は、駅前にあるチェーン店のシアトル系カフェだ。

　千賀さんから、少し遅れてくるとメールがあったので、私は窓際のガラス張りの席に座った。ここならば、遅れてきても私の場所をすぐに確認できるはずだ。

　注文したカフェラテを手に席に座る。日が落ちて少し経つがこの時季の夜はまだまだ蒸し暑い。冷たいカフェラテを一口飲み、落ち着こうと努力した。

　透明のカップの半分くらいを飲んだあたりで、ガラス越しに私を見つけた千賀さんが走ってくるのが見えた。巷ちまたではクールビズが推奨されているが、彼はきちんとネクタイを締めて、それでいて走っていても涼しい顔を見せていた。

　遠くからでも目を引くほどかっこいい。長い足であっという間にカフェの入口に到着した。

　彼は注文を済ませると、私の隣のスツールに腰かけた。

「待ったか？」

「いいえ。待ち合わせ場所、私の都合に合わせてもらってごめんなさい」

　事実それほど待っていない。それに今回は私の都合で場所を指定したのだ、少しくらい待ったとしても仕方のないことだ。

「別に構わないが、なにかあったのか？」

　色々あり過ぎてどれから話すべきなのか考えてしまう。千賀さんは焦ることなく私の言葉を待ってくれていた。

　やっぱり、ちゃんとハンカチの話から聞こう。一番気になっていることだし。

　私が口を開こうとしたとき、千賀さんが私の腕を叩いた。

「おい、あの人ずっとこっち見てるんだけど知り合いか？」

　パッと顔を上げてガラスの向こうに視線を移す。

　そこにいる人の姿を見て私は息をのんだ。

「お、おばあちゃん……」

「おばあちゃんって、お前の？」

　私はコクコクと頷くことしかできない。

　会ってすぐにでも祖母があの雑誌を見たことを話しておけばなんらかの対策がとれたのに、いや対策がとれないにしても千賀さんのことだから機転を利かせてくれるに違いなかったのに……後悔しても遅かった。

　私たちに気がついた祖母の行動は早く、すぐにカフェの中に入ってきた。

「つむぎ、ついてきなさい。そちらのあなたも一緒に」

「ちょっと……」

　声をかけた私をチラリと見ると、もうすぐ七十歳を迎えようとする人とは思えないほどの確かな足取りだ。

「あの、千賀さん。今日はこれで」

　家までついてきてもらうわけにはいかない。私はなんとか祖母の目を盗んで千賀さんを解放しようとした。

「なに言ってるんだ。肝心の話がなにもできてないだろう。それに俺も一緒にって言ってたし」

「だから、それは……」

　祖母が振り返る。

「こそこそ話してないで、さっさといらっしゃい。お話は家でたっぷり聞きますから」

　一度言い出すと聞かない人だ。私は千賀さんとの作戦会議ができないまま、ただ祖母のあとを追いかけるしかなかった。




　目の前には三人分の日本茶が並んでいた。

　私と千賀さんが古いちゃぶ台に並んで座り、向かいに祖母が座った。

　私と母が育ったこの家はかなりの年代物だ。祖母が大切に手入れをしているから〝趣がある〟と捉えられなくもない。

　しかし実情は廊下を歩けばギシギシと音がするし、大型の台風が来たときには雨漏りもする。その都度直してきてはいるがそれも限界があった。

　それに高齢の祖母がひとりで暮らすには、不便な箇所がいくつもある。就職して一年くらいしたときに、この家を処分して一緒にマンションで暮らそうと提案したのだが、祖母は頑としてここから離れないと言って譲らなかった。

　そのときから、私はできるだけこの家で祖母が快適に過ごせるようにリフォームの資金をせっせと貯めていたのだ。……その大半が、元彼の高級車の代金に消えてしまったのだけれど。

　しばらくの間、部屋が沈黙に包まれていた。いつまでもこうしていられないと思い私が口を開く。

「あの、おばあちゃん。こちら千賀史晴さんです」

「千賀史晴と申します」

　綺麗な仕草で頭を下げた。こういう場でも一切緊張しないのかいつもと同じ態度の共犯者を頼もしく思った。

「つむぎの祖母です。急にこんなあばら家に来てもらって申し訳ありません。早速ですが……」

　祖母はいきなり核心をついてきた。

「つむぎとのことは真剣なんですか？」

　単刀直入すぎるその質問を受けて、千賀さんが一瞬だけ目を見開いた。

　一体どう返すつもりなんだろう。

　どういうわけか、祖母が私たちのことを知ってしまったことはきっとすぐに理解してくれたと思う。そのうえで千賀さんなら私たちの関係をうまく祖母にわかってもらえるように説明できるのではないかと思った。

　しかし、そんな期待をした私が馬鹿だった。

「もちろん真剣です。ご挨拶が遅れたことお詫びいたします」

　すっと座布団から下りて、祖母に対して深く頭を下げた。

「ち、千賀さん、やめてください」

　止める私を無視したまま、頭を下げ続けている。

「では、雑誌に書かれていたことは本当なんですね？」

「はい」

　これが千賀さんの答えだ。祖母にも嘘をつくことがこの時点で決まってしまった。

　彼になにを期待していたというの？　あのとき私を救ってくれたのが千賀さんだからって今回も私を助けてくれるとは限らないのに。

　そもそも千賀さん自身は、私を助けたつもりもないのかもしれない。

　このとき私は初めて気がついた。どこかで彼が真実を祖母に話してくれると思っていたことに。

　本当に私を困らせるようなことはしないと思っていた。少なくとも私の知っている――あのハンカチをくれた――千賀さんはそういう人だ。

　それなのにおばあちゃんにまで堂々と嘘をつくなんて……。

　沖縄で距離が近づいたと思っていたのは勘違いだったようだ。彼にとってはキスくらいなんでもないことだったんだ。

　もし私のことを本当に思ってくれているのなら、経緯をきちんと祖母に話してくれるはずだ。

　――だって私と千賀さんが結婚するなんてことありえないのだから。

　ショックを受けている私を置き去りにして、ふたりは話を進めている。

「まだ日は浅いですが、真剣に結婚を前提にしたお付き合いをさせていただいています。本来ならば、許可を得て雑誌やマスコミ向けに発表をするべきでした。申し訳ありません」

　畳に顔をつけたまま、祖母の気に入るであろう言葉を次々と並べたてる。その効果は絶大で、祖母の顔はみるみる笑顔になっていった。

「まぁまぁ……顔を上げてください。つむぎがなにも話してくれないもので心配で」

「ごもっともです」

　顔を上げた千賀さんが、祖母に促されて座布団の上に戻った。私は視線で〝どういうつもり？〟と尋ねたけれど〝なにか問題でも？〟というような笑みを浮かべている。

　――この千両役者め。

　祖母はすっかりその笑顔に騙されてしまっていた。

「あ、そうだ。千賀さん食事は？　たいしたものはないんですが、いかがですか？」

「仕事がバタバタしていて食べ損ねていたんです。ありがたくいただきます」

「ちょ、ちょっと千賀さん!?」

　祖母に聞こえないように小さな声で千賀さんを咎とがめた。しかし彼は私の背中をポンポンと叩くだけだ。

　その行為が意図することはわからなかったけれど、彼がここで祖母の料理を食べるつもりだということだけはわかった。

「それじゃあ、少し待っていてくださいね。すぐに準備しますから。ほらつむぎ、ぼっとしてないで手伝いなさい。本当にこんなんでまともな結婚生活が送れるのか心配だよ」

　祖母のいないところで千賀さんと話をしたかったのだが、それも無理みたいだ。彼の顔を一瞬見て、祖母のあとを追って台所へと移動した。




　さっきまでお茶が並んでいた机に、今は祖母の手料理が並ぶ。こんな状況でなければ懐かしい味に私だって喜んだはずだ。

　イカと里芋の煮っ転がし、ホウレンソウの白和え、わかめと玉ねぎのお味噌汁にだし巻き卵、祖母特製の味噌だれをつけて焼いた豚肉は、私の大好物だ。

「年寄りが作る料理なので、特別なものはなにもないんですが。よかったら召し上がってください」

　祖母はそう言いながらお茶椀に山盛りの白いご飯を差し出した。

「ちょうど今日ニューヨークから戻ってきたばかりなので、こんなご馳走にありつけるなんてありがたいです。いただきます」

　丁寧に両手を合わせて、箸を持った。白和えから手をつけた千賀さんの反応を食い入るように祖母が見ている。

「美味しいです」

　彼のその一言を聞いて、祖母は安心したような笑顔を見せた。

「ほら、つむぎもしっかり食べなさい。どうせ普段、ろくなもの食べてないんでしょう？」

　図星でなにも言い返せない。

　私も箸を持って食事を始めた。とはいえ、とてもじゃないけど食欲なんてものは湧いてこない。けれど祖母を心配させたくないから一生懸命口に運んだ。

「ひと通りのことはできるように、育てたつもりです。料理の腕はまだまだですが、それなりに作れますから」

「実はまだ一度も手料理を食べたことがないんですよ。期待してる、つむぎ」

「あ……うん」

　ふたりの会話に合わせて頷く。顔をひきつらせないようにするだけで精一杯だった。

　食事が終わり、新しいお茶を淹れ、三人でもう一度机の前に座った。そこで祖母が居住まいを正して千賀さんを見つめた。

「ご存じかと思いますが、この子――つむぎには両親がいません。父親は生まれたときからおりませんし、母親も中学生のこの子を残して事故でこの世を去りました。家族と呼べるのはこの老いぼれだけです」

　祖母がどういう思いで話をしているのか考えると胸が痛んだ。

「はい。存じております」

　それを理解したのか千賀さんも話を合わせてくれた。

「恥を忍んで申し上げますが、この子の母親はひとりでつむぎを産みました。母親の私が願ったような幸せな結婚生活は送ることができませんでした。だからこそ、つむぎにはきちんとした――この子を幸せにしてくれる相手と普通の結婚をしてもらいたいと思っているんです」

「ちょっと、おばあちゃん」

「いいから」

　割って入った私を、千賀さんが止める。

「続けてください」

「こんな家庭で育ちましたが、祖母の私から見ても真面目で人のことを思いやれる子に育ったと思っています。だから、大切してあげてください」

　祖母の目に涙が浮かぶ。

「はい。そのお気持ちしっかりと胸に刻んでおきます」

「ありがとうございます」

　祖母が頭を下げる。その姿を見て私は泣き出しそうになってしまう。

　――全部嘘なのに。

　私と千賀さんが結婚すると信じて疑わない祖母に、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。どんな顔をして祖母を見ればいいのか、わからない。

　もし、これが全部お芝居だとわかったときの祖母のショックを思うと、自分がとてもひどい孫に思えてきた。

　隣の千賀さんは真剣に祖母の言葉に耳を傾けているように見える。

　この嘘を貫き通すためなら、このくらいなんでもないことなの？

　祖母に対する罪悪感と、千賀さんに対する不信感が胸の中を渦巻いている。

　私はそれ以上なにも言えず、祖母に見送られながら千賀さんとともに家を出た。

　少し歩いたところで、耐え切れずに私は千賀さんに食ってかかった。

「どうしてあんな嘘ついたんですか？　おばあちゃん信じてしまったじゃないですか！」

　祖母の嬉しそうな顔が目に浮かぶ。目頭が熱くなったが泣いていては話ができない。

「別に嘘はついてない」

　しれっと言ったその言葉が私の怒りの炎に油を注いだ。

「あれのどこが真実なんですか？　あなたの嘘に協力したおかげで、おばあちゃんだけじゃなくて、他にもあの雑誌を見て私たちが結婚すると思ってる人がいるのに。まるでなんでもないことのように言わないでください」

　興奮した私の腕を千賀さんがつかんだ。

「ちょっと落ち着け」

「こんなときまで命令しないでください。これからどうしたらいいんですか？　私ひとりじゃどうしたらいいかわかりません」

「だったら、俺と結婚すればいい」

　一瞬聞き間違いかと思った。

「なんで、こんなときに冗談なんか――」

「冗談なんかじゃない。お前と俺が結婚すれば全部真実になる」

　月明かりに照らされた千賀さんを見つめると、今までにないくらい真剣な顔をしていた。

「最初はただの興味本位だった。あのときあんなこと言ってた女が、どんなふうに変わったのか見てやろうと思って。でもすぐに考えが変わった」

　千賀さんが私の手をきつく握る。

「今は……お前が欲しくてたまらない」

　彼の言葉ひとつひとつが信じられない。目を見開いて言葉を失った私を、千賀さんは車に乗るよう促す。

「ちょっと付き合え。そこで話をする」

　私たちを乗せた車が、ゆっくりと夜の街を走り始めた。




　連れてこられたのは、あの結婚式場だった。

　そこは、三年前に元彼の結婚式が行われた場所――お見合いパーティーの前に私と千賀さんが、最初に出会った場所だ。

　時間はすでに二十三時を回っている。当然、鍵がかかっていたが、千賀さんが暗証番号を入力してセキュリティを解除し、扉を開けた。

　まず連れてこられたのは、元彼がガーデンパーティーを行った庭だった。私にとっては苦い思い出の場所だ。

「ここに連れてくるかどうか、正直迷った」

　それまでなにも言わずにいた千賀さんが口を開いた。

「たしかこの庭の隅っこで、無理矢理作った笑顔のお前が立ってたんだ」

　当時のことが思い出された。
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　元彼と別れて二ヶ月足らずで、私のもとにも招待状が届いた。ご丁寧に彼からメールで【ぜひ参加してほしい】との伝言つきで。社内のみんなに配られているものだったが、私に再びショックを与えるのには十分だった。

　少し癒されてきた傷がまた開く。それでも私はそんな傷がなかったかのように会社では振るまっていた。

　柚葉には「そんな式、行かなくていい」と言われたけれど、私は参加することにした。ショーさんは「いいじゃない、式場で〝この泥棒猫！〟とか言ってみたらすっきりするわよ」なんて言っていたけれど私にそんな勇気もないし、元彼のせいで会社でのキャリアを棒に振るつもりもなかった。

　それは私の小さなプライドだ。彼によって傷つけられたちっぽけなプライドだったけれど、式に参加することで私は平気だと……もうあなたのことなんて、未練の欠片もないんだと伝えたかった。

　しかし自分の意思で式に参加してみたものの、周りの好奇の目に私の神経はすり減ってしまう。このときには、噂はすでに広まっていて、知らない人の方が少なかったのではないだろうか。

　私の気持ちなどわからない人たちが、〝無神経〟だとか〝かわいそう〟だとか、こそこそと呟いた。普段ならば気にしないのだけれど、幸せそうな新郎新婦を見ているとなんだかやるせない気持ちになった。すでに彼との関係は終わっている。けれど一度ついた傷はなかなか癒えない。

　なんとか式と披露宴の間は耐えた。しかし二次会に向かう笑顔の集団に入ることができずに、私は人ひと気けのないトイレへと向かう。ここならば、少しくらい笑顔の仮面を外しても大丈夫だろう。

　奥まったトイレに入る手前に姿見がある。そこに映る私はひどい顔をしていた。きつく目をつむり、涙が落ちないようにした。そんな私の背後から誰かが声をかけてきた。

「来てくれて嬉しいよ。つむぎ」

　振り向くとそこには、元彼の――今日の主役であるはずの――弘樹が立っていた。

　驚いて声が震える。

「こんなところでなにをやってるの？　二次会に行かなくてもいいの？」

　必死で距離を取ろうとする。ニヤニヤと笑う醜悪な顔に嫌な予感がする。

「二次会まではまだ時間があるからさ。つむぎ……今日来てくれたってことは俺のこと許してくれたんだよな？」

　都合のいい解釈に、首を振って否定した。

「強がらなくてもいいって。俺も、あんな形でつむぎと終わったこと後悔してるんだ」

「な、なに言ってるの？　今、結婚式したばかりなのに？」

　ドンドン奥へと追いやられる。気がつけば男子トイレに足を踏み入れていた。

「そんなつれないこと言うなよ。実はさぁ、アイツすごいわがままでさ、ずっとつむぎが恋しかったんだよ。それに妊娠してから一度もヤラせてくれないしさ」

　なんて言い草だ。自分の妻になったばかりの人をこんなふうに言うなんて。

　呆れと怒りで言葉にならない。それに恐怖も加わる。

　ジリジリと追い詰められて、あとがない。

「だから、つむぎ。なぁ……いいだろう」

　アルコールの匂いがぷんぷんする顔が近づいてくる。

「やだっ！　やめて」

　声をあげたが、人気のないこの場所では無駄かもしれない。悔しさで涙がにじんでくる。必死に抵抗していたが諦めそうになったそのとき、声がかかった。

「あ、こちらにいらしたんですね、新郎様。新婦様がお探しでしたよ」

　弘樹の背中越しに見えたのは、身なりから判断すると、この式場の人だろう。

「それともお伝えしましょうか？　あなたの旦那様は他の女性をトイレで襲っていましたって」

　先ほどの柔らかい声とは違い、低く地を這はうような声だ。

「なに言ってるんだ。俺は別に……」

「急がれた方がいいですよ。新婦様ずいぶん怒っていらっしゃいましたから」

　その言葉を聞いて顔面蒼そう白はくになった弘樹は、すぐに私から離れて、トイレを出ていった。

「あの、ありがとうございます。助かりました」

　なんとか乱れていた呼吸を整えて、慌てて外に出ようとする。彼とすれ違うときにグイッと腕が引っ張られた。

「な、なにするんですか？　急いで出ないと他の人が来ちゃうから」

「当分は来ないですよ。表に清掃中のプレートを出しておきましたから。それに今出るとまだ彼がいるかもしれません。落ち着くまでこちらでお待ちください」

　彼の言葉に甘えて、その場で気持ちを落ち着けることにした。

　しかし時間が経つと、悔しさから涙が出てきた。

「なにか事情があるみたいですね。私でよければお聞きしますが……」

　どこかにすべて吐き出してしまいたかった。それを敏感に察した彼の提案に私は甘えることにした。

　そしてこれまでのいきさつをすべて話した。

「どうして、捨てられた相手の式になんて参加したんですか？」

　捨てられた……か。ずいぶんとはっきり言われてしまった。

「自分へのケジメと、小さな意地……それに彼からも出席してほしいって。その方が周りに私たちはもうなんの関係もないってアピールできるからだと思う」

「そこまで義理立てする必要あるんですか？」

　見知らぬ人だが彼の言う通りだ。

「ないと思う。でも結婚自体はおめでたいことでしょ。これが最後のプレゼントだと思うことにしたの。どうせなら彼にも幸せになってほしい」

「はぁ？　理解できないな。自分が傷ついてまで、他人の幸せ願うなんて」

「いいの。誰にも理解されなくても。でも彼にはもう子供もいるのよ。お父さんはいないより、いる方がいい。絶対」

　これは私の心からの言葉だ。

　自分が受けた嫌な思いがよみがえる。生まれてくる小さな命には同じ思いはしてほしくない。

　彼の顔を見ると私をじっと見つめていた。

「でもほんのちょっと意地悪したいって気持ちもある。本当は私を見て少しでも後悔してほしかった」

　自嘲を込めた笑みを浮かべると、目の前の彼がハッとした表情になる。

「こんな私でも、いつかここみたいな素敵な式場で結婚式できるかな？」

　泣き笑いの私に、彼がハンカチを差し出した。

「できますよ。あなたみたいな人にこそ、幸せになる権利がある。ここよりもっと素敵な式場で……あの花嫁よりも素敵な笑顔で。そのときは俺が最高の式にしてあげますから、どうぞサウザンドブライダルで式を挙げてください」

　私を励ましてくれているのがわかる。私は彼の笑顔につられるようにして口角を上げた。

「じゃあ、私が式を挙げるときはあなたが担当してね」

　他人にだから話せる本音を口にしたことで、いくぶん気持ちが軽くなった。

「人の幸せを心から願うあなたが、いつか幸せな花嫁になることを祈っています」

　そう言って彼は、ハンカチを残していなくなったのだった。

　――あなたみたいな人にこそ、幸せになる権利がある――

　彼のその言葉が胸に深く刻まれた。
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「あのとき私にあそこで声をかけてきたのって、やっぱり千賀さんだったんですね？」

「あぁそうだ。あのときはまだ社長でもなかったからな。バイトのふりして潜り込んで偵察してたんだよ」

　経営側にいる人間が偵察？　なんだか腑に落ちないけれど、あのハンカチはやっぱり千賀さんが私にくれたものだったんだ。

「あのとき、会場で給仕してて面白い話を聞いたと思ったんだ。一体どんな悪女が結婚に横やりを入れたんだろうって。式をぶち壊すつもりなのか、今日ずうずうしくも出席してるって聞いて俺の好奇心が煽られたんだ。どんな顔してるんだろうって、本当に悪趣味な興味でお前を探した」

「本当に悪趣味」

　私は千賀さんを睨んだ。

「そこは謝る。当時俺はこの業界で自分が働くことに違和感しか持ってなかった。うちの両親はお互い愛人がいる、絵に描いたような仮面夫婦だったし、そんな中で育った俺は、愛だの恋だのそんな曖あい昧まいなものが存在するなんて思えなかった」

　ゆっくりと歩きながら、話をしている。私はそんな彼の背中を見ながら一緒に歩いた。

「興味本位であとをつけたら、新郎に襲われそうになってただろう」

　それで清掃中のプレートを立てて、誰も入れないようにしてくれたんだ。不器用だけれど優しい。今の千賀さんと変わらないように思えた。

「あのとき、お前が〝いつかここみたいな素敵な会場で結婚式がしたい〟って言った一言がすごく心に残ったんだ。傷ついているはずなのに、傷つけた相手のために式にも参列して、同僚になに言われても涙を耐えて……それなのに、まだ将来に希望を持って幸せになりたいって素直に思える純粋な気持ちに触れて、俺はやっと自分の仕事のやりがいみたいなことを感じることができたんだ」

　千賀さんが私を振り向く。そしておもむろに私に手を差し出した。

　私は戸惑うことなく、彼の手に自分の手を重ねる。それが自然なことのように思えた。

「だから今の俺があるのは、お前のおかげ」

　ゆっくりと広い庭を横切って、チャペルへの扉を千賀さんが開く。

　真っ白な祭壇からは、月明かりが差し込んでいて息をのむほど幻想的だ。

　私たちは手を繋いだまま、祭壇まで歩く。

「そのあと、がむしゃらに俺は仕事をした。だけど仕事をすればするほどむなしくなっていくことも増えてきて……結婚っていう祝い事の仕事だが、会社として成り立っている以上利益を追求しないわけにはいかない。社員や株主や投資家。それとお客様。最善のバランスを保つ中で、行き詰まりを感じることが増えてきていた。自分のやってることが正しいのかどうかわからなくなっていた矢先……」

　千賀さんが祭壇に向けていた視線を私に移した。

「お前が、また現れたんだ。あのハンカチを持った……お前が」

　まっすぐに見つめられた私は動くことができない。

「俺はすぐに気がついたのに、お前は全然気がつかない。しかも俺を結婚詐欺師扱いだ」

　からかうように私の顔を覗き込んできた。そのときのことを思い出して、瞬時に頬に熱がこもった。

「だけど、あれから三年以上も経つのに変わらないお前が、なんだか嬉しかった。知らない男とタクシーには乗るわ、詐欺師の毒牙から他の女を守ろうとするわ、挙句の果てに脅されたとはいえ、初対面同然の男の偽フィアンセになるわ……相変わらずの優等生のお人好しぶりを見て……心から安心した。それと同時にあのときの約束を俺の手で果たしたいと思ったんだ」

　あのときの約束って……。

「『俺が最高の式にしてあげます』って約束してくれたこと？」

「あぁ」

　頷いた彼が私の両手を握った。

「俺のそばにずっといないか？　偽フィアンセじゃなくて、俺の本物のフィアンセとして寄り添ってほしい」

　彼の瞳の中にある情熱が私にも伝わってくる。

　あの日、私を勇気づけてくれて今も私の心の中にある言葉をくれた相手が目の前にいる。

　私と一緒にいたいと言ってくれている。

「でも……あの」

　この期ごに及んで、なかなか〝はい〟と言えない。我ながら真面目で面倒な女だ。

「そうか、じゃあ。俺にこうされるのが嫌か？」

　彼の手の甲が、ふんわりと私の頬を撫でる。私はそっと目を閉じた。

「嫌じゃ……ない」

　優しい手触りがむしろ心地よい。

「じゃあ、これは？」

　彼の大きな手が私の髪を梳すいた。

「嫌じゃない……」

　目を開けて、至近距離で彼を見つめる。

「じゃあ……これは？」

　彼の整った顔が、だんだんと私に近づいてきた。

　私は自然と目を閉じる。

　かすめるくらい軽く触れた唇が、一度離れる。そしてすぐに優しく彼の唇に包まれた。

　優しく温かいキスは、私の戸惑いを溶かしていく。

「これは？」

　唇が触れ合う距離で、熱のこもった視線で彼が問いかけてくる。

「……好き」

　もう逆らえない。私は彼の腕をギュッとつかむ。

「契約成立」

　ニヤッと笑った彼の瞳に魅入られた私は、そのままもう一度彼に唇を奪われた。今度は角度を変えて何度も深く。それはお互いを結びつける誓いのキスのようだった。




　そのあと、フワフワした感覚のまま、千賀さんに手を引かれて歩いた。先ほど歩いた道を戻る。苦い思いをしたはずの庭が、今は別世界のように見えた。

　今まで何度か手を握られたことはあったけれど、今は手を〝繋いでいる〟のだ。同じ行為なのに、ここまで気持ちの昂たかぶりが違うなんて新しい発見だ。

　歩いている間会話はなかったけれど、ふたりの周りの空気がなんだかくすぐったく感じる。隣を歩く千賀さんをチラリと盗み見るけれどまっすぐ前を見ていて、なにを考えているかわからない。でも繋がれている手があったかくてそれだけでも、さっきまで不安でいっぱいだった私の心を満たしてくれた。

　しかし、穏やかな時間はアクシデントによって終わりを告げた。庭園に設置してあるスプリンクラーが作動したのだ。私と千賀さんめがけて水が飛んでくる。

「わっ！　なんだこれ。走れ！」

「冷たいっ！」

　手を引かれて必死に彼についていこうとするけれど、ヒールの靴では芝生をうまく走れない。足をもつれさせながらやっと水のかからないところまで避難する。

「ったく、誰だよ。こんな時間にスプリンクラーのタイマーセットした奴」

　千賀さんの前髪からぼたぼたと水がしたたり落ちている。私も同じようにびしょ濡れだ。

　雨も降ってないのに、いい大人がふたり濡れ鼠ねずみになってる姿が妙におかしくてふたりで顔を見合わせて笑う。

「なに笑ってるんだよっ！」

　千賀さんが私を軽く押して、もう一度スプリンクラーの中へ押し入れようとする。

「ちょ、ちょっと。やめてください」

　私が彼の腕を引っ張ると、よろけてふたりとも倒れ込んで尻もちをついてしまう。そしてそこにまたもやスプリンクラーの水が激しく攻撃してきた。

「あははは！」

　なんだか馬鹿らしくて、私の笑いが止まらなくなった。同じように千賀さんも子供のように大笑いしている。

　彼が手を伸ばしてくれた。私はそれにつかまり立ち上がり、ビショビショのお互いの顔を見て笑い合う。

「沖縄のときといい、お前といるといつも濡れてるな。ほら、そろそろ行くぞ」

　笑顔の千賀さんの手をもう一度しっかりと握り直した。

　しかし車に到着して困った。この高級車にこんな濡れ鼠のまま乗り込んでいいのだろうか。

　そんな私の迷いなんて知らない千賀さんはそのまま車に乗り込んで、内側から助手席のドアを開けてくれた。

「ほら、乗って」

「でも……こんなに濡れてるし」

「同じぐらい濡れてる俺が乗ってるんだから、別に構わない。早くしないと置いてくぞ」

　それは困る。私は急いで助手席に乗り込んだ。

　ゆっくりと車が走り出した途端〝クシュン〟と盛大なくしゃみが出た。すぐにクーラーを切ってくれたが、続けざまに二回くしゃみをした。

「いくら夏でも、風邪ひくかもな……」

　そこで一呼吸置いた千賀さんが、まっすぐ前を向いたまま私に問う。

「俺の部屋に来るか？」

「え……」

　なんて答えたらいいんだろう。下手に拒否すると自意識過剰に見えるし、かといってすぐに「はい」と答えていいものか。私はどう答えるべきか考える。

「はい、時間切れ」

「え？」

　すぐに車はウィンカーを出してＵターンした。明らかに私のアパートとは反対方向だ。

「ちょっと、私まだ返事してないです」

「時間切れ。なんでも即断即決が俺のビジネススタイルだからな」

「これ、ビジネスじゃないです」

「屁理屈言うな。生意気だぞ……。でも冗談じゃなく早く体を温めた方がいいだろ。マジで風邪ひく」

　確かに彼の言う通りだ。スプリンクラーではしゃいで風邪をひいたなんて、社会人失格だ。私は千賀さんの申し出に甘えることにした。




　部屋に到着すると千賀さんにすぐにバスルームへと押し込まれた。ありがたく先にシャワーを使わせてもらう。

　バスルームはとにかく広く、ラウンド型のバスタブにはジャグジーがついているし、ミストサウナまでついていた。

　豪華さに圧倒されながらシャワーを手早く浴び、体が温まるとなるべく早く出た。千賀さんだって同じように水に濡れているんだからグズグズはできない。

　バスルームから出て、新聞を読んでいた千賀さんの背後から声をかける。

「あの……シャワーありがとうございました」

　用意してくれていたコットンのシャツに袖を通して、スウェット素材のハーフパンツを借りる。どちらもぶかぶかでシャツは何度も袖を折り返した。

「出たのか……っ」

「千賀さん、どうかしましたか？」

　こっちを振り向いた彼が、一瞬停止したようにみえて声をかける。ハッと目を開いてからすぐに立ち上がった。

　キッチンへと消えた千賀さんが、戻ってくるとミネラルウォーターのペットボトルを私に放り投げた。

「お前の服は、乾燥機に放り込んである。そこらへんで座って待ってろ」

　ボトルをキャッチして私は「はい」と返事をした。その返事を待たないうちに彼はバスルームへと向かった。

　大きなソファに座って、主のいなくなった部屋を見渡してみる。

　以前、不可抗力ながらここに来たときは、連れてこられたときの記憶はなかったし、出ていくときも仕事に行くために急いでいた。

　改めてじっくりと見る。エレベーターに乗って押されたボタンは、たしか三十二階。エレベーターを呼ぶために暗証番号を入力していたのを思い出した。連れてこられた部屋はリビング・ダイニング、それとアイランド型のキッチンがひと続きになっていた。

　ブラックとシルバーを基調にしたリビングからは、広いバルコニーが見えた。

　うちとは桁けた違いだ。ここの家賃二、三ヶ月分で、祖母の家のリフォームができそう。

　別に自分を卑下するつもりはないけれど、心を通わせた相手が、思っていた以上にすごい人だと改めて感じた。

　ここに住めるだけの仕事をして、責任を負っているということだ。それまで見えていなかった彼の一面を垣間見た気がした。

　手元のペットボトルを眺めていると、背後から手が伸びてきた。

「あっ……」

　振り返ってみると、そこには千賀さんがいて私から奪ったミネラルウォーターをごくごくと飲んでいた。

　いつもと違う、お風呂上りの無造作な髪、すこしくたびれた白いＴシャツにグレーのスウェットを腰で履いている。いつもスーツでかっちりしている千賀さんとはまったく違うスタイルに、思わず見とれてしまう。

「なに？　まだ飲みたかったのか」

「え、あ……違います」

　あなたに見とれていました、なんて言えない。私は不自然でないように目をそらした。

　そんな私の内心を知ってか知らずか、千賀さんは肩にかけたタオルで頭をガシガシと拭きながら私の隣に座った。

　広いソファーなのに、私の隣に。

　近い距離に驚き、そして彼から漂う香りが自分と同じだと気がついて、今の状況を把握した。そんなことを意識していると思われたくなくて、立ち上がった。

「あとどれくらい乾燥に時間がかかるか、見てきます！」

　歩き出そうとした瞬間、慌てていたせいで毛足の長いラグに足をひっかけてしまう。

「きゃっ！」

「おっと」

　私は、そのまま千賀さんの胸に抱きとめられるようにして倒れ込んだ。

「ご、ごめんなさい」

　急いで離れようとしたけれど、背中に回された千賀さんの手がそれを許してくれない。そこだけが、一段と熱を帯びているような気がする。

　――きっと気のせいじゃない。

「ちょ……あの」

　慌てている私をよそに、彼の手に力が込められた。

「お前が悪い……」

「だから、すぐに退どきますから」

　なのに、ますます強く抱きしめられて離れることができない。千賀さんは私を抱いたまま体を起こした。そして私の洗ったばかりの髪に顔をうずめた。

「俺は我慢してたのに、お前が煽るのが悪い」

　私の髪を耳にかけてくすぐる。

「っ……シャワー浴びるだけじゃなかったんですか？」

「いや、そんなこと言った覚えはない」

「そんなの……ずるいです」

　顔を上げ、千賀さんの目を睨む。

「そうだ、俺はずるい男だ」

　目を少し細めた千賀さんの指が、私の背中を下からツーっとたどり、うなじに手を添える。そして驚いて抵抗することのできない私の唇を奪う。

「……んっ」

　強引だけど、でも柔らかい唇に、まんまと手なずけられてしまう私。唇が離れ、鼻先が触れるほどの距離で彼が私に尋ねた。

「……嫌か？」

「またその質問ですか？」

　私がどう答えるかわかっているくせに。

「まぁ、嫌って言ってもやめる気ないけど」

　立ち上がった彼が私の手を引いて、歩き始めた。

　行き先は寝室。彼の手がこれまで繋いだどんなときよりも熱い。

　寝室に着くと、私はスプリングのきいた大きなベッドにゆっくりと座らされた。フロアランプをつけた彼が私をまっすぐ見つめている。

「たまには、濡れるのも悪くないな。あのスプリンクラーのタイマーをセットした奴は昇給してやろう」

　私に向かって歩きながらニヤッと笑った彼が子供みたいで、私の緊張が少し和らいだ。彼が私の隣に座り、肩に手をかけた。

「ぜひ、そうしてあげてください」

　私の答えにクスッと笑った千賀さんは、その孤を描いたままの唇をそっと私に寄せてきた。

　額、目尻、頬、そして唇の端。触れるか触れないかのキスはくすぐったいけれど、胸をドキドキさせるには十分だ。

　そして彼が優しく私の髪に両手を差し入れ、唇にキスをした。

　今までのキスとは違う、熱くて……深いキス。何度も角度を変えてより深く私を味わおうとする彼の舌先が、隠れていた私の舌を捉えた。

　ぶるりと体が震える。

　今までしてきたどんなキスよりも、荒々しい。けれど彼が私を欲してくれていることが伝わり私は必死に応えた。

「ん……っ……ン」

　正直久しぶりすぎて、この先の手順が曖昧だ。そもそもこの人に今までの私の経験が通用するのかさえもわからない。

　キスしたまま、彼が私のシャツの第二ボタンまで器用に外した。

「めんどくさい」

　ふと唇が離れると、眉間に皺を寄せて一言つぶやいた。そしてそのままシャツの裾をたくし上げて引っ張る。私はされるがまま〝万歳〟のポーズになりそのままシャツをはぎとられてしまう。

「きゃ……っン」

　悲鳴も、反論もさせてもらえない。私の唇はまた千賀さんに捕まってしまった。

　そしてそのまま背中に手を回されて、ブラのホックが外される。締めつけがなくなるとなんだか心もとなくなり、両手で自分の胸を押さえた。

「隠すなよ。全部……全部見たい」

「だ、だって……や、ちょっと」

　はぎとられたブラが、床へと放り出される。指が背中を下降してハーフパンツにかかった。ゾクゾクとした感覚が体を駆け巡ったが、私の羞恥心が彼の手を止める。

「ま、待って……自分でできるから」

　脱がされるよりは、自分で脱ぐほうがマシ。私は彼に背をむけるとゆっくりと下着姿になった。

　パサッと音がして彼の着ていたＴシャツが床に落とされたのが見えた。振り返ろうとすると、背後から彼に抱きしめられる。

　肌と肌が直接触れ合う。彼の体温が私の体を熱くした。

　耳元に彼の吐息を感じる。

「んっ……」

　いきなり耳に濡れた舌が差し込まれ、形をたどるようにされたあと、耳たぶを優しく食はまれた。

　ありえないほどの熱を持って、耳がジンジンする。それだけで顎を突き出すような形でのけぞってしまう。

　耳への刺激を続けながら、彼の大きな手のひらが私の体を行き来する。そろそろと撫でたり、ときには力を入れて刺激を加えたり。

　どんどん呼吸が荒くなる、気がつけば私はベッドに横たえられていた。彼が私の首から順番に全身に口づけていく。私の体が彼のものに塗り替えられていくような気がした。

　余すところなく触れられ、口づけられる。

「ち……がさんっ」

　彼が全身に口づけていくたび、私の体の中に熱がこもっていく。

　私の口からは言葉にならない嬌きょう声せいだけが漏れる。

　千賀さんは優しく激しく私のすべてを暴いていく。

　それは私に未知の感覚を与えた。

「あっ……あっああ！」

　体の中の熱がはじけそうになる。でもあと少しというところでふと彼の動きが止まった。

　私はつむっていた目を開けると、彼は私をまっすぐに見つめていた。一度の瞬まばたきもせずに、熱のこもった視線を向けてくる。

「いいか？」

　それが意味することがわかり、私は頷いた。

　千賀さんが私の手をぎゅっとにぎり、指と指が絡み合う。

　熱のこもった表情をした彼の顔が近づいてきて目を閉じた。

　そして唇が重なると同時に衝撃が走った。

「いっ……あぁ」

　彼が私の中へと入ってこようとして、久しぶりの感覚に思わず声があがった。

　私の声に彼の動きが止まる。

「悪い……もっとゆっくりする」

「大丈夫だから」

　痛いわけじゃない。でも久しぶりの衝撃が声になって出てしまった。下唇を噛んで衝撃をやり過ごす。

　約束通り、彼はゆっくりと繋がると、私の体に覆いかぶさるようにして抱きしめてくれた。

　心も体も彼でいっぱいだ。

「あーやばいっ……」

　彼を見ると眉間に皺を寄せて苦悶の表情を浮かべているように見えた。そんな顔するのを初めて見たので、不安になる。

「どうしたんですか？」

　心配する私を見て、千賀さんが私の頭を優しく撫でた。

「そんな顔しなくていい。気持ち良すぎてやばいだけだ」

　言うや否や、彼はもっと深く私と繋がろうと動き始めた。

　抱きしめられた体が彼と交じり合う。その熱がお互いを溶かしてしまいそうだ。

「好きだ……。やっと俺のものだ、つむぎ」

　彼が熱い声でそう漏らしたとき、私の体を突き抜けるような感覚が走り、彼に必死にしがみついた。




　ギシリとベッドの軋きしむ音で目が覚める。薄暗い部屋の中で、彼のしなやかで適度に鍛えられた背中が見えた。ベッドから立ち上がった彼が振り向き、目が合う。

「悪い、起こしたか？」

「……ううん」

　さっきまでのことが脳裏をかすめて恥ずかしくなる。シーツを無理矢理引き上げて私は顔を隠した。

「隠れてないで出てこい。ほら」

「わ！」

　シーツがはぎとられて、ミネラルウォーターの冷たいボトルが頬に触れた。

「喉乾いてるだろう。飲め」

　こんなときまで命令口調。まあ彼らしいと言えば彼らしい。

　肘で体を支えるようにして体を起こしてペットボトルを受け取った。一口飲むと、体に冷たい水がしみわたる。

「喉乾いてたんだろ？」

　飲みながらコクコクと頷く。お水がすごくおいしく感じる。

「だろうな……あんだけ大声上げてれば仕方ないな」

　な、なんてこと言うの!?

「ごほっ……ごほ」

「おい、大丈夫か？」

　激しくむせた私の背中を千賀さんがさする。一体誰のせいだと思ってるの？

「ち、千賀さんが変なこと言うから」

「別に、俺は事実を伝えただけだ」

　世の中には言わなくてもいいこともあるって、この俺様は知らないのかもしれない。私はこれ以上の議論を諦めた。

　私の隣に千賀さんが寄り添うようにして座る。肩と肩が触れて、そのぬくもりが心地いい。

「疲れてないか？」

　私の手をそっといたわるように、優しく包む。普段は強引なのに今は、私に触れる仕草のひとつひとつが優しくて、そのギャップが驚きでもあり嬉しくもある。

「ちょっと、疲れました」

　繋いでない方の手で私の頭を彼の肩に乗せる。私はされるがまま彼に身を預けた。

　今日まで何日か、自分の足元が不安定で揺れていた。自分の置かれている状況なのに、どうやって対処するべきなのか、自分がどうしたいのかさえもわからないまま過ごした時間は、不安をどんどん大きくしていった。

　だけど、こうやって彼への気持ちを認めて、彼に愛されるだけで満たされた。これから先のことがすべて解決したわけではない。けれどこれまでのように、ただ不安で仕方がないという状況とは、まったく違う。

　私はふと、疑問に思ったことを聞いてみた。

「さっき、あの……『やっと俺のものだ』って言ってましたよね」

　居心地が悪そうに千賀さんが目を泳がせた。

「なんだよ。話をぶり返すつもりか？」

　そっけなく私の方も見ない。

「ぶり返すってわけじゃないんですけど、どうして最初に〝偽〟フィアンセだなんて言ったんですか？」

　もし千賀さんの言う通りならば、その場でもっと別の方法があったと思う。少なくとも慰謝料たてに私を脅すなんてことしなくてもよかったのに。

「あ～なんだよ。別に今さらどうでもいいだろ？」

　それまで繋がれていた手が離されて、彼が髪をガシガシとかいている。

「だって、気になる」

　はぁ～と盛大なため息をついて、彼が観念したように話し始めた。

「なんとなく、お前にもっと近づきたいと思ってたんだろうな。頭のどこかで」

　千賀さんの顔が赤い。薄明りでもわかるほどだ。

「それに、お前が俺のことまったく覚えてないのが悪い。俺だけが覚えてるなんて、ダサすぎる。だから俺と過ごしているうちに思い出させてやろうと思って」

「へ？　そんなこと」

　予想外の答えに驚くと同時におかしくなって笑い出してしまう。あんなにいつも自信に満ち溢れている彼が、そんな小さなことを気にしていたなんて。

「笑うな。お前は本当に性た質ちが悪い」

「どうしてですか？　私は別になにも――」

「お前がかかわることになると、途端に余裕がなくなるんだよ。本当はもっと時間をかけて話をするつもりだったのに、こうも段取り無視で話が進むなんて完全な誤算だ」

　眉をひそめて悔しそうにしている姿が、やっぱりおかしくて笑ってしまう。

　クスクスと笑う私の頬を彼が優しくつねった。

「痛い」

「笑うな」

　そんな拗すねたような顔もできるんだ。今日は色んな彼が見られた。

「お前のせいで、俺のプライドはズタズタだ」

「大袈裟ですよ」

　顔を覗き込むと、視線をそらして唇を尖らせた。

「見るな」

　顔を背ける彼がおかしくて、笑いが止まらない。声をあげて笑う私の肩を彼が急に抱き寄せた。そしてまだ笑っている私の口をふさいだ。彼の強引な唇で。

「あ……ン、ちょ……」

　形ばかりの抵抗を見せた。彼もそれに気がついている。

「おしゃべりは、おしまいだ。もっと別の声が聞きたい」

　熱い瞳で見つめられた私は、自分から唇を寄せて彼の言葉に応えた。







第五章　その女、お人好しにつき　ｓｉｄｅ千賀













　それは偶然だった。

　俺の人生に一度かすっただけのその女が、まさかもう一度目の前に現れるなんて、思ってもみなかった。

　――あのときまでは。




「ったく、あの運転手何度同じ失敗すれば気が済むんだ」

　迎えの時間に間に合わないなんて初歩的なミス、まさか二度もするとは……。

　取引先から、仕事の会場への移動のために頼んでおいた運転手がいない。周りを見渡してもタクシーもなく、スマホの地図アプリを立ち上げてタクシーが停車していそうな駅前を目指した。

　五月のさわやかな季節のはずだが、楽しむ余裕さえ俺にはなかった。

　分刻みのスケジュール。慢性的な睡眠不足。周囲からのプレッシャー。

　仕事のやりがいを差し引いても、ここのところの俺は疲れ切っていた。

　夢や目的もなく、ただ目の前の山積みの仕事をこなしていく日々に嫌気がさしていた。

「あ、あった。タクシー乗り場……」

　駅前のタクシー乗り場でタクシーを見つけ、乗り込もうとしたそのとき。

　――ドンッ！

「痛いっ！」

　女の声が聞こえ、咄嗟に謝る。

「あ、すみません」

　小さすぎて気がつかなかったが、そこには驚いた顔の女がいた。

　タクシーに乗ろうとしていたのだろう。けれど次の仕事まで時間がない。このまま譲ってもらうことにしたが、女はそれを許さなかった。

　面倒だな。

「チッ！」

　それまで丁寧な態度を取っていたものの、本音がついに出てしまう。

　女の顔に怒りの色がさした。

　クルクル表情が変わって面白い奴。

　状況が状況なのに、なぜだかそのポンポン返ってくるやり取りが面白くなってきた。周りにいる女たちとは明らかに違う。俺の立場を知らないその女は媚こびたり、ねだったりをしない。

　気持ちがストレートに伝わってくるやり取りが新鮮だった。

　結局タクシーの運転手の仲介で同乗することになったが、男の俺はいいとしてもなにかあったらどうするつもりなんだ？

　心配になるほどお人好しの女との飾らない会話を楽しみながら、俺たちを乗せたタクシーは目的地に向かう。

　そのときその女が手に持っているハンカチが目に入った。

　嘘だろ……まさかあのときの!?

　しかし確認する間もなく女はタクシーを降りた。




　たまたますれ違ったふたりの道がもう一度かすっただけ。ただそれだけだとそのときの俺は思っていた。このあとすぐに俺たちの道がもう一度重なるなんて想像もしていなかった。




　それは、うちの会社が運営する結婚紹介所のお見合いパーティーだった。その会社の代表も務める俺は、新しい結婚式場の宣伝を兼ねて今日のお見合いパーティーに顔を出していた。

　そこにあのタクシーの女が現れたのだ。

　小さな体で俺を精一杯睨みつけて威い嚇かくしている。でも俺からすれば、子猫が毛を立てているようにしか見えない。

　しかし、それ以上しゃべらせていると面倒なことになる。今日はマスコミも多い。

「だって、この人結婚詐欺……うぐっ……ふがっ！」

　後ろから抱え込んで口元を覆い、強引に黙らせた。

　手足をばたつかせながら、口元を押さえる俺に抵抗しているこの女。

　本気で面白い奴だな。

　俺の言葉を勘違いして、正義感からしなくてもいいおせっかいして。

　別室に連れていった彼女に俺は言い放った。

「お前さぁ……俺と結婚しろよ」

　目を白黒させている彼女を見ていると、おかしくてたまらなくなる。

　俺は彼女の失態と、自分の立場を利用して、結婚を迫る両親へのカモフラージュのために彼女をフィアンセに仕立て上げることにした。

　どうしてこんなことを思いついたのかわからない。けれど本能が彼女を自分のそばに置きたいとそう判断した。

　つまらない日常のちょっとした遊びのつもりだった。

　あのハンカチを持つ、お人好しで向こう見ずな彼女のそばに少しの間でもいたいと、そう思った。その日から俺の単調だった毎日が色づき始めた。
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　数日後仕事の打ち合わせで姉の史香のオフィスに出向いた。

　姉貴とかかわるのは色々と面倒だが、我が社の売上の多くを占めるこの部門の今期の状況を把握しないわけにはいかない。

　一通りやり取りして、出された紅茶を飲んだ。

「史晴……あなた最近すごく機嫌がいいわね」

「そうか、別にいつもと変わらないが」

　史香のからかうような言葉に冷たく返す。

「なによ。隠してもこの私にはすぐにばれるんだから、さっさと白状しなさい」

「なんでもない。ただ面白いおもちゃを見つけただけだ」

　昨日、初めてつむぎの行きつけの店に行った。

　あのときのアイツの驚いた顔を思い出したら、それだけでも吹き出しそうだ。

　本当になんでも顔に出る。裏表のないその態度がおかしくてついつい反応を見たくなってからかってしまう。

　俺も大概ガキだな。

　でもあの店にいた、バーテンダー。アイツはつむぎのなんだ？

　俺を見る目からただの客とバーテンの関係でないことはわかる。俺に向けてきたあの視線の意味がわからないほど俺は鈍くない。

「史晴、急に黙り込んだと思ったらニヤついたり眉間に皺を寄せたり……気持ち悪いわね」

　急に史香に話しかけられて、自分がどんな顔をしていたのだろうかと思う。

　どんな場合でも冷静に、貼りつけた笑顔で感情を表に出すことなんてしなかったのに、つむぎの癖が俺にまで移ってしまったみたいだ。

「それより、土曜のパーティーどうするの？　私は用事があるからパーティーには行かないつもりだけど。きっとお母さん、また性しょう懲こりもなくあなたの見合い相手連れてくるわよ」

「そうだろうな……」

　三十を超えたあたりから、周りから結婚するように強く勧められるようになった。自分のやっている仕事や立場上、いつまでも独身でいるわけにはいかないということは俺だって十分理解している。

　会社を大きくするために必要なら、政略結婚だって悪くないのかもしれない。なにか得るものがあるのならばその結婚はどんな形であれ成功だろう。

　ただ今はダメだ。それだけはわかる。

「史香、パーティーの前に女をひとり連れていく。適当にみつくろってくれ」

「いいけど、もしかして最近機嫌がいいのって、彼女ができたからっ!?」

　そんな声をあげるほど驚くようなことか？

「別に彼女じゃない。さっきも言っただろ。いいおもちゃが手に入ったんだ」

　そうだ、アイツはおもちゃだ。ほんの少し俺の暇潰しに付き合わせているだけ。

「まぁいいわ。おもちゃでもなんでも。あなたが執着する子に会えるの楽しみにしてる」

　執着か……そんなつもりはない。けれど、他の女とは違うことは俺にもわかっていた。

　あのハンカチを渡したときからもう一度こうやってめぐり合うことになっていたのかと……運命なんて陳腐な言葉を信じない俺が、そう考えてしまうほど俺の心を占めているのは間違いなかった。
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　俺たちが契約をしてしばらく経った。もうすぐつむぎの誕生日だ。

　別にわざわざ祝ってやらなくても……という思いもあるが、契約期間の四ヶ月の間にたまたま彼女の誕生日があった。偽フィアンセとして頑張っているアイツをたまには労ねぎらってやろうと、ただそれだけだ。

　ただそれだけのはずだ……絶対。

「もしもし……史香か、ちょっと聞きたいことがある」

『なによぉ。今何時だと思ってんの？　深夜よ深夜！』

　電話の向こうの不機嫌な姉の声などいちいち気にしていられない。

「婚約指輪を断ってきた相手に、なにをやれば喜ぶんだ？」

『はぁ？　史晴あなた、つむぎちゃんにプロポーズ断られたの？　それでもまだプレゼント渡すの？』

　それまで、寝ぼけた声だった史香の声が甲高く電話から響く。

「別に、断られたわけじゃない。ただそういう大袈裟なものはいらないって、ったくわがままにもほどがある」

『あははは！　彼女らしい。でもあなたもその願いをかなえてあげたいってことよね？　史晴』

　持って回ったような言い方に素直に返事ができないが、結局のところ史香の言っていることが正しい。

「いいから、なにを渡せばいいのか教えろ」

『もう、それが人にものを頼む態度なの？　まぁいいわ、可愛い弟のためにひと肌脱ぐわ。私も婚約指輪はもらわなかったの。その代わりいつも身に着けられる時計をもらった』

　時計か……それなら指輪よりも抵抗なく誕生日プレゼントとして受け取ってもらえるだろう。

「わかった、サンキュー」

『あなたが、相手のことを思ってプレゼントを選ぶ日が来たんだもの、このくらいは姉として応援させてもらうわ』

　そう言われて初めて気がついた。これが俺の人生初の〝本物のプレゼント〟だということを。

　当日は、店を予約して飯を一緒に食おう。

　この間のパーティーで、心もとない様子で寂しそうに壁に張りついていたアイツの顔を思い浮かべた。

　母親に連れられて得体のしれない化粧お化けの女の相手をしている間も、ずっとつむぎが気になって目で追っていた。

　あのとき、嫌な気持ちにさせた分、誕生日には〝楽しかった〟と思える日にしてやりたい。

　それが俺の茶番に付き合わせている彼女への償いに少しでもなればいいと思った。
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「はぁ、一体なんの修行だよこれ」

　すやすやと眠るつむぎの顔を恨めしい思いで見つめる。

　今まで俺とベッドに入って、眠りこけた女はひとりもいない。なのにコイツときたら……。

　模擬挙式のあと、酔っぱらって倒れたコイツを抱えて自宅マンションへと戻った。

　女なんて史香以外入ったことがないこの部屋に、気がつけばなんの抵抗もなくコイツを連れてきていた。

　肝心のつむぎはといえば、男の部屋に来ているという自覚なんてなく、部屋に着くなり俺の目の前で服を脱ぎ捨てて、ソファに倒れ込んだ。

　下着しかつけてない女を抱えてベッドに運ぶ。しかし相手は完全に夢の中だ。

　ベッドで何度か寝返りをうち、なおも眠りこけていた。

　フロアランプだけで照らされた部屋で、じっと顔を見つめる。

「起きたら、どんな顔するんだろうな」

　想像しただけでも笑えそうだ。明日朝の楽しみができた。俺はそっとつむぎの頭の下に腕を通すと彼女を抱きしめた。

「これくらいは許されるだろ」

　彼女の柔らかい前髪をかき上げて、額にそっとキスをした。そして俺はそのまま目を閉じる。

　翌日の彼女の顔を想像しながら。




　翌日、想像通りのリアクションを見せたつむぎを会社まで車で送る。彼女を降ろしたあと、まるでタイミングでも見計らっていたかのように、俺のスマホが着信を知らせた。

　知らない番号だ……。通話をタッチすると男の声が響く。

『もしもし、森川です。プラネットの』

　あぁ、つむぎの幼馴染みか。昨日のやりとりからあまりいい気はしない。

「あぁ、はい」

『朝早くすみません。今日できればお時間いただきたいんですが』

　いきなりの呼び出しに、昨日のやりとりが思い出された。つむぎの話以外、奴が俺を呼び出す理由なんてない。

「わかりました。夕方なら多少時間がとれます。そこでよければ店に伺います。よろしいですか？」

『構いません。お忙しいところ申し訳ありません』

　森川はそう言うと、電話を切った。

　そして俺はその日、仕事の合間に、つむぎの幼馴染みの森川琉成に会いに行った。

　まだ準備中のプレートがかかっている店の扉を開けて中へと進む。

　けっして広くはないが趣味のいい店だ。こんなことがなければ通い詰めたかもしれない。

　奥に進むとそこにはまだ私服姿の森川がいた。

「大企業の社長様にわざわざお越しいただいて、申し訳ありません。こちらにどうぞ」

　最初から棘とげのある言い方に、今日の森川の話の内容の予想がついた。けっして喜ぶような内容ではないはずだ。

　言われた通りに、カウンターチェアに腰を下ろす。

「なにか飲みますか？」

「いや、まだ仕事が残ってるので」

　そう伝えた俺の前にペリエが差し出された。

　そしてそのまま、ずばり本題に入った。

「千賀さんはつむぎをどうしたいんですか？」

「どうって……それを君に話さないといけない理由がわからない。彼女と俺は、合意のもとにお互いのために一緒にいる。それだけだ」

　それまで丁寧に接してきていたが、素の自分で答えてしまう。

　俺の言葉に、森川の目に怒りがこもった。

「脅してフィアンセのふりさせるのは、合意とは言えないと思いますけど」

　全部知っているのか……。まぁつむぎのことだ、きっと彼の妹といつもいるオカマにも話しているに違いない。

「どういった経緯であれ、つむぎもこの契約に関しては同意している。他人の君が口出しすることじゃない」

　はっきりと言ってやった。俺と彼女の問題だ。

「俺は今まで、つむぎになにかあったときずっとそばで支えてきたんです。あなたより彼女のことはわかってる。だからつむぎが今の関係を喜んでいないことだって、俺にはわかる」

「だからどうしろと？」

　短く言い返した俺を、森川は睨みつけた。

「つむぎを解放してください」

「さっきから言ってるが、それは君が口を挟む話じゃない」

「ダメだ。俺が見ていられない。俺は……つむぎのことが好きなんです」

　ストレートな表現に一瞬たじろぎそうになる。できれば聞かずに済ませたかった。

　胸の中でなにかが燃えるような感覚がする。カッとなって燃え立つ気持ちのままに口にした。

「たとえそうであっても、君は今まで見守るという言い訳をしてなにもしてこなかった。つむぎになにがあっても、そばで寄り添うだけで、自分の手で幸せにしようとはしなかった。そうだろう!!」

　俺はひと呼吸置いて、さらに続ける。

「そんな奴にとやかく言われる筋合いはない。つむぎは今、俺のものだ」

　ドンっとカウンターに拳を叩きつけた。ペリエの注がれたグラスに波紋が立つ。

　そうだ彼女は俺のものだ。たとえそれが契約期間の四ヶ月だけだったとしても、まぎれもなく今は俺のものだ。

「千賀さんは……つむぎのこと本気なんですか？」

「それは……答える必要はない。時間だ、失礼する」

　立ち上がった俺に森川が大きな声でけしかける。

「認めたくないから逃げるんですか？」

　歩き出した足を一瞬止めたが、俺はもう一度歩き出し店を出た。

『つむぎのこと本気なんですか？』

　車に乗り込んでも、アイツの言葉が脳内に響く。

　本気だったらどうなんだ。契約期間が終わったあと、俺はちゃんと彼女を手放すことができるんだろうか。

　ちゃんとした答えが出ないまま、俺は仕事へと戻ったのだった。




　翌日からニューヨークへと旅立った。飛行機での長い移動時間に昨日の森川の言葉について考える。

　短期間で俺の世界に入り込んできたつむぎ。

　飾り気のない言葉で話し、誰に対しても正しくいようとするアイツの性格。おせっかいなほど周りをよく見て、そして思いやって。

　無理矢理フィアンセの役をさせられることになったのだって、断れば済むことなのに、引き受けた責任感から一生懸命演じてくれている。

　そんな彼女との意味のない会話にさえ意味を見出して、少し触れただけなのに、その柔らかさが麻薬のように俺にまとわりつく。

　けれど……俺のいるこの世界に彼女を引きずり込んでいいものか。

　両親は夫婦とは名ばかりでお互いのことなどこれっぽっちも考えていない。親戚同士もどうやったらより自分の地位を上にするかしか考えていない。

　あの場所で自分の味方を見つけるのは至難の業だ。

　生まれてからずっとこの世界にいる俺でさえ嫌気がさしてくる。こんな場所に野心もしたたかさもない彼女を連れてきたら……。

　壊れてしまうかもしれない。俺がつむぎの屈託のないあの笑顔を壊してしまうかもしれない。

　これまでなにも恐れずに決断を下し実行してきた。どんなに難しい仕事でもそうやってきたのに。

　初めて自分の決断力のなさに愕がく然ぜんとした。しかしそれだけ、彼女が特別ということだろう。

　俺の隣に立つ彼女を守れるのか。

　一度恋愛で大きく傷ついた彼女の笑顔を守ることができるのか。

　考えて、考えた結果、俺は決心する。




　ニューヨークに到着して、飛行機を降りた。

　快晴の空のもと、俺は秘書に連絡を入れた。

「ニューヨークの滞在日程をできるだけ短くできるように、スケジュール調整してくれ。睡眠時間はどれだけ削っても構わない。あぁ。それと沖縄は二泊三日に変更だ。無茶なことは承知で頼んでいる。そのための国内スケジュールの管理も頼んだ」

　俺はこのとき決めた。世の中には、譲れないものがある。

　それが俺にとっては彼女だ。

　ふと見上げた空が今まで見たことのないほど、澄んでいるような気がした。







第六章　その男、強情につき













　あれから、二ヶ月。私と千賀さんの付き合いは、順調だ……と思う。そもそもシフト制で休みが不定期な私と、その何倍も働いている千賀さんの会える時間は本当に限られていた。

　それまでは会わないことが普通だったからなんとも思わなかったけれど、会いたいと思うと改めてその時間のなさに口を尖らせたくなる。

　昼間、ランチを一緒にとったりすることもあったが、圧倒的に夜遅い時間に会うことが多い。今日もそうだ。

　接待のあとに彼が急にアパートを訪ねてきた。連絡があったときはすでに扉の前だったのだけど、私がいなければどうするつもりだったんだろう。

「急に、どうしたんですか？」

「別に、顔を見に来た」

　ストレートな言葉には、いまだに馴れない。あの日以来隠し事がなくなったせいか、それまでよりもはっきりと物を言うようになった彼に、いつもドギマギさせられてしまう。

　こうやって仕事の合間でも、会いに来てくれる。細切れの時間だが私にとってはどれも大切な時間だ。

　玄関でそんなやり取りをしていると、彼の形のいい唇が近づいてきた。私はそっと目を閉じて、彼の唇を待つ……。

　――ブルルルルル。

　私たちの甘い時間を、鳴り響く彼の電話が邪魔をする。目を開いた千賀さんがチッと舌打ちをするとディスプレイを睨みつけて電話に応答した。

「はい。……あぁ。それじゃダメだ。もう少し話を詰めろ。俺が言ったラインよりも少しでも超えるようなら死んでも頷くな、わかったか。それ以外はお前のやり方でやればいい。あぁ……心配しなくてもあのラインならあと三日粘れば向こうが折れる。あぁ、任せたぞ。お疲れ」

　そういえば、沖縄でもこうやって電話にキスを邪魔された。難しい顔をしながら電話を切った彼が、私を抱き寄せてソファに座る。

　私の部屋は千賀さんの広い部屋とは違い１Ｋだ。玄関を上がればすぐにふたりがけのソファにたどり着く。

「なにか食べましたか？」

「あぁ、オッサンたちとフレンチフルコース。だから明日の朝はお前の味噌汁が飲みたい」

「泊まっていけるんですか!?」

　思わず飛び上がりそうなほど喜んでしまう。そんな私の髪を千賀さんが笑いながら撫でた。

「そんなに嬉しいのか？」

　指摘されて恥ずかしくなる。

「べ、別に。ちょっと聞いただけです。朝ご飯も準備しないといけないし」

「面倒なら、帰るけど」

　そう言って立ち上がる彼のスーツの裾を、必死でつかんだ。

「意地悪言わないでください」

「素直じゃない、お前が悪い」

　一方の口角だけを上げて意地悪な笑みを浮かべ、その唇で私の目尻にキスを落とした。

「次は、俺の部屋で会えるか？」

「……ん、どうして？」

　彼の指先が私のルームウェアの裾から侵入してきた。その悪戯な指に翻弄されながら、私は彼に尋ねた。

「お前の声がデカいからだろ。こういうことすると……」

　ニヤリと笑う顔を見せた瞬間、ソファに私を押し倒した。そしていきなりの深い口づけに思考がショートしてしまう。

　唇が離れた瞬間に、至近距離で彼を睨む。

「事実を言っただけなのに怒るのか。こんなことで喧嘩しなくて済むように、一緒に住むのもいいかもな……」

　一緒に住む？　彼の腕中で目覚める回数が増える、この上ない幸せなことのように思えた。

「とりあえず……今は声我慢しろよ」

　そう言った彼は、私が我慢する姿を見て喜んでいるようにさえ見えた。最初からわかっていたけれど、やっぱり彼はドＳだ。

　そして私は今日も彼の思うままにされてしまう。私たちはもつれ合うようにしてベッドへ移動した。

「引っ越しのこと、本気で考えろ」

　彼の腕の中でまだ互いに熱い体を寄せ合っていると、彼が真剣な顔で提案してきた。

「一緒にいる時間も増えるし、ここのセキュリティの問題もある」

　彼の言っていることも魅力的だ。でも私はすぐに頷けない。

　たしかにお世辞にもいい部屋だとは言えないけれど、今の私の身の丈に合っている。

　千賀さんの部屋では気後れしてしまうのだ。あの広い空間と豪華さに落ち着くことができない。千賀さんと一緒にいるときでもそうなのに、もしもひとりで彼を待つことになったら、その気持ちはきっと大きくなる。

「考えておきます……」

　気乗りしない返事に彼は眉をひそめた。

「なにが気に入らないんだ」

「良い提案だと思います……だけど」

　言いよどむ私の手を千賀さんが握った。

「言いづらくても、ちゃんと話せ」

「……はい」

　私はポツリポツリと自分の気持ちを話し始めた。千賀さんは私が気持ちを隠すのを嫌がる。お互いの育ってきた状況も、今の環境も違いすぎていることは理解しているつもりだ。だから感覚の違いなんかも大きくて、お互いの〝あたりまえ〟がかけ離れていることも多い。

　それがたとえ良いことであっても悪いことであっても、思っていることを話すことで、距離を縮めたいと彼が最初に言ってくれた。

　それでも完全にその距離が埋まるわけではないけれど、私たちは少しずつ歩み寄ってお互いを知り合う努力をしていた。私と真摯に向き合ってくれている。これも付き合い始めてから知った千賀さんの好きなところのひとつだ。

「……わかった。だけどこれについてはもう一度考え直してくれ。デメリットよりもメリットの多さを考えろ」

「なんか、仕事してるみたい。いつから私の上司になったんですか？」

　わざと拗ねたふりをしてみる。

「こんな言いたい放題の部下なんか持ったことねーよ。それに部下にはこんなことしないし」

　彼がそっと、私の額に唇を寄せた。

「少しずつでいい、ちゃんとしていこう」

　態度は俺様だけどちゃんと私のことを考えてくれている。私は彼に抱きしめられながら眠りについた。




「浦沢くん、……ちょっと来てくれるか？」

　佐藤部長がスーツの上着を羽織りながら、私の席まで来た。そして屈み込んで小さな声で話す。

「君宛てに来客だ。うちの会社のかなりの大口顧客で、担当支店の支店長と一緒に来ている。私も同席するから一緒に来てくれ」

「……あの、用件は？」

　首を振る佐藤部長の顔が険しい。こういったことは今まで一度もなかった。コールセンターで受けた案件でのミスであれば履歴に残っているはずだし、私はともかく部長も知らないなんてことはまずない。

　佐藤部長の表情から厄介事だということは理解できた。私もジャケットを羽織り、ボタンを留めて名刺入れを持ち席を立った。

「失礼します」

　佐藤部長に続いて、私も声をかけて部屋に入る。そしてそこに座っている人物を見て一瞬息が止まる。

　千賀さんのお母様だ。

「浦沢さん、突然ごめんなさいねぇ」

　声色は優しかったが、目が全然笑っていない。

「いいえ。その後ご挨拶もせずにすみません」

　指先がどんどん冷えていく。声が震えなかっただけでもよかった。

　佐藤部長と並んで席に着くと、向かいに座っている千賀さんのお母様が目を細めてこちらを見ているのに気がついた。

「こちら、サウザンドブライダルの副社長、千賀百ゆ合り子こさんだ」

　同席している担当支店の支店長が紹介をする。

「支店長さん、大丈夫ですわ。彼女のことは十分知ってますから」

〝十分〟なにを知っているというんだろう。

「失礼かと思いましたが、色々と調べさせてもらいました。まぁうちの〝嫁〟にということでしたら、あたりまえのことなので許してくださいね」

　全然悪びれた様子などない。悪いなんて思っていないんだ。

　視線をテーブルから上げられない。なにを話せばいいのか私にはわからなかった。

「あの、本日ご足労いただいたのはどういったご用件でしょうか？」

　なにも言えない私に代わって佐藤部長が、話を進めてくれた。先日の雑誌の件で私と千賀さんがなんらかの関係があるということは、すでに知っている。だからこそ、話を振ってくれたのだろう。

「あら、ごめんなさいね。私はただ息子が熱を上げている女性がどんな方か見に来ただけなんです。〝どういった目的〟で息子と付き合っているのか知りたくてね」

　棘のある言葉に加えて鋭い視線。私にも相手の敵意がはっきりと伝わった。

「でも、あまりいいお噂は聞けませんでしたわ。幸せなカップルに横やりを入れて左遷されたとか……」

　口元を隠して私をさげすむように笑う。

　悔しいけれどここで言い返すことが得策でないことは私にもわかった。唇を噛んで感情を押し殺す。

　重苦しい雰囲気を打ち破ったのは、佐藤部長だった。

「はははは……まだそんなデマを言う奴がいるんですね。困ったものです」

　私は驚いて佐藤部長の顔を見た。

「彼女は左遷されたんじゃありませんよ。ここまで仕事ができる人が大きなミスもないのに左遷されるほど、我が社の人事システムはおかしくありません。千賀様におかれましても、会社を経営する立場でいらっしゃるので、個人的感情で人事が動くような会社では信用できませんよね？」

　温和な口調だったが、相手に付け入る隙を与えないように理路整然と話してくれている。

「佐藤君、君が口を挟む問題ではないだろう」

　お母様を連れてきた支店長が血相を変えて言った。大口の顧客が機嫌を損ねたら大変だからだろう。

　千賀さんのお母様も、まさか私の上司がこんな形で話に入ってくるとは思っていなかったようだ。

「まぁ。確かにおっしゃる通りです。今日はどんな形でお仕事をされているか見たかっただけですの。失礼します」

　ゆっくりと立ち上がって私を見下ろした。

「お金なら、ある程度はお渡しできます。ですが〝千賀のすべて〟を手に入れようなんて思わないことですよ」

「そんなことっ！」

　我慢できずに声をあげた。

　しかし私の言葉など耳に入らないかのように、立ち止まることなく部屋を出ていく。支店長もあとを追うようにして出ていった。

　私は膝の上で強く拳を握ることしかできない。

「お前も大変だな……」

「ご迷惑をおかけして、申し訳ありません」

　下を向くと涙が出そうだった。

　確かに私にはお金が必要だ。けれどそれは自分が汗水たらして働いたお金のことだ。けっして誰かに融通してもらおうなんて思っていない。

「心配するな。私が言ったのは全部本当のことだ。もう少しここで落ち着いてから仕事に戻ってくるといいよ」

　佐藤部長は子供を諭すような優しい声をかけてくれた。私は部長の言葉に甘えてしばらくその場で心を落ち着けた。

　きっとお母様は、千賀さんと付き合っていることを良く思っていないのだろう。会社へ乗り込んでくることで私にプレッシャーをかけたのだ。

　言われなくても自分でも理解している。私と彼が違いすぎることを。

　だからこそお互いを理解するために小さなことも話し合ってふたりの距離を縮めているところだ。

　しかし私たちふたりがお互いに理解し合っていても、周りから見ればお母様がおっしゃったように見えるのかもしれない。

　なんだか疲れた……。

　楽しいことだけじゃない。それは最初からわかっていて選んだ道だ。

　だけど、どうしようもないことがあるのも事実で、この先折り合いをつけることができるのか私は不安になっていた。

　そして数日後……またしても私の気持ちを落ち込ませる事件が起こった。




「どういうこと？　え？　そんなこと聞いてないんだけど」

　その日研修のため本社へ出社していた私のもとへ、祖母から電話が入った。

　あの日千賀さんと三人で会ったとき以来だったので、彼のことでなにか話があるのかと思ったが、話はまったく違っていた。

　急いで祖母の家に行くと、そこには住宅メーカーの営業だという人がいて新築の間取り図を玄関先で広げていた。

「おばあちゃん……これ一体どういうこと？」

「私が聞きたくて、お前を呼び出したんだよ」

　当惑する本人たちをよそに、営業マンは私に名刺を差し出して頭を下げる。

「千賀様から連絡をいただき、新築のプランを何点かお持ちしました」

　思いもよらない人の名前が出てきて驚いた。

「千賀さんが、このお話を？」

「はい。お金はいくらかかっても構わないからと。羨ましいですね。外壁から耐震、キッチンやお風呂。すべて我が社の最高級のものを使用させていただきます。まずは私共が出しました間取りをもとに……」

　ぺらぺらと話す営業マンの言葉を遮る。

「ちょ、ちょっと待ってください。私たちはなにも聞いてないですし、新築するつもりなんてないんですよ」

　目の前の男性の顔が曇る。

「でもせっかくのご厚意ですし、失礼ですが拝見するとあちこち手直しした方がいい箇所が見受けられます。ですからこの機会に……」

「帰ってもらいなさい」

　それまで黙って話を聞いていた祖母が、鋭い声で私に言うと部屋の奥へと消えていった。きっとこの家のことを〝ガタがきている〟みたいに言われたのが気に入らなかったのだ。ここは祖母にとっては大切な場所だから。

「すみません。今日のところはお引き取り願えますか？」

　その場の空気を感じとり、営業マンは荷物をまとめるとそそくさと帰っていった。

　私はすぐに、居間にいた祖母のもとへ行き、様子を窺う。いつもの場所に姿勢正しく座っていた祖母だったが、表情から静かな怒りと落胆が感じられた。

　私が座ると、祖母がすぐに口を開いた。

「つむぎも知らなかったのかい？」

　頷くとため息をついた。

「千賀さんも一体、どういうつもりなんだろうね。もしかしてつむぎ……」

「私はなにも言ってないよ。ただいつかはこの家をリフォームしたいって話くらいはしたと思う」

　まさか千賀さんがこんな暴挙に出るとは思わなかった。私がこんなことを望んでいると思われていることが腹立たしくて仕方ない。

「お金持ちの考えることはわからないね。私は〝施し〟は受けるつもりはないよ。そのことを千賀さんにきちんと説明して、この話はなかったことにしてもらいなさい」

「はい……」

　私は翌日も仕事だからと、そのあとすぐに祖母の家を出た。そして怒りに任せてすぐに千賀さんに電話をかけたのだった。

『……もしもし、あ、その件はまたあとで……。悪い、どうかしたか？』

　電話口からは彼の忙しそうな様子が窺えた。いつもならばかけ直すが、今日はそうはいかない。

「今、大丈夫ですか？」

　落ち着いて話をしないといけないと、頭ではわかっていても私の口から出た言葉はそれとは裏腹で、怒りを含んでいた。

『なにがあった？　話せ』

〝話せ〟って？　こんなときまで上からものを言う彼にイライラが爆発する。

「私、一度も新しい家に住みたいなんて言ってませんよね？　それにたとえ私がそう言ったとしても、千賀さんには関係ないことです」

『なんの話だ？　あぁ、新築の話か。驚いたか？』

　嬉しそうな声が聞こえてきて、肩を落とす。本当に千賀さんが手配したんだ。

「今日祖母のところに住宅メーカーの営業マンが新築の間取りを持ってきました。私たちに許可なく、そういうことするのやめてくれませんか？」

『なぜだ？　あの家をいずれはリフォームしたいって言ってたじゃないか』

　電話口の千賀さんの声が不機嫌になった。

「言いました。でもそれは、私がお金を貯めてやることで、千賀さんは関係ありません」

『なんだよ。関係ないって。いい会社を知ってるから手配しただけだ。それに家が新しくなれば、お前もあくせく働かなくて済むだろ』

　確かに家のリフォームは私の目標だ。けれどそれを誰かにやってもらおうとは思っていない。私の力で祖母に快適な暮らしをしてもらいたいのだ。

「千賀さんは私のことを理解してくれてると思っていたのに……もういいです。家のことは千賀さんから業者さんにお断りしてください」

『おい、つむぎ……』

　彼が私を呼ぶ声が電話口で聞こえた。けれどそれ以上話をしても無駄だと感じ、一方的に電話を切った。彼に私の気持ちを理解してもらおうと思うこと自体が間違いなのだ。

　どんなに頑張っても埋まらない溝がある。彼と私との違いを徹底的に思い知らされたのだった。




　それから数日、私は色々と思い悩んでいた。幸い千賀さんは地方へ出張に出ていて、突然私を訪ねてくるようなこともなくゆっくりと考えることができた。

　だけど簡単に答えが出るわけじゃない。私は気分転換がしたくてプラネットを訪れていた。

　カウンターにはいつものようにショーさんもいて、くだらない話を柚葉と繰り返していた。

「お待たせ」

　コスモポリタンを琉成が私の前に置いた。

「で？　今日はなにがあったんだ。仕事か？」

　私の顔色に敏感な琉成には、すでに私が悩んでいるのがわかっているみたいだ。そして私も自分の気持ちを誰かに聞いてほしくてここにやってきていた。

　この間あったことを、ポツリポツリと話をする。途中でショーさんや柚葉も加わってきた。

「はぁ……家とはまたスケールが……」

　柚葉も驚いたようで、言葉が続かないみたいだ。ショーさんは眉をピクリとさせただけでなにも語らなかった。

「色々ふたりで話をしてきたし、お互い理解しようと努力をしてきたつもり。だけどそれが全然意味を持ってなかったのかと思うと……」

　最後の方の言葉はため息に消えた。

　そんな私の背後から声がかけられた。

「ジントニックを」

　振り向くとそこには、千賀さんが立っていた。

「……どうして？」

　まだ出張中のはずなのに。

「電話しても出ないから、ここだろうと思って。案の定だな」

　慌ててバッグの中のスマホを取り出すと着信履歴が三件、メールが二通届いていた。いずれも千賀さんからのものだ。

「すみません。全然気がつかなくて」

「俺はわざと無視してるのかと思ったけどな」

　私の隣に座る彼の声は冷たい。

　そんなつもりじゃない……と言いそうになったけれど、もし気がついていても無視したかもしれない。

「まぁ、噂をすればなんとやらね。ちょうど千賀さんの話をしてたんですよ」

「ちょ、ちょっとショーさん」

　慌てて口止めしようと思っても、エンジンがかかったショーさんを止めることができない。

「彼女の家を建て直すなんて、またクレイジーなこと言い出したものね」

「クレイジー？　いずれあの家をリフォームするなら今してもいいんじゃないのか？」

　やっぱりわかってない。根本的な考えが違う。

　どう話をすればわかってもらえるんだろう。私は私の力で祖母と母の思い出が詰まった家を守りたいのに。

「それじゃ意味がないんです。私は千賀さんにお金の面でお世話になりたいとは思っていません」

「なんだそれ。俺はできることをしてやるって言ってるだけだろ？　それのなにが悪いんだ？」

　私はそれ以上の言葉が見つからずに、頭を左右に振る。

「はぁ……一体なにが言いたいんだよ」

　琉成の差し出したジントニックを一口飲むとため息をもう一度ついた。

「……言いたいこと言ってもわかってくれないじゃない。千賀さんが新築の手配をしたと知って、おばあちゃんがっかりしてた。それに、千賀さんのお母様は私がお金目当てであなたと付き合ってると思ってる。だから絶対、千賀さんからの〝施し〟を受けることはできないんです」

「〝施し〟ってなんだよ。それを〝好意〟とは取らないのかよ。それになんであの女の話が出るんだ!?」

　私たちの話を聞いていた琉成がめずらしく口を挟む。

「あなたのお母様、会社までつむぎに会いに来たらしいですよ。しかも上司同席で話をさせられたみたいだ。大口の顧客っていうのは、なにやってもいいんだな」

「なんだと？　どうして俺が知らないことをコイツが知ってるんだ」

　彼の目に怒りの色がにじむ。

「そんな、告げ口みたいなこと……」

「いつまで、そんないい子でいるつもりだ？　俺が今どんな気持ちかわかってるのか？」

　ヒートアップした彼の声がどんどん大きくなる。売り言葉に買い言葉で私も声を荒らげた。

「わかってないのは、千賀さんじゃない。なにもわかってない！」

　お互い睨み合う。どれぐらい言葉なく睨み合っていただろうか。

「勝手にしろ」

　低く冷たい声で一言吐き捨てると、千賀さんはお金を置いて店を出ていってしまった。

　店内は静まり返っている。私は膝の上に置いたハンカチをギュッと握り締めた。そうしていないと今にも、涙が溢れ出しそうだったから。

「……つむぎ。裏で休んでろ」

「え……いいよ。もうすぐ帰るし」

　するとカウンター越しに琉成の手が伸びてきて、私の手を握った。

「話がある。だから少しだけ裏で待ってて」

　真剣な顔の琉成に押し切られて、私は店の裏へと移動した。




「ほら、これ」

　差し出されたのはミルクがたっぷり入ったカフェオレ。私の好みを知り尽くしている琉成が作るカフェオレは、一口飲むと、さっきまでのささくれだった気持ちを少しだけマシにしてくれた。

　裏の事務所に置かれているソファに座りカフェオレを飲んだ。その横で琉成は立ったままでコーヒーを飲んでいる。

「ありがとう。おいしい」

　笑った私を見て、琉成も優しい笑顔を浮かべた。

「時間がないから、単刀直入に言う」

　顔が真剣味を帯びる。それを見て私は背筋を伸ばさずにはいられなかった。

「アイツ……千賀さんと付き合うの。やめろ」

「え、なに？　どうしてそんな」

　琉成らしくない言い方に私は驚いた。

「つむぎ、アイツと出会ってからいつも眉間に皺寄せて、全然幸せそうじゃない。お前がいいならって、今まではだまって見てたけど今日のでわかっただろ？　アイツとお前は合わない」

　きっぱりと言い切る。自分でもそうかもしれないと思っていたことを突きつけられて、唇を噛むことしかできない。

　琉成が屈み込んで私と視線を合わせた。まっすぐに私を見つめている。こんな真剣な琉成の顔、初めて見たかもしれない。

「なぁ、わざわざ合わない相手と一緒にいることないだろう。お前には傷つくような恋愛はしてほしくないし、似合わないよ。もっと笑って笑顔で過ごしてほしい。……俺の隣で」

「……え、それって」

　最後の言葉の意味を確かめようと、琉成の目を見つめ返す。するとそこに今までと違う熱がこもったような気がした。

「お前が好きだ」

　はっと息をのむ。心臓が驚きでキュッと音を立てた気がした。

「ずっと好きだった。『いつから？』って聞かれたら困るくらい、お前だけ見てたんだ」

「そんなこと……だって一度も」

　琉成の手が伸びてきて、マグカップごと私の手を包んだ。

「一度も？　つむぎらしいな。俺、何度もアピールしたつもりだったんだけどな」

　苦笑を浮かべる琉成が、今まで私の知っている幼馴染みの顔とは違って見えた。

「でも……私は千賀さんと」

「知ってる、だけど、俺がさっき言ったこと、お前も感じてるはずだ。今は付き合い始めで我慢できるかもしれない。でもいつか、そう遠くないうちにほころびが出始めて上手くいかなくなるんじゃないのか？」

　私が恐れている現実を突きつけられた。

「もうこれ以上傷つかなくていいだろう。今ならまだ引き返せる。辛いなら俺を利用していいから。もうアイツとは別れろよ」

　包まれた手が熱い。胸は痛くて、頭の中は混乱している。

　千賀さんのお母様のこと、千賀さんとのいざこざ。琉成の突然の告白。

　私の頭の処理能力は限界を超えていた。

「私……どうしたらいいか」

　俯いた私の頭をポンっと叩いた。

「余計悩ませて悪かった。でも俺ももう我慢の限界だったんだ。今答えを出してくれなくていいから、俺とのことちゃんと考えてくれ」

「うん。わかった」

「店に戻る。今日はそっちから出ればいいから」

　そう言って裏口を指さした。

　最後に私の方を見て、ふっと手を挙げて笑った。

　私はひとりになってもう一度考えた。今まで琉成はどんな気持ちで私のそばにいてくれたんだろう。彼に甘えてずっと傷つけてきたんじゃないか？　そう思うと胸が痛んだ。

　たしかに琉成のそばにいれば、これ以上傷つかないで済むのかもしれない。でもそれが私の望んでいることなのか、わからなかった。

　琉成のことをちゃんと考えるってどうすればいいの？

　それに千賀さん……。『勝手にしろ』ってこのままダメになっちゃうのかな？　考えただけで涙がにじんだ。

　ニヤリと笑う意地悪な笑顔。私を見つめる真剣な瞳。寝起きの無防備な顔が次々と思い浮かんだ。

　そして……さっきの冷たい表情。

　ぽろりと涙がこぼれたが、それを拭い立ち上がった。

　全部自分で答えを出さなければダメだ。私のことなんだから。

　私はゆっくりと裏口に向かって歩き出した。扉を開いて出ると、夜の少し冷たい風が頬をかすめる。路地から大通りに出たところで声がかかった。

「アンタ、すごい顔してるわ。今世紀最大に不細工」

　声の方を見ると、ショーさんが壁にもたれて立っていた。

「いろいろあって、疲れてるのにそんなひどいこと言わないでください」

　ポツリと言い返すことしかできない。

「色々って、琉成に告白でもされた？」

「どうして……それを？」

　ハッとして口元を覆うが、もう遅い。私はしっかり誘導尋問に引っかかってしまった。

「そう。やっと伝えたのね」

「知ってたんですか？」

　驚いて顔を見るが、馬鹿にしたような視線を私に向けた。

「気がついてないの、アンタだけよ。ホントに鈍いわね。で、どうするの」

「どうしましょうか？」

　頭がうまく回らない、結論なんて簡単に出せない。

「いいこと？　アンタが本当にどうしたいのか考えて、それがたとえ誰か傷つく結果になっても、自分で選択しないと後悔するわよ」

　私は頷いた。ショーさんの言う通りだ。

「アンタそんな顔してたら、公害だわ。早くなんとかしなさいよ。あ、そうだ。どっちにするか決めたら、教えてね。失恋した男は落ちやすいから、あとは私に任せなさい」

　それだけ言うと、店に戻っていった。




　それからというもの、私は明確な答えが出ないまま日々を過ごしていた。

　千賀さんに連絡をとって話し合うことも、琉成の気持ちに向き合うことも、自分がどうしたいのかさえもわからない。

　なんとか仕事はこなしていたけれど、それ以外のことにはなにも手がつかなかった。

　答えの出ないまま、マイナスな感情ばかりが胸に渦巻く。

　千賀さんと付き合う覚悟が甘かったのかもしれない。千賀さんと付き合うと決めたことを後悔しそうになった。

　部屋でひとりゴロンと転がり、天井を眺めた。

　目を閉じると千賀さんの顔が浮かんできて、そのたびに胸が痛くなった。

　寝返りをうつとテーブルの上に置いてあった琉成からもらった水色のマグカップが目に入る。あの日の琉成の顔が思い出された。

　ため息をついて、もう一度寝返りをうつと、バッグの中からメールの受信音が響いた。ディスプレイに千賀さんの名前を見たとき、胸がキュッと音を立てた。名前ひとつで私の心がかき乱される。そのことがなによりも、私の気持ちすべてが千賀さんに向かっていることの証明のように思えた。

　別れたいって書いてあったらどうしよう。

　そんなネガティブなことを思いながら受信したメールを見ると、そこには海外出張に出るということが書かれていた。

　連絡をくれたということは、まだ彼の中でも私は彼女という位置づけなのだと思い、ほっとした。

【いってらっしゃい】

　他にもっと言いたいことがある。けれど一言送るだけが今の自分には精一杯だった。

　送信ボタンを押してしばらくするとメールの受信画面に切り替わる。確認すると彼からの返信だった。

【会いたい】

　一言だけだった。たった一言。

　それなのに、私の心がぎゅとつかまれたように痛い。たった一言がこれほど私に影響を与えるなんて。

　戻ってきたらもう一度話をしよう。いや、一度だけじゃなくて何度も話をしよう。わかってもらえるまで。それが私と彼の間で一番大切なことだと改めて思った。




　千賀さんが出張に出て数日後、仕事が終わってスマホを確認すると小西さん――史香さんと呼ぶように言われたんだった――からのメールがあった。

【今日何時でもいいから、お店に来られる？　また連絡ください】

　なんの用事だろうか？　不思議に思いながら私はＯＫの返事をすると、すぐに史香さんのお店へと向かった。

　営業を終えた店内は奥のライトだけがついている状態だった。ライトの下では史香さんがパソコンに向かって真剣な顔をしていた。

「史香さん……遅くなりました」

「あ、つむぎちゃん。こっちこそ無理矢理呼び出してごめんなさい」

　パソコンの前から立ち上がり、私を近くのソファに座るように促した。

「紅茶でいい？」

「はい」

　裏へ消えてしばらくすると、カップとソーサーを持って史香さんが戻ってきた。

「ごめんね。急に呼び出して」

「いいえ、あの……なにかあったんですか？」

　史香さんが困ったような顔で、眉をひそめた。

「史晴とは会えてる？」

　私は首を左右に振った。

「そう。実は今大変なのよ。あの子」

「大変ってどういうことですか？」

「本当なら史晴から話を聞くべきだと思う。だけど……姉のおせっかいだと思って聞いてちょうだい」

　私は史香さんの態度からただならぬことを感じた。

「ひと月前、父が倒れたのよ」

「お父様が？」

　お会いしたのは、パーティーのときだけだが、そのときは威厳に満ち溢れていた。それが急にどうしたというのだろうか。

「実は今回心臓が悪いことがわかったの。今のところ命に別状はないんだけどね、それを機に会社の中が一気にごちゃごちゃし始めたの」

　史香さんの話では長年会社を牛耳ってきた会長が倒れて、それまで静かにしていた反対派が急に動き出したということだ。

「プロキシーファイト――委任状争奪戦って言えばわかるかな？　社内で議決権を巡って争いが起こってるの。これまでは表沙汰にならずに水面下で行われていたことが、ここにきて一気に加速したみたい」

　ふーっとため息をついた後、紅茶を一口飲んで話を続けた。

「史晴はなんとか反対派の議決権をこれ以上増やさないように走り回ってる。こんなとき私じゃ役にはたたないのよ」

　悲しそうな表情で、カップを見つめている。

「千賀さんそんなことなにも……いつも忙しい人だから全然気がつかなくて」

「きっとつむぎちゃんに心配かけたくなかったのね。かっこつけちゃって」

　にっこりと笑った顔には、疲れの色が見えた。なにもできないと自分では言っているけれど、きっと史香さんも色々と動いているはずだ。

「今回の騒動で、母が混乱してて……史晴に仕事の力添えになる相手とのお見合い話をもちかけたのよ。つむぎちゃんのところにも押しかけたみたいね。代わりに謝ります。ごめんなさい」

「いえ……そんなことがあったんですね」

〝仕事の力添えになる相手〟という言葉が胸にずしりとのしかかる。

　――私では、ダメだ。

　唇をぐっと噛んで無力な自分を責めた。彼の置かれている状況もわからないまま、感情的になって言い合いをしてしまったことを思い出して激しく後悔する。

　自分の気持ちや状況ばかりわかってもらおうとしてた。その未熟さを思い知る。

「つむぎちゃん、そんな顔しないで。私が今日呼び出したのは、つむぎちゃんにしかできないことをお願いするためなのよ」

「私にしかできないことですか？」

　そんな特別なことあるんだろうか。今まで彼の役に立ったと言えることは、婚約者として振るまったことだけだ。それも結局私が彼を好きになった今〝彼のため〟だけとは言い難い。

「史晴のそばで笑っていてほしいの。あの子ああいう性格だからひとりでなんでも決めるし、弱音も吐かないわ。傍はたから見ればうまくやっている様に見えるかもしれない。でも本当は違うの。人一倍色々と考えて努力してる。わかりにくいとは思うけどあの子の支えになってほしいの」

　小さい頃から彼を見てきたお姉さんだからこそ、言葉が胸に響く。

「私にできるでしょうか？」

　私にあるのは、彼を好きな気持ちだけだ。それだけで彼のことを支えられるだろうか？

「史晴が変な小細工してまであなたを手に入れたのは、他の誰かじゃダメだったからでしょ。それだけあの子にとってあなたは大切な人なんじゃないかしら。あの子がここまでこだわったのは後にも先にもあなただけだわ。それだけ〝かけがえのない存在〟なのよ」

　自分にそんな価値があるのかわからない。けれど史香さんが言うように私が彼の力になれるのであれば、彼が私のそばにいたいと思ってくれるのならば隣にいたい。

「史香さん……ありがとうございます。最近色々あって、どうすればいいのかわからなくなってきてたんです。でも、彼の隣で笑顔でいたいと思います」

　私の言葉に史香さんが笑顔になる。

「あー早く〝お姉さん〟って呼ばれたいわ。私ずっと可愛い妹がほしかったのよ、あんなデカいだけの弟じゃなくて。ドレスは私の以外許さないから。早めに教えてね。これでも売れっ子デザイナーなんだから」

　ニヤニヤと笑う史香さんの言葉を理解したとき、顔が赤くなった。

「まだ……気が早いですよ」

「あら、そうなの？　相手は即断即決の史晴だからね。気がついたら籍入れられてたってことにならないように気をつけてね。まぁ、私はそれでもいいんだけど」

　ケタケタと笑う史香さんにつられて私も笑った。

　私たちの問題が解決したわけじゃない。でも逃げないで努力しようと思う。

　それが私と彼の未来のためならば。




　遅くなったのでタクシーで帰ることにした。史香さんと話して前向きになれた私はタクシーの中から千賀さんにメールした。

　私がもらって嬉しかった言葉【会いたいです】と一言だけのメール。

　同じように喜んでくれるといいな。

　そう思いながらアパートの前でタクシーから降りる。

　階段を上がりながら、バッグの中の鍵を探す。手に鍵を持ったそのとき、私の耳に優しい声が届いた。

「メールだといつも素直だな……つむぎ」

　声の方向を見ると、そこにはポケットに手を入れたまま私の部屋の扉にもたれかかっている彼がいた。

「千賀さん……いつ帰ってきたんですか？」

「今日」

「どうして連絡してくれなかったんですか？」

「驚かそうと思って……そんなことよりお前、こんな時間までなにやってたんだ。仕事もほどほどにしろ……」

　私はまだしゃべっている千賀さんの胸に飛び込んだ。いろんな思いが溢れ出て、なにを話せばいいのかわからなかった。考えるよりも先に彼に向かって体が動き出していた。

「お、おい……いきなりどうしたんだよ。積極的だな」

　戸惑っている千賀さんがめずらしい。だけど私は彼に回した手にギュッと力を込めた。彼の腕の中で彼の匂いに包まれた。

「おかえりなさい」

「あぁ。ただいま」

　背の高い彼が私の髪に頭をうずめた。熱い吐息で彼の存在をもっと近くに感じた。

「ここで抱き合ってるのもいいけど、つむぎの味噌汁飲ませて」

「わかりました」

　私が鍵を差し込もうとしていると、千賀さんが耳元でささやいた。

「味噌汁のあとは、もちろん……つむぎを食べたい」

「な、なに言ってるんですか。もう！」

　慌てて鍵がなかなか開けられない私を見て、千賀さんは肩を揺らして笑っていた。




　私が千賀さんのリクエストに応えてお味噌汁を作っている間も、彼は電話で仕事をしていた。日本語だったり、英語だったり三件ほどの電話を終えたあと、ネクタイを緩めててソファにもたれて疲れたように目をこすっていた。

「おまたせしました。急だったから、これで我慢してくださいね」

　用意したのはワカメと玉ねぎのお味噌汁。材料がこれしかなくて申し訳ない。

「上等。ずっとこれが飲みたかったんだ」

　お椀を受け取ると、すぐに一口飲んで口角を上げた。

「美味い」

　柔らかい笑顔の彼を見て、史香さんが言った〝私にもできること〟のひとつがこれだと気がついた。特別なことでなくてもいい。彼が望むことをしてあげればいいんだ。

　あっと言う間に飲み干した千賀さんが、お椀をテーブルに置くといきなり立ち上がった。

「行くぞ」

「え？　もう帰るんですか？」

　立ち上がった彼を下から見上げた。来たばっかりなのに……。

「なに言ってるんだ。ほら、お前も立てよ」

　言われるままにその場に立つと、ウエストに手を回されてガシッとつかまれた。

「な、なにするんですかっ!?　ちょっと？」

　そのまま担がれる。そして彼が向かったのは、バスルームだった。

「飯食ったんだから、次はシャワーだな。時間がないから一緒に浴びるぞ」

「む、無理！　降ろしてください！　降ろして！」

　暴れる私を無視してバスルームへ連れてこられた。狭い部屋を今日ほど後悔したことはない。

「諦めろ。俺は有言実行の男だ」

　私を狭いサニタリールームの壁に縫い付けると、そのまま長い指が私の顎を捉えた。そして奪うように熱い唇が重ねられる。

　即断即決で、有言実行の男。そんな彼に逆らうことができずに、私は彼の口づけを受け入れていた。

　久しぶりのキスの感覚に脳内までジンジンと痺れた。そんな私を見透かしたのか、彼はそのまま私のカットソーの裾を持ってキャミソールと一緒に一気に脱がせるとそのまま床に落とした。

　そして一度離れた唇がもう一度私を捉える。今度は耳元から首筋を舌がなぞった。私がどうやれば抵抗できなくなるか、知り尽くしている。

　スカートのファスナーが下ろされて、スカートも床に落ちた。口づけをしながら彼は器用に自分のスーツも脱いでいく。

　彼の指先が私の肌を伝うと、そこから熱がどんどん体中に広がっていった。シャワーを浴びなくても体温が上昇していくのが自分でもわかる。

　とうとう一糸まとわぬ姿にされたときには、すでに私の息は上がっていた。

「ほら、綺麗にしてやるから、こっち来いよ」

　私は抵抗することもできずに、彼に手を引かれてバスルームに入る。

　熱いシャワーの下、曇っていた鏡に千賀さんがシャワーを当てると私たちふたりの姿が映し出された。そこに映った千賀さんの顔がいつも以上に情欲的で、私はそれだけで体を震わせる。

　スポンジを手に取った千賀さんが泡立てたスポンジで私の背中を優しくたどる。

「じ、自分で……」

「ダメ。俺の楽しみ奪うのか？」

　――そんなつもりじゃない。でもやっぱり恥ずかしい。

「じゃあ、つむぎが俺を洗えよ。ほら」

　スポンジを押しつけられ、そのままその手を千賀さんの胸に持っていかれた。

　洗ってもらうよりはマシかも……。

　ゆっくりと私は彼の胸にスポンジを滑らせた。ふと顔を上げると、その様子を千賀さんが楽しそうに見ているのに気がついた。

「……み、見ないでください」

「俺がどこ見ようと、俺の勝手だろう」

　ニヤリと口角を上げている。

　ダメだ。恥ずかしがる私を見て楽しんでる。

　これ以上言っても無駄だと思った私は、早く終わらせてしまおうと手を動かした。

「きゃ！　……ちょっと」

　必死な私の背中を、千賀さんが泡だらけの手で撫でる。

「俺ばっかり洗ってもらってたら、不公平だからな。ほらさっさと洗わないと、いつまで経っても終わらないぞ」

「……んっ……そんなこと言われても」

　悪戯な指先が背中を下に向かって滑る。

「あっ……もう……ダメです」

「なんでそんな声出してるんだ。俺は洗ってるだけなのに」

　耳元でささやいたあと、耳たぶを甘く噛まれた。電流が走るみたいにビリビリとした感覚が突き抜ける。それと同時に私の膝から力が抜けた。

「おっと……あぶねー。ほら、そっちに手をついて」

　向きを変えられて壁に手をついた。

　千賀さんの大きな手が背後から私に回される。強弱をつけた手の動きに体が震えた。

「そのまま、聞いてくれ」

　途中手を止めないまま、千賀さんが耳元に唇を寄せた。シャワーの音に交じりながら千賀さんの声が私の耳に入ってくる。

「この間のこと……お前のばあちゃんの家のことだけど、勝手に先走ってすまなかった。一度相談するべきだったな。あとで話せば同じだと思ってた。忙しくて気が回らなかったんだ」

「千賀さん……」

　振り向こうとしたけれど、千賀さんの手がそれを許してくれない。

「そのまま、聞けって……単純にお前が喜ぶと思って、気にかけてることがひとつでもなくなればそれでいいと思っただけだ。浅はかだった。すまない」

　背後からギュッと抱きしめられた。彼のその態度から反省していることが十分に感じ取れた。

　わかってもらえないとひとりで嘆いていたけれど、千賀さんの言葉を聞けば彼の思いがちゃんとわかる。彼に歩み寄ろうとしていなかったのは私だったんだ。

「私こそ、すみませんでした。お父様のことで会社が大変だって知らなくて」

「誰からそれを……？　あぁ、史香か」

　私が答える前に千賀さんは自分で答えを出した。

「社内がごたついてるのは確かだ。お前の仕事上知らない方がいいと思って話をしなかった。それで不安にさせていたんならそれも謝らないといけないな」

　私が証券会社に勤務していることで、上場企業の内部情報を詳しく知っていたとなるとインサイダー取引を疑われる可能性がゼロではない。もちろんそう言った取引を行っていなければ問題視されることはないが、少しでもそのリスクを回避しようとしてくれたのだ。

「きちんと話をしようって決めていたのに、ごめんなさい」

　彼に後ろから抱きしめられたまま、顔だけを後ろに向けた。視線が絡み合うとどちらからともなく唇を重ねた。

　それはどんどん、深くなっていきお互いの間にあった隙間を埋めてくれる。私は彼への思いを再確認した。

　周りの反対があっても――千賀さんのお母様や、琉成がたとえ反対したとしても――私は彼の腕の中から出ることなんてできない。

　きっとまだまだこうやって、お互いを理解しなければいけないことがたくさん出てくるはずだ。でも今回みたいに乗り越えていける……乗り越えたい。私は彼のキスを一身に受けながら思った。

　そして彼の思うままにされた私は、シャワーの湯気と彼の熱い体のせいで思考と視界がかすんでいくのだった。




「ん……」

　目を開けると、肘をついて私に添い寝している千賀さんの姿が目に入った。

　部屋の電気は絞られていて、ベッドサイドにある小さな灯りだけがつけられていた。

「起きたか？」

　その笑顔は柔らかく、私の頬にかかっている髪を指先で耳にかけてくれた。

「私……」

　バスルームの途中から記憶がない。覚えていることを思い出すと恥ずかしくてまともに彼の顔が見られない。

　ハッとして確認するときちんとルームウェアを身に着けていた。

「これ、千賀さんが？」

「俺以外、誰がやるんだよ」

　呆れた様子で私を軽く睨んだ。確かにそうなんだけど……。

「はあ。自分だけ満足してさっさと寝やがって、よっぽど気持ちよかったんだな」

　眠る前の自分を思い出し、恥ずかしくなる。

「ごめんなさい」

　小さな声でつぶやいた。

「バーカ。いいから気にするな。それに寝顔を見てるのも悪くない」

　私の前髪を弄ぶようにクシャっとかき混ぜながら、笑みを浮かべた。

「お前も疲れてるだろ。そのまま眠れ」

　千賀さんが私の腰に手を回すとグッと抱きしめてくれた。「おやすみ」とささやくと小さな灯りを消した。

　暗闇の中、彼の体温と寝息を感じながら幸せな夜が更けていった。







第七章　その男、愛しい人につき













　千賀さんの部屋の最新式の海外製キッチンには、それに似合わない質素な和食が並んでいた。それまでほとんど使われていなかったキッチンは、好きなように使っていいという千賀さんの言葉に味を占めた私のお城となっている。

　カウンターには、手羽元と大根の煮物。チンゲンサイとエリンギの炒め物、ホウレンソウの白和えに、彼の大好きなワカメと揚げの入ったお味噌汁が並んでいる。

　祖母の作った味噌を分けてもらった。これがあると一気に浦沢家の食卓の味に近づくことができる。

「千賀さーん。ご飯できました……よ」

　豪華キッチンから顔を出して彼を呼んだ。

　聞こえてないのかな？

　ソファの背後から近づいてもう一度声をかけようとして、私は口を閉じた。

　寝てる……。

　フランス語……だと思う資料を握り締めたままソファにもたれて眠ってしまっているようだ。ここ最近家に戻ってくるのもほとんど深夜だったのだから無理もない。

　いつもの仕事に合わせて、社内での派閥間の争いを収めることに時間を割いている彼が日に日に疲ひ弊へいしていくのがわかる。

　その原因のひとつに、社内のごたごたが外部に漏れたことが関係していた。

　お父様は回復に向かっていて、復帰もそう遠くはない。しかし敵対する派閥はお父様の復帰までに中立派を取り込もうと躍起になりはじめたのだ。そのことが余計に彼を悩ませていた。

　それに加えて、マスコミが面白がって内部抗争を煽る。それは当然株価にも影響し、投資家や株主への対応にも追われていた。

　職場ではそういった態度は見せないようにしているみたいだが、部屋では時折目頭を押さえて辛そうにしていることが何度かあった。

　寝室のクローゼットから毛布を取り出してかける。もう少し寝かせてあげよう。

　彼の寝顔を見つめると、疲労の色が見えて胸が締めつけられた。

　私は忙しい彼との時間を埋めるために、こうやって彼の部屋で過ごすことが増えた。同棲という形をとってはいないけれど――これが千賀さんはたいそう不満みたいで、何度も私に部屋を引き払えと言い続けている――仕事から帰ってくる彼をこの部屋で待つことも多くなった。

　最初は彼のいない部屋で待つことに抵抗があったけれど、慣れれば少しでも彼のそばにいられることや、身の周りのお世話ができることが楽しかった。

　なんでもやってみないとわからないということだ。

　しばらくの間千賀さんを眺めていると、彼のまぶたがおもむろに開かれた。

「おはようございます。食事できてますよ」

　寝起きの彼が無防備で私は思わず笑顔になる。そんな私の手を引いて彼が自分の膝に私を座らせた。横抱きにされた私の胸元に千賀さんが顔をうずめる。

「なぁ……マジでそろそろ一緒に暮らさないか？」

　寝起きのせいかめずらしく気弱に聞こえる声色だった。

「もう一緒に暮らしているようなもんだと思うんですけど……まだ不満ですか？」

「あぁ、不満だ」

　不機嫌全開の彼だったが、なんだか小学生の駄々っ子のようで可愛らしく感じる。

「もう……なにかあったんですか？」

　私の言葉に一瞬彼の体がこわばった気がする。

「千賀さん？」

「いや、それよりも腹減った。飯食おうぜ」

「はい。すぐに準備しますね」

　私は彼の膝から降りて、キッチンへと向かった。さっきの千賀さんの様子が少し気になったけれど、まずは彼のお腹を満たさなければ。

　私はエプロンをつけると、料理を温め直した。




　仕事が休みの土曜日、千賀さんとの待ち合わせ前に開店前のプラネットに来ていた。琉成とちゃんと話をするために。

「すみません……なんだ、つむぎか」

　カウンターで作業をしていた琉成が顔を上げて私を見つけると笑顔を見せた。カウンターの前に行くといつもの場所に座る。

「カフェオレ？」

「お願い。ちょっと甘くして」

「了解」

　いつもとなんら変わらない会話。だけど琉成も私がなにを話そうと思っているのかわかっていると思う。誰よりも私の気持ちに敏感な彼だから。

「準備中にごめんね」

「今さら。いつものことだろう」

　ふっと笑いながらカフェオレを準備してくれている。その手元を見つめながら話を始めた。

「柚葉は？」

「あーなんか、友達と会うって。まぁアイツが自由なのはいつものことだから」

　困ったような顔をしていたけれど、そうやっていつも柚葉を甘やかす。

　そしてそれは私にも同じだった。私はいつもそんな彼に甘えてきた、彼の気持ちも知らないで。

　でも、琉成の気持ちを知らなかったときのように過ごすことはできない。私はきちんと自分の気持ちを伝えに今日ここにやってきたのだ。

　湯気の立つマグカップをふたつ持って、琉成がカウンターから出てきた。そして私の隣に座るとひとつを差し出した。

「ありがとう」

　私は受け取ったカップから一口飲むと、気持ちを固めて話し始めた。

「私と琉成と柚葉。小さい頃からずっと一緒だったよね」

「あぁ……」

　同じようにマグカップを持った彼が小さく返事をした。

「私にとって琉成はいつもそばにいてくれて、素の自分をさらけ出せる大切な人。それは今でも変わりないの」

　小さく頷くと、琉成が大きなため息をついた。

「そんなに、アイツがいい？」

　そんなことを聞いてくるなんて思ってもみなかった。けれど琉成に対しては誤魔化したり嘘をついたりしたくない。

「うん。きっと大変なことがたくさんあると思う。だけど千賀さんの強引さの中にある優しさや、誠実さ、少し子供みたいなところ……新しい彼を知る度にどんどん惹かれてしまうの。頭で色々考えても結局、心には逆らえないみたい」

　私は琉成の顔をまっすぐに見た。

「琉成の言う通り、いつか後悔するときが来るかもしれない。だけどそのときまで全力で彼を好きでいたいと思うの」

　言い切った私の目を琉成は見つめていた。しばらくなにも言わない琉成を私は待った。

「わかった。それが答えなんだな」

「うん」

　湯気が消えたマグカップに視線を落とす。反応が気になったが琉成を見るのが怖い。

　今まで築いてきたふたりの関係が崩れてしまうかもしれない。そう思うとなかなか顔が上げられない。

「そんな顔するな」

　マグカップを握り締める私の手を琉成の手が包んだ。顔を上げて彼を見る。

「もともと伝えるべきじゃなかった俺の気持ちだ。ちゃんと答えを出してくれてありがとう」

「そんな……嬉しかった。同じ気持ちではないけど、私だって琉成が大切なんだから」

　私の答えに少し悲しそうな顔で笑顔を見せてくれた。

「お前が幸せだったらそれでいい。そう思えるくらい長い時間かけてつむぎを見てきたつもりだ……ただ、今はちょっとやせ我慢してるけどな」

　自嘲気味に笑う琉成の顔を見ると胸が痛む。私は次の言葉が思い浮かばず下唇を噛むばかりだ。

「そんな顔するな……あっ」

「やだー！　ふたりっきりでなにしてるのぉー!!」

　甲高い雄お叫たけびが、店内に響いた。ショーさんが目を吊り上げてこちらに歩いてきている。

「もうそんな時間なんだな。つむぎ飲んでいくか？」

　私は首を振る。

「私、もう行かなきゃ」

「遠慮するなよ。お前の彼氏にはなれなかったけどお前の幼馴染みをやめるつもりはないんだからな」

「ありがとう、琉成」

　こみ上げてくるものを必死で抑える。これ以上この場所にいると涙が溢れ出しそうだった。

　彼を傷つけてしまったのは間違いない。けれど今までと同じ態度をとってくれる琉成に感謝した。

　なにかを察したショーさんが出口に向かう私の肩をポンと叩いた。振り返るとにっこりと笑っていた。

　無理矢理作った笑顔を返して店を出る。気持ちの整理ができるまではぎこちなくなるかもしれない。でも幼馴染みとしての私たちの関係がなくなるわけじゃない。琉成の言葉を噛みしめながら、千賀さんとの待ち合わせ場所に向かった。




　季節はすっかり秋になっていた。日が落ちると肌寒く、お気に入りの薄手のコートが大活躍していた。

　私は時間よりも少し前に、指定されていた海辺に建つホテルのレストランに到着した。入口で名前を告げるとすでに千賀さんは来ているようだった。

　案内されてふかふかの絨毯の上を歩く。受付係に連れてこられた先は個室で、シンプルな作りだったが、壁一面がガラス張りになっていて、キラキラと輝く夜景が見渡せる。ちょうど一艘そうの船が港を出るところだ。

「遅い」

　夜景に目を取られていた私を千賀さんが睨んだ。

「ごめんなさい。でも、時間通りですよ」

「俺より遅く来るなんて生意気だ」

　腕を組んで椅子にもたれる姿が彼らしくて、安心した。琉成に対する申し訳ない気持ちでどこか曇っていた心が、彼を見た途端トクンと音を立てて甘い音色を奏ではじめた。

「ほら、早く座れ。ワイン飲むだろう？」

「はい」

　向かいの席に座ると、満足したように彼が微笑んだ。

　私が座るのと同時に、ソムリエがワインを持ってきた。千賀さんが優雅にテイスティングすると、深い赤色のワインがふたりのグラスに注がれる。

「乾杯」

　小さくグラスを上げて、一口飲む。フルーティーな味わいでスッキリと飲みやすい。

「美味しいです」

　私の言葉に千賀さんは表情を柔らかくした。リラックスしている彼を見ていると、なんだかほっとする。

　ここ最近ふたりでいるときも、思い悩んでいることが多い。本人はそこまで意識していないみたいだけど、近くにいる私は気がついていた。

　前菜が運ばれてきて、千賀さんは迷わずお箸を取って食べ始める。

　本来ならばナイフとフォークを使うべきものなのだろうけれど、以前私が苦手だと伝えたせいか、私との食事のときはフレンチだろうがイタリアンだろうが、必ずお箸が準備されている。豪快なようでいて、こういう小さな気遣いができるのが彼の魅力だと思う。

　だから知れば知るほど離れられない……。

「なんか、こうやって外で食事するの久しぶりですね」

「あぁ……言われてみればそうかもな。お前の飯が美味いせいだ」

「……なんだか私が悪いみたいじゃないですか」

　拗ねたふりをした私の顔を見て、千賀さんが顔を緩ませた。彼を笑わせるのに成功した私も笑顔で食事を始めた。

　前菜が終わり、魚料理が運ばれてきた。

　カリフラワーのソースがかかったヒラメとホタテの燻製のサラダが一緒に盛り付けられている。

　ふわふわのヒラメにソースが絡んで美味しい。思わず頬に手をあてた。

「美味そうに食うな」

　笑顔の千賀さんに私も満面の笑みを返した。

「だって美味しいですから。私のお給料ではこのお店に来るのはなかなか勇気がいります。だから今日はしっかり楽しんで帰りますね」

　美味しいワインと美味しい食事。目の前には私の大切な人がいる。このふたりだけの個室が私にとっては特別な空間だ。

　次々と料理が進み、デザートがコーヒーと一緒に運ばれてきた。千賀さんが私の方に自分のデザートのお皿を差し出してきたので、遠慮なくそれをお腹に収めることにした。

「なんだか今日は至れり尽くせりですね。あ！　もしかしてなにかやましいことでもあるんですか？」

　クスクスと笑いながら千賀さんの顔を見る。冗談のつもりだったのに彼の顔が一瞬にして険しくなった。

「嫌だ……冗談ですよ。そんな怖い顔しないでください」

　嫌な予感がして、乾いた笑いでその場を誤魔化そうとする。でも千賀さんの表情は変わらない。

　千賀さんがそれまで飲んでいたコーヒーカップをソーサーに戻した。私も自然と手にしていたデザートフォークをテーブルに置く。

「……フランスに行く」

　静かな声が一言そう告げた。

　私は一瞬息をのむ。そして問いかけた。

「出張ですか？」

　そうじゃないことくらいわかっていた。ただの出張ならばあえてこんな場所で私に言うことではない。けれど私は事実を受け止めたくなかったのだ。

「違う」

　私をまっすぐ見つめたまま、彼が短く答えた。

「会社のごたごたを落ち着かせるために、役員たちに働きかけてきたのはお前も知ってるよな。で、今回こっち側についてくれる力を持つ協力者が現れたんだ。条件さえのめば、俺の力になってくれる。将来的にもうちの会社に必要な人たちだ」

　静かな声でゆっくりとわかりやすく話をしてくれる。

「その……条件って言うのがフランス行きってことですか？」

　私は震えそうになる声を、なんとか誤魔化しながら尋ねた。

「あぁ、そうだ。前々からフランスでの事業があまりうまくいってない。今大きなプロジェクトが動きだそうとしてる。それを成功させることが条件だ。成功すればうちの両親も俺たちのことを認めてくれるだろう」

　彼の言葉を聞いて言葉が出ない。フランス……飛行機でどのくらいかかるのかさえ、すぐにはわからない距離だ。

「どのくらいの期間なんですか？」

「二、三年か、それ以上かもしれない。今の時点でははっきりと言えない」

　その期間の長さに私は言葉が続かない。なにか話そうとするけれど、口を開きかけては閉じるということしかできない。

　彼がいなくなる……もう会えなくなる。私はぐっと唇を噛みしめ、俯く。視線を膝の上できつく握られた手に落とした。

　驚きと戸惑いと混乱が体の中を駆け巡る。

「一緒に来ないか？」

　ハッと顔を上げる。そこには私をまっすぐ見つめる千賀さんの顔があった。

「俺と一緒にフランスに行こう」

「私が、フランスに？」

　千賀さんが言葉なく頷く。その表情から彼がどれくらい真剣なのかがわかった。

　彼と一緒にフランスへ……。それが最良のことのように思えた。今、彼と離れることなど私には考えられない。

　彼と過ごした時間はまだ一年にも満たない。きちんと付き合い始めたのはつい最近のことだ。それなのに……もし私の日々から彼がいなくなってしまったらと思うと、それだけでも世界が灰色に変わる気がした。

　もう彼に会う前の自分に戻ることはできない。彼についていく、そう答えようと思った瞬間に思い浮かんだのは〝おばあちゃん〟のことだ。

　いつも手を繋いでくれた皺のある手。台所で料理をする背中。そして母が亡くなったときに見せた涙。それらが次々と思い浮んだ。

　私が海外に行くとひとりになってしまう。今でもひとりで暮らしているけれど、電話で呼び出されてすぐに会える距離じゃない。

　今は元気に過ごしているけれど、年齢から考えていつ体調を崩すかわからない。そんな祖母を置いて私はフランスに行けるの？

　なにも言わない私の隣の椅子に千賀さんが座り、ギュッと握り締めていた私の手を上から包みこんでくれる。

「ばあちゃんのことだろう？」

　私は顔を上げて千賀さんの顔を見た。

「どうして……、わかったの？」

「お前が俺についてこない理由なんて、それしかないだろう」

　彼の男らしい親指が私の手の甲を優しく撫でると、それまで力を入れていた拳が緩んだ。彼がしっかりと手を握ってくれる。

「ばあちゃんには話をしてある」

「え!?」

　彼の思いもよらない言葉に驚いた。

「どういうこと、おばあちゃんに会ったの？」

「あぁ、さっき会って説明してきた。快くフランス行きを了承してくださった。だからつむぎはなにも心配することはないんだ」

　私の手を弄び甘い笑顔を浮かべる千賀さん。しかし私は、彼に笑顔を返すことができない。そんな私の様子に千賀さんも気がついた。

「どうした？　まだ心配なことがあるのか？」

「どうして、私に黙ってそういうことするんですか？」

　自分でも驚くほど冷静な声が出た。

「簡単な話だ。ばあちゃんのことが気になるなら、先にそっちに許可をもらっていればいい。障害を事前に取り除いておくのは交渉の場面での鉄則だ」

　あたりまえのように言われたことが私のモヤモヤを増幅させた。

「おばあちゃんがＯＫしたとしても『はいそうですか』って簡単に返事できません」

「なぜだ？」

　意味がわからないと顔に書いてある。

「たとえ、おばあちゃんがいいと言っても、私は心配なんです。私にとっては唯一の肉親なんですから」

「じゃあ、お前は俺と何年も離れていられるのか？」

　それまで穏やかに話をしていた千賀さんが声を荒らげた。

　ガタンと音を立てて私が立ち上がる。

「離れていられないから、こんなに悩んでるんじゃないですか！」

　それと同時に頬に涙が伝う。それまで我慢していたのが災いして、ポロポロと流れる涙が止まらなくなってしまった。

　にじんだ視界に千賀さんの驚いた顔が映った。

　彼は立ち上がり、しゃくりあげる私を優しく引き寄せて抱きしめた。いつもの彼の香水の匂いを胸いっぱいに吸い込むとそれだけで、かき乱された心が落ち着くような気がした。

　こんなにも彼の存在が私の中で大きくなっている。なにも考えずにこの腕の中にいられれば幸せなのに。

「悪かった……泣かないでくれ」

　壊れものにでも触れるかのように、私の頭を撫でてくれる。その優しい感触で、私の涙は止まらなくなる。

　その後も私が落ち着くまで、彼は私を膝の上に乗せて優しく抱きしめてくれていた。




「ちょっと歩こう」

　食事を終えた私たちは、海辺の遊歩道を手を繋いで歩く。潮風が少し冷たく感じたが泣いて目元に熱をもった私にはちょうどよかった。私は、初めて出会ったときにもらった千賀さんのハンカチを握り締めていた。

　彼がまっすぐ前を向きながら話し始めた。

「先走って悪かった。お前の答えがすぐ欲しくて順番を間違ったみたいだ」

　前を向く彼の表情は見えないけれど、声色から彼の気持ちがわかる。

「千賀さんの気持ちは嬉しいです。でもおばあちゃんのことを私は放っておけない」

「わかってる。フランスに来てほしいって言うのは俺のわがままだ」

　彼がそんなことを言うなんて思ってもみなかった。

「俺がお前に一緒に来てほしいんだ」

　ピタリと足を止めた。私も彼の隣に立つ。

「あの日、お前と再会するまで自分の仕事がなんなのか見失いかけてた。利益第一で一番大切な顧客の気持ちを置き去りにしたままにしていた」

　ぐっと握られた手に力がこもる。

「あの日つむぎがもう一度俺の前に現れて、思い出したんだ。俺がこの仕事でやりたかったこと、やるべきことを」

　私の持っているハンカチをそっと自分の手に取った。

「このハンカチを渡したときの気持ちを、ずっと忘れたくないんだ。だから俺がなにかを失いそうになったときには、つむぎがそばで支えていてほしい」

　乞うような彼の視線に、胸が揺さぶられる。なんの取り柄もない私が、なんでも持っている彼にこんなにも求められるなんて……。

「私にそんな力があるなんて思えない、でも本当にそうできるならしたい」

　私は彼の目を見つめた。そして自分の思いを告げる。

「でも同じようにおばあちゃんも大切なの。すぐにどちらかを選ぶなんてできない」

　彼が今すぐに答えを欲しがっていることはわかった……でも自分の気持ちを正直に伝えた。

「わかってる。どんな答えでも俺は受け入れるつもりだ」

　背中に手を回されて、そっと抱き寄せられた。彼の胸の鼓動とぬくもりを感じる。私はこの温かい腕を離すことができるんだろうか。




　それから私は色々と考えながら毎日を過ごしていた。いつもなら琉成や柚葉に相談しているだろう。けれど琉成と千賀さんの話をするのは正直気まずい。それに今回のことは自分だけで答えを出さないといけない。

　誰のせいにもしたくない。私の人生だから。

「浦沢さんちょっといいですか？」

　ハッと顔を上げると、先日から派遣されている社員が困った顔をして立っていた。

　ダメだ。仕事に集中しないと。

　もう一度、彼女の顔を見ると申し訳なさそうに話し始めた。

「あの……今、応対しているお客様なんですが、別の人を出せと。どうも私の言葉が悪かったみたいで、激しくお怒りなんです」

　彼女はここに来て日は浅いが、別の証券会社の正社員として八年も務めた実績がある。それに私が見ていても、そこまでお客様を怒らせるような言葉遣いや態度をとるような人には思えなかった。

「わかりました。すぐにこちらへ回してください」

　彼女を落ち着かせるために、笑顔を作った。詳しい話は聞けていないけれどこれ以上お客様を待たせるわけにはいかない。

　私は受話器を取ると、電話の先にいる相手に向かって真摯に謝ることから始めた。




　受話器を置くと、すぐにさっきの彼女が駆け寄ってきた。心配で私を待っていたようだ。

「本当に……すみませんでした」

「大丈夫でしたよ。最後にはあちらも謝っておられたし。あなたにもごめんなさいって」

　私が彼女の腕をポンっと叩くと、急に泣き出してしまった。

「ど、どうしたの？　大丈夫だから泣かなくても。実損もないし今回は行き違いがあっただけでしょ？」

「違うんです……違うんです……」

　泣き出した彼女と私の様子をフロアにいる人がチラチラと見ているのがわかる。

「浦沢くん。会議室でゆっくり話をしてきなさい」

　部長の言葉で、私は彼女を連れて会議室に入った。

「すみませんでした」

　席に座るとすぐに彼女が謝ってきた。涙は止まったようだがまだ目は赤い。

「本当にそんなに謝らなくていいのよ。こういうときのために私がいるんだから」

　彼女の腕をポンポンと叩くと「ありがとうございます」と返ってきた。

「でも、話の内容を聞くと十分あなたで処理できそうだったのに、なにがあったの？」

　私が問いかけると、彼女はポツリポツリと話し始めた。

「実は私、前の職場を辞めた理由が上司のモラハラが原因なんです」

「そんなことが……」

　実は営業現場ではよくある話で、声を荒らげる上司は結構多い。けれどいき過ぎる前にその上の上司が必ず間に入る。少なくとも私が今までいた現場はそうだった。

「私もこの業界に八年もいたんで、多少のことは平気なんですが、異動先で私だけしつこく揚げ足を取るように責められることが多くなって。だからあのときの上司と同じくらいの年齢の男の人が怒り始めるとパニックになってしまうんです」

　今も拳をギュッと握り締めている。

「大変だったのね。本当はまだ勤めたかったんでしょ？　だからまた証券会社で働き始めた。違うかな？」

「私は、これしかできませんから」

　小さな声で彼女はつぶやいたあと顔を上げた。

「だから私の担当リーダーが浦沢さんで嬉しかったんです。どうしてもこの業界男性の上司が多いので、また怒鳴られたらどうしようって思っていたんですよ」

　私に笑顔を見せてくれた。

「それなのに、ご迷惑をおかけしてしまって……」

「それは本当に気にしないで、それにここの佐藤部長は絶対怒鳴ったりしない。頼りなさそうに見えて本当は誰よりも仕事ができる人だから。それにさっきも言ったけど、こういうのが私の仕事なのよ。だからなにかあっても大丈夫だと思って落ち着いて仕事をしてほしいの」

　彼女を落ち着かせるように笑顔を返す。

「そうですね……佐藤部長のことも浦沢さんがそう言うなら間違いないですね。今日はご迷惑をおかけしました。私ここに派遣されてきて……浦沢さんとお仕事ができて本当に嬉しいです。ありがとうございます」

　彼女はそう言うと「顔を洗ってきます」と言って会議室を出ていった。

　彼女の背中を見てなんだかくすぐったくなった。

『浦沢さんと仕事ができて嬉しい』か……。今まで面と向かってそんな風に言われたことなかったな。自分の仕事には誇りを持っているし、いつも真摯に向き合ってきたつもりだ。そしてそれを評価してくれる人もいる。

　この仕事が好きなのだ。なのにすっぱりと辞めて、千賀さんについていける？　心の中で自分に問いかけた。

　大事なものが多すぎてどう判断したらいいのかますますわからなくなった。

　私は頭を振って、仕事モードに脳内を切り変えた。

　答えを出さなきゃいけない。時間はそんなに残されていなかった。




　――それから数週間後。

「千賀さん、割り下取ってください」

「なんだ、今日は人使いが荒いな」

　からかうような笑顔を浮かべて、私に割り下を手渡してくれる彼を軽く睨む。

　テーブルには高級和牛が並んでいる。私が今まで作った中で一番贅沢なすき焼きが出来上がろうとしている。

　牛脂と一緒に焼いていたお肉のもとに、じゅわっと割り下を入れる。香ばしい匂いが部屋全体に広がった。

　渡仏を明日に控えた部屋は、綺麗に片づけられていた。もともとそんなに多くなかった彼の荷物だったけれど、寂しく感じられた。

　なにも考えないようにして、私はすき焼きに集中する。

　野菜もいれて、味がなじむ間に生卵を溶いた。

「美味そうだな」

　少年みたいな無垢な笑顔の千賀さんに私も同じように笑顔を浮かべた。今日はずっとふたり笑顔で過ごしたい。

　出来上がったすき焼きを、器によそい彼に渡す。

「いただきます」

　私の隣に座って丁寧に手を合わせてから、すき焼きを口に運んだ。

「うまっ！」

　目を見開いて、嬉しさと驚きを伝えてきた。

「そんな、大袈裟。でもこれは私の自慢料理のひとつなんです。お母さんとの思い出の味」

　祖母が家事を行っていた我が家では、母が台所に立つことはあまりなかった。しかしすき焼きだけは母が作ってくれた。それが今は母との思い出の味になっている。

「おかわり」

　私が食べ始める前に、器が差し出された。私は野菜とお肉をバランスよく盛り付ける。

「ネギもちゃんと食べてくださいね」

　嫌そうな顔をする千賀さん。その表情をきちんと胸に焼き付けておきたい。

　――今日が最後の日だから。

　食欲旺盛な千賀さんがあっという間にすき焼きをたいらげた。

「やばい。食べすぎた」

　空になったワイングラスに、白ワインを注ぐ。ボトルを持つ私の手を彼が握った。

　視線が絡む。それまでの柔らかい雰囲気とは違い、真剣なまなざしに胸がキリリと音を立てた。

「……本当に一緒に行かないんだな」

　まっすぐな彼の視線をまともに見ることができない。私は視線をそらして明るく答えた。

「今さらなに言ってるんですか？　往生際が悪いですよ」

　ワインのボトルが私の手から彼の手に渡る。テーブルに置かれたワインボトルを見つめ、涙がにじみそうになるのを我慢した。

「ちゃんとこっち見ろ」

　彼の指先が私の顎に添えられると、優しく彼の方へと向かされた。至近距離で見つめ合う。こんなに近くで彼と見つめ合うのは最後かもしれない……そう思うと今日は泣かないでいようと思った気持ちが揺らいだ。

「俺は諦めが悪い男だ。今さら気がついたのか？」

「知ってますよ。俺様で頑固。でも優しいって……だから私の意思を尊重してくれたんですよね？」

　私の言葉に彼がやれやれという表情を作った。

　あの日以来悩みに悩んだ私は、彼と一緒にフランスに行く道を選ばなかった。

　そのことを伝えたとき、祖母はひどく嘆いていた。きっと自分のせいで私が日本に残ると決めたと思ったのだろう。もちろん祖母のそばにいたかったというのが理由だけれど、それは祖母のためではない。自分のためだ。

　きっとこのまま祖母を残してフランスに行ったら、後悔するときがくる。私はどうしても気がかりを残したまま、彼の胸へと飛び込んでいくことができなかったのだ。

「待たないし、待てないって言いましたよね。〝待つ〟って結構大変なんです。だから私は待ちません」

「あぁ」

　そのときのことを思い出して、千賀さんが苦い顔をした。

「私のことは気にしないで、仕事に思い切り打ち込んできてほしいんです。千賀さんが社員も仕事も大切にしているの、よく知ってますから」

「別に、ここで俺たちの関係にひと区切りつける必要はないだろう？」

　説得する彼に私は首を振った。

「きっと千賀さんならフランスでも成功を収めます。そのときに私がいることでその先の選択肢が狭まるなんてこと、私が嫌なんです。私もあなたを待っているだけの自分じゃなくて、しっかりと自分の足で歩いていたいんです」

「だが……」

　納得しない千賀さんの唇に私は人差し指をあてた。

「『どんな答えでも受け入れる』って言ったのは千賀さんですよ」

　私は軽く彼を睨むと、笑顔を向けた。最後の時間はあとわずかだ。私の笑顔をひとつでも多く覚えていてほしい。

「わかった。でも今はまだお前は俺のものだ」

　私の手を引く。私が立ち上がると彼はいきなり私を抱きかかえた。抵抗もせず彼の首に手を回した。目の前の彼を一瞬でも見逃さないように。そして今日の私を彼に焼きつけてもらえるように。

　寝室に着くと彼はじれったそうに、私の服を脱がせた。その間も時間を惜しむように、私に口づける。そんな彼に必死で応えた。

「脱がせて」

　いつもなら抵抗がある彼の依頼にも今日は素直に応えた。体を起こして彼が羽織っていたシャツを肩から滑らせる。ゆっくりと袖を抜き、次にアンダーシャツの裾に手をかけめくると、鍛えられた腹筋が目に入る。

「万歳してください」

　私の言葉にクスクスと笑いながらも素直に手を挙げた。シャツを脱がせると上半身裸の彼が熱のこもった目で私を見つめていた。

　彼のデニムに手をかける。ボタンを外してジッパーに手をかけた。しかし脱がそうと思ってもうまくできない。力を入れて引っ張ってみたけれど、やっぱり脱がすのは難しいみたいだ。そんな私を見て彼は笑いが止まらないみたいだ。

「ここからは自分でやるから」

　彼がデニムとボクサーショーツの両方に手をかけた。あんなに苦労したのに、彼はそれをすんなりと脱ぎ捨てた。

　その様子を凝視していた私の上に、彼が覆いかぶさってきた。彼の体温と匂いが私の心拍数を上げる。

「結局お前は俺のものにならなかったのか？」

「……そんなことないです。今はあなたのものですから」

　私の言葉に目を細めた千賀さんの唇が私の唇に重なる。最初から私のすべてを飲み込むような激しいキスに必死でついていく。

　唇で舌で、指先で手のひらで……彼が私の全部を余すところなく刺激する。裏返されて、背中を彼の舌がなぞる。ぞくぞくとした感覚が体中を駆け巡った。

　熱い指先が、私の形を確かめるように動き回る。するとまた私の向きを変えた千賀さんは、私の上にぴったりと重なった。まるで体全体で私を感じているようだ。

　そのまま膝から太腿を撫で上げられる。その先にあるものに私の体が反応した。

　そうっと確かめるように彼が私の中に入ってくる。私の目を見つめたままゆっくりと中へ進む。目をつむりそうになる私に彼が言った。

「目をあけて、ちゃんと見るんだ」

　私はその声を聞き、閉じかけた目を開く。そこには情熱と切なさがまじり合った目をした千賀さんがいた。

「俺のこと、ちゃんと見ておけ。そして忘れるな絶対……」

　彼に翻弄されながらも、私は彼を見続けた。

　忘れることなんてできるわけない。今だって彼への思いでいっぱいだ。

　ずっと彼をこの目に刻んでおきたい。だけど限界を迎えた私の体は駆け上ってきた感覚に支配されて、それがはじけるとともに記憶を手放したのだった。

　最後に聞こえたのは「愛してる……つむぎ」と私の名前を呼んだ彼の声だった。




　目を覚ましたとき、私は眠る千賀さんに抱きかかえられていた。腕は体に回されて足も私に絡みついている。

　時計を確認するとすでに明け方だった。でも街が動き出すにはまだ時間がある。

　私はギュッと目をつむると決心して、その天国のようなぬくもりからゆっくりと出た。千賀さんはまだ眠ったままだ。

　脱ぎ散らかした服を素早く身に着けた。そして彼の頬にこっそりと口づけた。

「私も愛してます……史晴さん」

　一度も言えなかった言葉を口にして、彼の部屋をあとにした。

　部屋を出てエレベーターへ乗り込む。こぼれそうになる涙をなんとかこらえた。

　明け方だったけれど偶然通りかかったタクシーに乗り込み祖母の家の住所を告げた。

　そして次の瞬間、私の頬を涙が伝った。拭っても溢れ出る涙と嗚お咽えつはどうやっても止めることができない。タクシーの運転手さんがバックミラーでチラリとこちらを見た。そしてなにも言わずにポケットティッシュを差し出してくれた。

「ありがとうございます……」

　私は涙を拭いきれなくなった千賀さんのハンカチをバッグにしまって、もらったティッシュで涙を拭いたのだった。

　タクシーが到着すると早朝にもかかわらず、早起きの祖母はすでに起きていた。

　庭先を掃いていた祖母は、こんな早朝に尋ねてきた私に少し驚いていたけれど、泣き腫らした顔を見てなにも聞かずに、家へ入れてくれる。

「みっともない顔してるね。部屋へ行って休みなさい」

「うん、そうする」

　私の背中をポンと叩いて、祖母は台所へ消えていった。

　玄関に入り居間を抜け、自分の使っていた部屋へ駆け込む。ベッドに転がり大きく息を吐いた。泣きすぎて目が腫れぼったいのが鏡を見なくてもわかる。

　日本に残ること、彼を待たないこと……全部自分で出した答えだ。けれど流れ出る涙は止めることができない。今からこんなことで大丈夫なの？

　いろんな表情の千賀さんが目に浮かぶ。私はまぶたの裏に彼を思い浮かべながら眠りについた。




　目が覚め、時計を確認するとすでに夕方だった。

　――こんなときでも眠れるなんて私も結構図太いな。

　階段を降りて台所を覗くと祖母が夕飯の支度をしていた。メニューは炊き込みご飯とからあげ……私の大好物。

「あら、起きてきたの？　もう少ししたら起こそうと思ってたんだけどね」

　一瞬振り向いて、私を見た祖母がまた鍋に向かう。

「美味しそう。お腹空いてきた」

「あと、少しだからあっちで座って待っていなさい」

　祖母の言葉に甘えて、私は居間へと移動し座布団に座り膝を抱えた。

　ふと千賀さんと祖母と三人で話をした日のことが頭をよぎった。あの日、千賀さんが真剣に私と付き合ってると祖母に宣言した。あのときから私たちの関係は大きく変わって、そして今日……区切りがついた。

　ほろりと涙が頬を伝った。私は慌ててそれを拭う。祖母の前では泣かないようにしないと……これ以上は心配させたくない、それに今も自分のせいで私がフランスに行かなかったと思っているはずだ。私は涙を止めて背筋を伸ばした。

「ごはんできたよ」

　台所から祖母の声が聞こえる。私は席を立ち、いつもの通り配膳を手伝うことにした。

　食卓に並ぶ献立が全部私の好物ばかりだ。気遣いが嬉しくて私は笑顔を浮かべてそれを全部たいらげた。ほとんど会話がないけれど、それでも祖母に心配かけないように明るく振るまう。

　食事が終わると祖母が立ち上がり、背後にある箪たん笥すから小さな袋を取り出した。そしてちゃぶ台に乗せるとすーっと私に差し出す。

「なにこれ？」

　受け取って、中を見るとそこには真っ赤な箱があった。開けるとそこにはまばゆいばかりのダイヤの指輪がある。私は顔を上げて祖母の顔を見た。

「先日、千賀さんが来て置いて行ったんだよ。私に預けておくって言ってね。譲らない人だね、まったく」

　お茶をすすりながらも、口元はにやけている。

「『俺が帰ってくるまでつむぎをお願いします』だってさ。お前がついていかないから私が面倒な役目をしなくちゃいけなくなっちまった」

「千賀さんがそんなこと……」

「『それまでにつむぎが別の人と結婚したらどうするんだ？』って聞いたら『俺以外の奴と結婚するなんてありえないから心配いらない』だと。どこからそんな自信が出てくるんだろうね。不思議だよ」

　首を振りながら呆れた様子だったけれど、そこには私たちを否定する雰囲気はなかった。

「自分たちで決めたことだ。ちゃんと貫きなさい」

　祖母は立ち上がると、台所へと消えていった。

　私はひとり千賀さんが置いて行った指輪を眺める。すると袋の中に便箋が入っていることに気がついた。

【俺の心はここに置いていくから、泣かないで待ってろ。お前が泣くとこっちに戻ってきたくなる。そんなかっこ悪いこと俺にさせるなよ】

「待たないって言ったのに……」

　少し右上がりの癖のある千賀さんの字が涙でにじむ。

　さっそく約束を破っちゃった。今だけだからごめんね。

　こんなことされたら、待つしかないじゃない。

　いつも横暴で私の話なんか全然聞いてくれない。それでも私が大切な人を思う気持ちを理解してそして一緒に大切にしてくれる。

　離れてしまうとわかっているのに、こんなにも好きにさせるなんて本当にずるい人だ。

　涙をにじませて時計を見ると、ちょうど千賀さんが乗った飛行機が離陸する時間だった。私は心の中でつぶやいた「いってらっしゃい」と。




　――あれから一年半が過ぎた。

「かんぱーい。いやんいやん歳なんて聞かないでぇ～」

　プラネットでは、ショーさんがくねくねしながら甲高い声を発していた。今日は私の誕生日。午後から予定がある私のために午前中にお祝いをする予定だったのだけど、なぜだかショーさんの誕生日を一緒に祝うことになってしまった。

「だってぇ～去年もその前も、みんなアタシの誕生日忘れてたじゃない！　あ、気にしないで。ちゃんとつむちゃんを祝う気持ちもあるから」

　ウィンクして私と同じコスモポリタンのグラスを掲げた。

「無駄な巨乳にかんぱーい」

「ちょ、ちょっと、もう酔ってるんですか!?」

　午前中からアルコールを飲む罪悪感を持っている自分が馬鹿らしくなった。

「ショーさん、無駄なんじゃなくて、宝の持ち腐れなんです。つむぎのおっぱいは」

　柚葉が人差し指を立ててドヤ顔をしてるけど、私のおっぱいの話で盛り上がるのはやめてほしい。

「ほら、ケーキ」

　ふたりのやりとりを見て、ため息をつきながら琉成がバースデーケーキを差し出してくれた。

　チョコのプレートには〝つむぎ〟と書いてある横に小さな字で〝＆正二郎〟と書いてある。

「なによ、このやっつけ感半端ないケーキ」

　ケーキを買ってきた柚葉をショーさんが睨んでいる。

「急に正二郎さんが『お祝いしろ！』って言うから準備したのに」

「キー！　私の名前は〝ショー〟よ。空っぽの頭、一度医者に診てもらいなさい」

　キリキリしたショーさんの意識をそらすためか、琉成がロウソクに火を灯した。

「ほら、ふたりで消して」

　私とショーさんは柚葉の「せーの」の合図に合わせてロウソクを吹き消した。私の誕生日……千賀さんの姿は今年もなかった。

　二年前に彼にもらった腕時計をそっと撫でた。

　ケーキがあること以外は、普段となにも変わらない。お酒を飲んで会話を楽しむ。

「千賀さんから連絡はあったの？」

「うん。メールが来た」

　柚葉の質問に短く答えた。渡仏してから月に一度の割合で彼からのメールが届く。ほとんどは彼の住まい代わりのホテルからの景色が多いのだけれど、時々彼が訪れた場所や手掛けている式場の写真が添えられている。

「元気なの？」

「たぶん」

　彼からメールが来ても私は返事をしていない。それは一度彼と繋がりを持ってしまうと、それにすがりつきたくなってしまうからだ。

　指輪とともにあった手紙に【お前が泣くとこっちに戻ってきたくなる】と書いてあった。だから私は一度の返信もしていない。彼から来る他愛のないメールを何度も見返し日々を過ごしていた。

　顔を上げると琉成が私を気遣う表情を見せていた。私は肩をすくめてコスモポリタンをあおる。

「あの人なら大丈夫だろ。出発前に俺に釘さしていくぐらいだから」

「そうよね。あのときの千賀さん……むしゃぶりつきたくなるくらい、かっこよかったわ」

　ショーさんがうっとりした顔をしている。

「まさかあんな風にお兄ちゃんに頭を下げるなんてね」

　フランスへ渡る前、千賀さんが訪れていたのは祖母のところだけではなかった。ここプラネットにもやってきていたのだ。

　私が、『待てないし待たない』と言ったのにもかかわらず、彼はこうやっていなくなったあとの私にも気をかけてくれていた。だから私は彼がいない今でも笑っていられるのだと思う。

「あれからもう一年半以上経つのか……」

「彼がいなくなってから二度目の誕生日なんだね」

「あのとき俺を選んでたら、苦労しなかったのにな」

「そうかもね」

　あの時のことも笑い話にできるくらい月日が経った。

　私は琉成と笑いながら、フランスにいる彼へと思いを馳せる。

　彼を思って待たないと言ったけれど、私は今もこうして待っていた。彼が私のもとに戻ってきてくれるのを。

「もう一杯飲むだろう？」

「飲みたいところだけど……おばあちゃんと会う約束してるから。そろそろ行かなきゃ」

　私はスツールから立ち上がると、三人に見送られて駅へと向かった。




　祖母の家の最寄り駅に着いたときには、さっきまでしとしと降っていた雨が上がっていた。

　私は傘をぶらぶらさせながら、ゆっくりと歩く。

　わざわざカルチャースクールをお休みしてまでお祝いしてくれなくてもいいのに。そう思ったけれど、ちゃんと顔を見せて育ててくれたお礼を言わないと。

「ただいまー！　おばあちゃーん」

　玄関を開けると炊き込みご飯の匂いが漂ってきていた。毎年同じ……私の好物で誕生日を祝ってくれる。

　ふと玄関には見慣れない靴があった。……男の人？　一体誰だろう？

「誰かお客さんが来てるの？」

　そっと居間に顔を覗かせると、正座をした男の人の背中があった。

「遅いぞ」

　低くよく通る声。聞き間違えるはずがない。

「千賀さ……ん？」

　振り向いた彼は、眉間に皺を寄せて私を睨んでいる。

「俺をどれだけ待たせるんだ」

　私はそこから一歩も動くことができない。

　目の前の光景が真実なのかどうか……それさえ認識できないほど動揺していた。

「おい、どうした？　気分でも悪いのか？」

　さっきまで不機嫌だった顔が、急に私を心配する表情に変わる。立ち上がり私の腕をとって軽く揺すった。

「千賀さん？」

「なんだ？　どうした？」

「……千賀さん……っ」

　彼の名前しか呼べない。私にはそれしかできなかった。涙が溢れてきて彼の胸に飛び込んだ。

　変わらない匂いに私の感情が高ぶり、それと同時に言いようのない安心感が胸に広がった。

　懐かしい彼の手が、子供をあやすようにトントンと背中を叩く。

「ただいま。つむぎ」

　私を胸から引きはがすと、大きな手で私の顔を包んで親指で頬に伝う涙を拭う。

「久しぶりなのに、泣き顔なのか？　ちゃんと笑顔が見たい」

　覗き込む彼の顔が近い。やっとまともに彼の顔を見た気がする。

「おかえりなさい。千賀さん！」

　思い切り彼に抱きついた。少しよろめいた彼が私をぐっと強い力で抱きしめてくれる。ふたりで見つめ合っていると……コホンと咳払いが聞こえてふたりして我に返った。

「イチャイチャするのはご飯を食べてからにしておくれ」

　祖母が温かい笑顔で私たちを見つめている。本当に穏やかな笑顔だった。




　祖母が作った食事を千賀さんが残さずたいらげた。いつもは翌日まで残る炊き込みご飯も空っぽだ。

　食事を終え私がお茶を淹れて居間に戻ると、千賀さんの横に座るように言われた。

　私が座ると千賀さんは座布団から下りて、居住まいを正して頭を下げた。

「つむぎさんとの結婚をお許しください」

　ストレートな言葉に私は息をのむ。彼の態度に祖母はふっと顔を緩めた。

「顔を上げてください……やれやれですね」

　立ち上がると箪笥の中から、渡仏前に彼から預かった指輪を差し出した。

「やっとこの指輪を預かる重荷から解放された」

「おばあちゃん……」

「つむぎを幸せにしてあげてください。私の大切な孫です。それ以上のことを言うつもりはありません」

　瞳には涙がにじんでいた。つられて私も泣き出しそうになる。

「……どうかふたりで幸せに」

　祖母の言葉に千賀さんはもう一度頭を下げ「ありがとうございます」と大きな声で答えた。

「で、早速なんですが彼女を〝今すぐ〟幸せにしたいと思うので、今からお借りしてもいいですか？」

「へ？」

　驚く私を無視してふたりが会話を続けた。

「どうぞ、千賀さんに差し上げたんですからお好きになさってください」

「ありがとうございます。ではお言葉に甘えて」

　私は彼に手を引かれてよろめきながら立ち上がる。

　玄関で私たちを見送る祖母が笑顔で言った。

「ひ孫の顔をできるだけ早く見せておくれ」

「今から頑張るので十ヶ月後、楽しみにしていてください」

「ち、千賀さん!?」

　慌てる私を引きずるようにして停めてあった高級車に乗せ、行き先も言わずに走り出した。




　車は高速道路に入ると、どんどんスピードを上げた。行き先を尋ねたけれど〝いいところ〟とだけ答えてそれ以上は教えてくれなかった。

「誕生日プレゼント。ちゃんと今日中に渡したい」

「そこに行かないとダメなの？」

「あぁ」

　車を運転する横顔がニヤリと笑う。それはまるで子供が悪戯をするときのような笑顔だ。

　あ、この顔も久しぶりだなぁ。

　私は会えなかった時間を埋めるように彼の顔を見つめ続けた。

　そうこうしていると車はどんどん山の方へと進んでいく。そこは避暑地としても有名な場所で、大きな別荘がたくさん立ち並んでいた。

　キョロキョロと周りを見渡していると、目の前に真新しい大きな洋館が見える。石造りの門を抜けると、私たちを従業員が出迎えてくれた。

「いらっしゃいませ、社長」

「あぁ。予定より遅くなってすまなかった」

　車のキーを係りに渡すと、さっさと中に入っていく。

「しばらくは、ふたりにしてくれ」

　隣を歩いていた係りの人は一礼するとサッとどこかへ消えた。

「あの……千賀さん、プレゼントって？」

「もう少しだ。相変わらず黙ってついてこない奴だな」

　声をあげて笑う千賀さんのあとに続くと、大きな両開きの扉の前で止まった。

「こっちに来い」

　私が彼の真横に立つと、彼は一気に扉を開いた。

「……わぁ……！」

　自然と感嘆の声があがる。

　目の前にはガラス張りのチャペルが広がっていた。ガラスの向こうには森の木々が広がり夕方のまぶしい光が差し込んで私たちふたりを照らしていた。

　彼に手を引かれ祭壇まで歩く。足を止めた彼が私と向かい合い両手をギュッと握った。

「ここが、つむぎへの誕生日プレゼントだ」

　ここ？　どういう意味だろう。

　首を傾げる私に、驚くべき説明をしてくれた。

「ここはお前のために建てた、オーベルジュだ。もちろんここで結婚式もできる」

「そうなんですか……え？　今『建てた』って言いましたか？」

　目を見開く私を面白そうに見ている。

「あぁ、今日の誕生日に間に合わせるの、大変だったんだぞ。フランスにいたから進行状況が細かく確認できなかったんだが……気に入ったか？」

「気に入るもなにも、こんなに素敵なプレゼント……！」

　感激して言葉が続かない。そんな私を慈しむように見ていた彼が私の目の前に膝をついた。

「浦沢つむぎさん……俺と結婚してください」

　私の手に恭うやうやしく口づけをした。そしてそのまま私の返事を乞うように上目遣いで見つめてくる。

「……はい。喜んで」

　私の返事を聞いて千賀さんは満面の笑みを浮かべて、もう一度私の手にキスをした。

　そして立ち上がると、スーツのポケットからさっき受け取ったばかりの指輪を取り出して私にはめてくれた。左手の薬指がこの瞬間特別な意味を持った。

　そして私を抱きしめて今度は唇にキスをした。

　一度触れた唇が離れて、もう一度口づけた。お互いへの永遠の愛を誓い合うキスを交わした。

　唇が離れると、乱れた私の髪を彼が耳にかけてくれた。

「オーベルジュの挙式、最大のメリットはなんだと思う？」

「ん？　いきなりビジネスの話？　美味しい料理が食べられること？」

「ちがう。最大の魅力は、すぐに花嫁を抱けることだ！」

「きゃあ！」

　気がついたときには、私の足は床から離れて彼に抱きかかえられていた。そしてそのまま扉の向こうに歩き出した。

　すれ違う従業員がお姫様抱っこされた私を見て驚いた表情を見せたあと「おめでとうございます」と声をかけてくれる。

　な、なんて答えればいいの。確かにさっきプロポーズをＯＫしたけど。

　戸惑っている私を置いて、千賀さんは「ありがとう」と笑顔を振りまいている。そしてそのままエレベーターに乗り込み、一度も私を床に降ろすことなくスイートルームへ到着した。

「どうだ、いい部屋だろう？」

「はい。だけどもっと式場見ていたかったな……」

　千賀さんがゆっくりと私を床に降ろしてくれた。

「そんなのいつでもできる。それより今はこっちだろう」

　私の髪に手を差し込むようにして、上を向かされた。奪うような激しいキスをされると体の芯が震える。

　呼吸をするために薄く開いた唇を見逃すことなく、彼の舌が侵入してきた。深くて甘い口づけに私の体は熱く反応してすぐに溶け始める。

「これからは、ずっと一緒ですよね」

「あぁ、そのための一年半だ」

　鼻先をくっつけて私は彼の目を見る。

「一年半も我慢したんだ。今日は……覚悟しておけ」

　これ以上ないほど甘い声の千賀さんに逆らえるわけなんてない。そして一年半越しの彼の愛を私は全身で受け止めた。
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　それから一ヶ月後……。

　私は控室でウエディングドレスを着ていた。

「つむちゃん！　素敵よ～！　綺麗だわ～」

「本当正二郎さんの言う通りよ！」

　柚葉の言葉にショーさんが眉をピクリと動かした。

「アンタ、こんなめでたい日までおバカね！　ショーって呼びなさい！」

「めでたい日なんだから、そんな目くじら立てなくても……」

　言い争いを始めたふたりを史香さんがなだめた。

「私のドレスなんだから、世界一綺麗なのはあたりまえでしょ。ねぇ」

　同意を求められた私は、笑って頷いた。

「みんな来てくれてありがとう。緊張がほぐれた」

「しかし史晴もたった一ヶ月で挙式だなんて、ほんと無茶言うわよね」

　そうなのだ。通常ならばありえないスピードでこの結婚式の準備が進んだ。私はもう少し時期を遅らせた方がいいと言ったんだけれど、私のために作ったこのオーベルジュの第一号の新郎新婦は私と千賀さんだと言って彼が譲らなかった。

　ふたりの挙式が延びれば延びるほど、経費がかさみ赤字が増えるという現実を突きつけられて私は渋々了承することになった。

　一年半経っても相変わらずの俺様は健在だった。

　でもそういうところもたまらなく好きだということを、再認識させられた。

「琉成は来てるんだよね？」

　柚葉に問いかけた。

「うん。男だからさすがに控室に入るのは遠慮したみたいよ。あ、正二郎さんはどうして入ってきてるの？」

「アンタねぇ。私は男じゃなくて乙女なのよ！　百万回言っても覚えないなんてアンタの脳みそどうなってるのよ」

　柚葉は舌を出して、まるで反省していないようだ。そんなふたりを見て私は声をあげて笑った。

「そろそろ時間よ。つむぎちゃん、準備はいい？」

「はい」

　史香さんの言葉に返事をするとチャペルへと向かった。




　大きな扉が開かれた。目の前では神父さんと千賀さんが私を待っている。

　そして隣には……琉成がいた。

「本当に俺でよかったのか？」

「うん。琉成以外は考えられなかったんだもん。千賀さんは納得してないみたいだけど」

　ゆっくりとふたりで歩いて、千賀さんのもとへ向かう。引き渡す場所に来たときに小さな声で千賀さんが琉成に言った。

「お前がつむぎに触れるのは、これで最後だ」

　軽く睨みながら私の手を握る。そこで琉成が離してくれるはずなんだけど……。

「それはどうでしょうか？　もしつむぎが不幸になるようなことがあればその可能性はゼロじゃない」

「はん？　そんなことあるわけないだろう。これから世界一幸せになるんだ。俺たちふたりで」

　目を細めて琉成を睨んでいる。

　睨み合ってるふたりを見て、式場のコーディネーターの人がおろおろしているのを目の端で捉えた。

「もう、ふたりとも……」

「安心した。つむぎのことよろしくお願いします」

「そんなことは言われなくてもわかってる」

　フンと鼻を鳴らした千賀さんを琉成がクスクス笑う。

　やっと彼に引き渡された私は、彼とともに神父さんのもとへ向かった。

「病めるときも、健やかなるときも、富めるときも、貧しいときも、死がふたりを分かつまで愛し、慈しむことを誓いますか？」

　神父さんの言葉に、私と千賀さんはそれぞれ「誓います」と返事をした。

　私の後ろから祖母のすすり泣く声が聞こえ、私の目にも涙がにじんだ。

「それでは、ベールを上げて、誓いのキスを」

　千賀さんが私のベールを優しく上げてくれる。

　見つめ合った私たち。彼の顔がゆっくりと近づいてきて私はそっと目を閉じた。

　柔らかい唇が触れた。そして離れる……はずなんだけど。

「……んっ！　んんっ！」

　いつまでも千賀さんの唇が離れていかない。というかより激しくなっていく。

　客席から〝ヒュー〟という口笛が聞こえてきた。やっと解放された私はあっけにとられて千賀さんを見た。

　悪戯が成功したときの、私の好きな少し意地の悪い笑顔をしていた。

　そしてあの日と同じセリフを口にする。

「契約成立だな」

　そう言った彼に私は幸せいっぱいの笑みを返したのだった。





ＥＮＤ












あとがき




　はじめましての方も、お久しぶりの方も、このたびは『ラブエンゲージと甘い嘘』をお読みいただきありがとうございます。

　ベリーズ文庫では、私自身初めての全編書き下ろし作品になります。

　サイトの連載とは違って、一気に書き上げて編集作業に入るので「楽しんでもらえるだろうか」と不安になりながら毎日作業をしていました。

　今回はお人好しの〝つむぎ〟と、俺様の〝千賀さん〟のラブストーリーなのですが、実は最初のプロットを作ったのは、かれこれ二年も前の話です。

　やっと、ひとつの作品となって皆様にお届けできることを嬉しく思います。

　大人になるとたくさん大切なものができますよね。仕事に家族、そして恋人。

　つむぎと千賀さんはぶつかり合いながらも、お互いの価値観を認め合い寄り添っていきます。そんなふたりの恋愛を楽しんでいただければ作者としては本望です。

　今回、素敵な表紙のイラストを描いていただいたソウノナホ様。幸せそうなつむぎの顔を見てニヤニヤしています。今回から新しく担当していただいた森上様。誤字脱字の女王の原稿をチェックしていただき、仕事とはいえ大変だったと思います。もう足を向けて寝られません。私の変なこだわりにも根気よく付き合ってくださりありがとうございました。

　そして、なかなかサイトの更新ができていない間も声をかけてくださった読者様。皆様のお声が創作の糧です。

　たくさんの人のおかげで素敵な作品になりました。ありがとうございます。

　これからも、読んで少しでも楽しかったと思ってもらえる作品を書いていきたいと思います。

　またお会いできる日まで。感謝をこめて。





高たか田だちさき
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